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凄腕パイロットの極上愛で懐妊いたしました～臆病な彼女を溶かす溺愛初夜～










積乱雲のフライト




　右翼の先端で光る緑色のライトを小窓からぼんやりと眺めながら、私、新しん川かわ菜な乃のは大きな欠あく伸びをした。

　夜のフライトは青空と雲の幻想的な景色を見られなくて残念だが、その代わり眼下に広がる百万ドルの美しい夜景が望める。

　通路側の席に座る男性は数分前から小さな寝息を立てているので、睡眠の邪魔をしないようにと、シートに背を預けて沖おき縄なわに到着してからの段取りをシミュレーションした。

　二十時五十分着予定。荷物は預けていないし、那な覇は空港からタクシーを利用してホテルまで十分。何事もなければ二十一時半にはのんびりできるかな。

　世界で五番目に乗降客数が多い、日に本ほんの空の玄関と呼ばれる羽はね田だ空港で、私は大学卒業後からグランドスタッフとして働いている。

　今日は早朝から昼過ぎまでの早番勤務を終え、空港近くに借りているマンションに一度戻ってから、十八時十分発ＮＡＬ925便に搭乗した。

　航空会社『Nipponニッポン Airlinesエアラインズ』、通称ＮＡＬは国内最大手。そこに所属するパイロットや客室乗務員とは違い、私はグランドスタッフの業務を専門的に請け負うＮＡＬグループのハンドリング会社に属している。

　すぐそばを客室乗務員、通称ＣＡが通り過ぎていったのを目で追う。

　同じ航空関係の仕事に従事しているといっても、彼等は華やかな世界の人たち。顔見知りのＣＡは何人かいるが、今通り過ぎた女性は私の顔すら把握していないかもしれない。

　この機体を飛ばしている機長、椎しい名な虹こう輝きさんや、副操縦士の紺こん野の翔しょう太た郎ろうさんも私の存在など知らないだろう。

　それでも私はグランドスタッフである自分を誇りに感じているし、大好きな仕事だ。

　先週の七月七日に誕生日を迎えて二十七歳になり、最近では仕事もすっかり板についてきたんじゃないかと自負している。

　再び窓外に視線を投げて、存在感をアピールする翼の光を静かに見つめた。

　日中のフライトは周りに気を遣って窓を閉めたりするけれど、夜間飛行は気にせず景色を楽しめるのでいい。

　やっぱり飛行機はカッコいいな、と感想を胸に抱いた時だった。

　突如、機体が急降下する。シートベルトサインが出ていたので身体はしっかりと固定されているが、ジェットコースターに乗っているような浮遊感があり、内臓が置いていかれるような不快さに襲われた。

　乗客たちから悲鳴があがり、さらに不安感をあおられる。隣の男性も目を覚まし、なにが起きたのかと困惑した表情で辺りの様子をうかがっている。

　おそらくエアポケットに遭遇したのだろう。

　エアポケットとは飛行機が急激に下降する空域で、晴天乱気流とも呼ばれている。文字通り空気の乱れで、積乱雲のような雲の中だけでなく、高度一万メートル付近の雲の上でも起きる。これに巻き込まれると機体は上下に激しく揺れ、数秒で数百メートルも下降する場合がある。

　それなりの知識があるのであからさまに動揺を表に出したりはしないが、心は落ち着かず鼓動が速くなった。

　大丈夫かな……。

　嫌な音を立てる心臓に手を置きながら右翼を見つめていると、暗黒の空に幻覚かと思うような稲妻がくっきりと浮かび上がった。

　翼に雷が落ちた……？

　驚愕して息をするのも忘れていると、機内アナウンスが流れる。

《操縦席よりご案内申し上げます。機長の椎名です。ただいま機体右翼に落雷がありました。異常はありませんのでどうぞご安心ください。当機は間もなく那覇空港に到着いたします。天候は晴れ。本日はご搭乗ありがとうございました。またのご利用を心よりお待ち申し上げております》

　無駄のないシンプルな言葉。それがかえって安心感をもたらす。

　周りの乗客からも安堵の声が聞こえてきた。

　なんてクールでカッコいいのだろう。ホッと息をついたのと同時に胸がドキドキと高鳴っているのを自覚して、また違う意味で気持ちを落ち着けないといけなくなった。

　椎名さんはＮＡＬ史上最年少の機長で、三十四歳という若さで操そう縦じゅう桿かんを握っている。

　それだけでも憧れるというのに、百八十センチをゆうに超すモデル体型で眉目秀麗ときたものだ。天は二物を与えずとは、よくそんなことが言えたものだと苦笑してしまう。

　肩書きと外見だけでも数あま多たの女性を虜にするのに、加えて声がとにかくいい。

　高すぎず低すぎず少し掠れていてセクシーで、大人の男性の魅力が滲み出ているところがたまらない。

　いや、これは私が声フェチだからそう思うだけかもしれないけれど。

　耳から入ってきた声は一直線に胸を貫き、呼吸が苦しくなるほど私の心をかき乱した。

　椎名さんのフライトに当たってよかった。宝くじに当選したような心持ちで息をつき、騒がしい心臓に「静かにしなさい！」と言い聞かせる。

　彼とどうにかなりたいなんてお門違いの発想はない。ただ憧れるのは勝手だろう。

　椎名さんの存在は私にとって栄養ドリンクと同じで、日々疲弊する心身に潤いを与えてくれる心強い味方だ。

　それから椎名さんの宣言通り無事に那覇空港に到着した。

　タクシーに乗り換えて姉の待つホテルに向かいながら、沖縄を訪れるのはこれで何回目になるのだろうと、ふと考えた。

　沖縄で生まれ那覇市で生活していた私が六歳になったばかりの頃、両親が離婚して母親と東とう京きょうに移り住んだ。ふたつ上の姉、日ひ菜な香かは今も沖縄で父親と祖母の三人で暮らしている。

　姉は父親の連れ子で私と異母姉妹。だからそれぞれに引き取られたのは大人になった今は理解できる。だが当時はどうして姉と引き離されたのかわからず、情緒不安定になって母親にあたり散らしていた。

　反抗的な態度をたくさんとって申し訳ない気持ちは今でもある。だけどやはり姉妹を引き離すなんて、そんな悲しい選択を下した両親に思うところがあった。

　物思いに耽っていたら、タクシーは宿泊先のホテルに到着していた。

　チェックインを済ませて部屋に荷物を置き、足早にとある場所へ向かう。

　屋外のプールサイドに設置されているテーブル席に姉の姿はあった。

「日菜香ちゃん！」

　手を振りながら大きな声で大好きな姉の名前を呼ぶと、穏やかでやわらかな笑みを浮かべた姉が私の姿をとらえる。

「菜乃！」

　こちらに手を振り返した姉に駆け足で近寄った。

「いつから飲んでるの？　もうできあがってない？」

　沖縄出身である親の血が流れているせいか私も姉もアルコールに強く、お酒がとても好きだ。

　そして外見も沖縄県民らしいというか、姉は彫りが深く整った顔立ちで外国人のような雰囲気がある。瞳がオレンジ色に近い明るい茶色だからそう見えるのだろう。

　黒目が大きい私も派手な顔立ちではあるが、鎖骨まである髪は仕事柄暗くしているし、胸まで伸びた明るい茶髪の姉ほど華やかではない。

　ただ互いに身長が百六十センチあるので、高いヒールを履いてふたり並ぶとそれなりに目立つ。

「菜乃が遅いから」

　頬を膨らませて不服を露わにした姉に苦笑する。

「まだ九時台だし、そこまで遅くないけど」

「ねえ！　金曜日だよ？　明日はお休みだよ？　飲まずにはいられない！」

　大声で休日を祝う姿はまさに酔っ払いで、八カ月ぶりに会ってもいつもと変わらない姿に心が温かくなった。

　土日休みの姉は私以上に有給休暇を取りづらい環境で働いており、今回はこちらが休みを取った。

　うちの会社のグランドスタッフは基本、早番二日、遅番二日と四日出勤した後、二日間の休みというサイクルになっている。

　本来、明日は遅番だったけれど休暇を一日もらった。明後日あさっては遅番の勤務、月曜と火曜は公休だ。できれば連休とくっつけたかったがシフトの調整が難しかった。

「じゃあ私も早速いただこうかな」

　プールのそばにはバーがあり、ドリンクを持って外に出られるようになっている。姉との時間を満喫したいので、二日酔いにならないようアルコール度数が低いカクテルを作ってもらった。

　姉の前に腰かけて久しぶりの再会に乾杯する。

「菜乃、ちょっと痩せた？　仕事忙しいんじゃない？」

「痩せたのはただの夏バテ。仕事は楽しいよ」

「それならいいけど。相変わらず浮いた話はないの？」

　姉は会うたびに恋愛事情を詮索してくる。残念ながら社会人になって一度も恋愛をしていないので首を横に振るしかない。

「最近は晩婚だし、三十歳になるまで恋愛はいいかな」

　子供は好きなのでいつか母親になりたい。だから三十代になったら、結婚を意識して誰かしらとお付き合いを始めた方がいいとは思う。でも今は必要ない。

「かわいくて料理上手で、仕事ができるいい女なのにもったいない」

　姉は口を尖らせて不服を露わにした。

　離れていたせいか互いを大切に想う気持ちが強く、私も姉もシスコンなところがある。

　私を過大評価する姉をかわいいなあと微笑ましく思いながら、ずっと心に掲げている信念を伝えた。

「私は恋愛をするとダメ人間になるから。せっかくここまでひとりでやってきたんだもん。また自分の人生を壊すかもしれない恋愛をしたくないの」

　これまで何度も聞いた話に姉は辟易した表情を浮かべた。あからさますぎてブッと噴き出す。

　自分が依存体質だと知ったのは初めて恋人ができた大学一年生の頃。

　好きな人と付き合えて幸せの絶頂にいるはずの私は、なぜか地獄の底にいるかのような日常を送っていた。

　彼と連絡がつかなくなると激しい不安に襲われ、彼と女の子が親しげに会話をしているだけで心がかき乱され頭がおかしくなりそうだった。

　その感情は誰もが抱くものとして疑問に思わず彼に正直にぶつけたところ、『俺、干渉されたくないんだよね』と別れを告げられた。

　干渉ってなに？　束縛ってなに？

　そう深く考えたところから、私が周りの女の子たちより恋人に依存し、縛りつけようとする傾向にあると知った。

　それでも恋愛は魅力的で、互いを求めあう姿は素敵だと考えていたので、懲りずに新しい恋人を作っては別れてを繰り返した。

　恋愛することに慣れるにつれ付き合い方は深くなり、さらに恋人がいないと生きていけないようになった。

　どれくらい深いものだったかと言うと、大学三年生の頃『菜乃って重たいんだよね』と言われ、いつもと同じ理由で大失恋をした際に心身ともにボロボロになって、一時期大学に通えなくなるくらい。

　毎日のように姉と電話をして何時間も話を聞いてもらい、数カ月かけてどうにかどん底から這い上がれた。それ以降恋愛はするべきではないと自分に言い聞かせている。

　恋愛が原因で自分の人生を壊すなんておかしい。もちろん相手は私を不幸にするつもりはないし、私だってそう。しかしそんなつもりはなくても、どうしてもうまく異性と付き合えない。元恋人からしたら当たり屋に遭遇したとさえ考えているかもしれない。

　とにかく私は恋人に依存して相手を中心に世界を回し、大好きな人がなくてはならない存在になる傾向にある。

　どこかおかしいというのは自分で嫌というほど理解していて、一度カウンセリングを受けてみたけれど……。

「日菜香ちゃん、寝てない？」

　感傷的になっている間に、正面で気持ちよさそうに目を瞑っていた姉の肩をトントンと叩く。

「ああ……ごめん。落ちてた」

　悪びれなく言う姿に笑いが止まらない。

「部屋に戻って寝た方がいいよ」

「えー、私たちの夜はこれからでしょ？」

　渋りながらも瞼が落ちかけている。おもしろい人だなあと笑みをこぼしながら立ち上がり、姉の腕を掴んで引き上げる。

「明日のお昼もあるから大丈夫」

　方向転換をして客室へと続くエレベーターに足を向けようとしたところ、視界に入った人物にひゅっと息を呑んだ。

　不自然に歩みを止めた私を「どうした？」と姉が見る。

「あ、なんでもな……」

　言い終わらないうちに、バーカウンターに立ったまま右手をついて気怠そうにしている椎名さんがこちらに振り向いた。

　やや彫りが深く精悍な顔つきの彼と視線が交わり、心臓がドクッと大きな音を立てて跳ねる。

　いつもは前髪をうしろに流し、綺麗に整えられている黒髪が下りている。おそらくシャワーを浴びたのだろう。

　椎名さん、今日はここでステイなんだ。

　パイロットの飛行スケジュールはシフト制で、必ずしも決まった航路を往復するわけではない。国内線の場合は日帰りで復路便に乗ることが多いのだけれど、午後からの勤務であればフライト先で宿泊する時もある。

　椎名さんが切れ長の目を見張って動きを止めたのを見て、姉がたどたどしい口調で空気を読まない発言をした。

「えっ……芸能人？　菜乃、知り合い？」

　見当違いのことを言う姉の横で、「違うよ！」と声を潜めながらも語気を強めて伝える。

　会話が聞こえていませんように……そう願いながら椎名さんの横を通過しようとしたのだが。

「違っていたらすみません。新川さんですか？」

　そっとうかがうようにかけられた声に、心臓が口から飛び出しそうなほど驚いた。

「え!?」

「そうです。この子、新川菜乃です。私は姉の日菜香です」

　聞かれてもいないのに勝手に自己紹介までした姉が、目を輝かせて椎名さんを見つめている。私としては、天下の椎名さんになんて気安く話しかけてるの!?と心中穏やかでいられない。

「お姉さんですか。初めまして、椎名虹輝です」

　椎名さんは形のいい唇に薄い笑みを浮かべ、姉の不躾な自己紹介に応じる。そのスマートな対応に胸が高鳴るのを感じて、まいった……と心の中で頭を抱えた。

　姉が暴走する前に止めたいのに、憧れの人を前にして激しく動揺し声が出ない。

「菜乃さんと同じ空港で働いております」

　美声で名前を呼ばれてめまいがした。というか、私の名前と顔をどうして知っているの？

　椎名さんのように航空大学校へ通ってライセンスの八割を収得している人も、自社養成パイロットとしてＮＡＬ入社後に全ライセンスを収得する人でも、どちらも変わらず最初に基幹空港へ配属される。整備、営業、グランドスタッフなど地上勤務の研修期間があるのだ。

　そのためパイロット候補生の知り合いなら何人もいるのだが、すでに機長になっている椎名さんとの関わりはない。

　数多くいるスタッフを把握している？　頭のいい彼ならあり得なくはないか……。

「もしかしてパイロットとか？」

「ご名答です」

　椎名さんがこくりと頷くと、姉は目玉が飛び出しそうなくらい目を見開いて、ぐるんっと効果音がつきそうな勢いで私に顔を向ける。

「菜乃!?　パイロットと知り合いなの!?」

「ちょっと日菜香ちゃん落ち着いて。声が大きいよ」

　どうどう、と宥めようにも酔っ払いの姉には効果がない。

「こんなイケメンがそばにいて、どうして私に報告なしなの!?」

　報告してどうなるのというのか。

　その後も水を得た魚のようにマシンガントークがやまず、今日はひとりなのか、いつから操縦桿を握っているのか、コックピットから見える景色は最高なのか、未確認飛行物体を目撃したことはあるのか、などの質問攻めをする。

　姉の勢いにカウンターの向こう側にいるバーテンダーが引いていた。

　周りから注目を浴びていたたまれなくなり、「ごめんなさい、部屋に戻ります」と断りを入れて慌ただしく場を後にした。




　部屋に連行して水を飲ませ、シャワーを浴びるように説得しているうちにベッドへダイブした姉は、うつ伏せのまま動かなくなった。

「日菜香ちゃん、化粧は落とした方がいいよ。ねえ、日菜香ちゃん！」

　揺さぶってもびくともせず、こうなってしまっては手のつけようがない。

　靴を脱がせて布団をかけてから、ベッドサイドではあーっと盛大な息を吐いた。

　さっきの出来事が夢のようでまだ心臓が高鳴っている。

　椎名さんって明日もフライトだよね。お酒を飲むはずがないし、あそこでなにをしていたのだろう。

　姉の質問にはひとりでバーに来たと話していた。

　気晴らし？　だけど沖縄なんて何度も来ているだろうし、お酒も飲めないのにわざわざ出歩くだろうか。

　考えても適切な理由が思い浮かばず、そうなると余計に気になる。

　椎名さんの私服姿カッコよかったな。ベージュのシャツにネイビーの七分袖カーディガン、ストレートの黒いパンツ。

　緩さを感じさせるシルエットで、ラフな印象がいつもの制服姿とのギャップを生み、それがとにかく胸キュンポイントだった。

　ベッドに横たわってからピクリとも動かない姉を眺め、うーんと唸る。

　行ってみようかな？　いないならいないでバーの雰囲気をひとりで楽しめばいいし、もしまだいたら、姉の態度についてひと言謝罪したい。

「日菜香ちゃん、ちょっと行ってくるね」

　爆睡している姉に一応断りを入れて部屋を後にする。

　男性への関わり方には気を付けているのに、今日の私はおかしい。

　大胆な行動を取っているのを自覚していても、それでも突き動かされるのは椎名さんに名前を呼ばれたせいである。

　憧れの人から声をかけられて舞い上がらない女性がいたら、その人はきっと鉄の心を持っている。ちなみに私の心は綿飴みたいにふわふわで、触ると溶けてネバネバになる。

　我ながらいいたとえだと苦々しく思いながら、自分の行動に言い訳をしてバーに戻ると店内に椎名さんの姿はなかった。

　やっぱりすぐに部屋に戻って休んでいるよね。

　安堵なのか落胆なのかわからない溜め息をついて、バーテンダーにカクテルを作ってもらう。鮮やかな水色の液体が入ったグラスを持って、夜風にあたろうとプールサイドへ足を運んだ。

　先ほどまで吹いていた生ぬるい風はやんでいて、七月中旬らしい熱気を含んだ空気に少し息苦しさを感じた。

　中で飲もうかな、と考えながら立ったままグラスに口をつける。

　椎名さんに遭遇して緊張から喉が渇いていた。見た目より甘みの少ないカクテルはとても美味しくて、ひと口だけと思っていたのに止まらずごくごくと喉に流し込む。

　このまま全部飲みきって新しいものをもらおう。

　そよ風が吹いてプールの水面がゆらゆら揺れる。ぼんやりとそれを眺めていたら、「あれ、戻ってきたの？」と声がした。

　その場でビクッと肩を跳ねさせた後、ゆっくりと振り向くと、斜めうしろでグラス片手に佇む椎名さんの姿がある。

「はい」

　激しく動揺しながらも返事をする。椎名さんは私の横に移動してプールに目を向けた。綺麗な横顔を見ていられなくて顔を前に戻す。

　いないと思っていたのに……トイレにでも行っていたのかな。

「お姉さんは？」

「酔い潰れて部屋で寝ています」

　正直に伝えると、隣からクスクスと楽しげな声がした。

　微笑んでいるのを遠目から目にしたことはあっても、笑い声は初めて聞いたので胸がドキドキと鳴る。

「先ほどは失礼しました。初対面であれこれ質問されて困りましたよね」

「気にしてないよ」

　噂で聞く椎名さんは真面目で硬派で紳士的な人。だから気を遣われ、そう答える以外にないのはわかる。

　椎名さんって若く見えるけれど、私より七歳も上なんだよね。落ち着きがあって大人だ。

「新川さんはいつからここに？」

「ついさっきです。ＮＡＬ925、椎名さんのフライトに乗っていました」

　椎名さんが目を丸くして私を見下ろす。

　五センチのヒールを履いているのにまだ彼の顔は上にある。本当に背が高い。

「ちょうど右翼が見える席だったから、落雷があった瞬間を目撃しました」

「驚いただろう」

「そうですね。ちょっと怖かったです。でもすぐに椎名さんのアナウンスがあって、それを聞いて安心しました」

　今思い出してもカッコよかったなあと、無意識に「ふふふ」と笑い声が漏れていた。

「椎名さんはステイで明日もフライトですよね？」

　彼の手元に目線を送ると、それに気付いた椎名さんがグラスを傾ける。

「ノンアルコールのシャンパンだよ。今日くらいはのんびり過ごそうと思ってね」

　今日くらいは、というのは言葉通りで、椎名さんは勤勉でも知られている。

　パイロットにはフライト以外にスタンバイという勤務があり、体調を崩したパイロットの交代要員として空港や自宅で待機する。

　その間、パイロットはマニュアル類の更新や規定類の確認、その他気になることを自主的に確認するなどして過ごす。

　実習室での椎名さんは、ほとんど休憩を取らずに机に向かっているそうで、その姿はいつ息を抜いているのか心配になるほどだとか。

「お疲れですか？」

　投げかけてから、なんてあたり前な質問をしているのかと恥ずかしくなった。椎名さんは穏やかな表情を変えずゆっくりと口を開く。

「七月十六日。今日、誕生日なんだ」

　えっ、と声にならない声を漏らした私を横目で見て、椎名さんはふっと笑う。

「いつもは特別祝ったり、感慨深い気持ちになったりはしない。でも去年、機長になるという夢を三十三歳で叶え、少しは自分を労いたわってもいいんじゃないかとふと思ってね」

　なんて謙虚な人なのだろう。ふと思うどころではない。常に思っていても罰はあたらないのでは。

「コーパイの紺野さんや、ＣＡたちとお祝いしないんですか？」

　補助や共同などの意味を持つ英語のｃｏコをパイロットに付け、副操縦士のことをコーパイと呼ぶ。椎名さんとよくフライトを共にしている紺野さんは付き合いがいいと周りから聞いているし、ＣＡたちも全力で祝うだろう。

　そもそも女性クルーから人気の高い彼の誕生日を、彼女たちが知らないとは考えられないので誘いは受けたはず。

「全員が同じホテルではないんだ。それに見てわかる通り、俺はテンションが低めでノリがよくない。だからひとりでいた方が気楽なんだ」

「そうなんですね」

　相槌を打ちながら、ちょっと待ってと動悸がした。

　ひとりがいいと言っている人のそばにいる私って、だいぶ迷惑なのでは？

　だからといって「じゃあ失礼します」と言ってこの場を立ち去るのも失礼だろう。

　どう切り上げたらいいのか迷っていると、椎名さんが先に沈黙を破る。

「新川さんがよかったら、一杯付き合ってもらえないか？」

「……でも、おひとりの方がいいんじゃないですか？」

　悩んだ末に投げかけた台詞せりふがドストレートで途方に暮れた。椎名さんは大人の対応だったというのにこれは失礼すぎる。

「そう思っていたんだけど、新川さんとここで会ったのもなにかの縁だし、それに……」

「それに？」

　首を傾げた私に、椎名さんは優しい目つきで微笑んだ。

「新川さんは俺と空気感が似ているからか、一緒にいて苦に感じない」

　胸がキュンと鳴って、危うくめまいを起こすところだった。いくら硬派と言われていても、モテる人だし女性の扱いには慣れているのかな。

　でなければこんな台詞スラスラ出てこないだろう。

「……でしたら、一杯ご馳走させてもらえませんか？」

　私と彼のグラスはもう空になっている。緊張しながら椎名さんを見つめたら驚いたような色を瞳に滲ませていた。

「ありがとう。じゃあ、ご馳走になろうかな」

　目元をふっとやわらげた椎名さんは建物の方に身体を向ける。

　彼の表情から、ご馳走するなんて馴れ馴れしくて失敗したかなと一瞬思ったけれど、どうやら大丈夫そうだ。

　時刻は二十二時半。一杯だけ飲んでふたりとも部屋に戻った方がいい。男女ふたりが共にするには、特別な意味を持ちそうな時間帯だ。

　背の高い彼の後に続いてバーの中へ一度戻る。

　状況判断できる冷静さは残っている。だけどこんな大胆な行動を起こすなんて酔っているな……と、火照りを確認するため首筋に手をやった。










プールサイドで夜涼み




　新川菜乃というグランドスタッフは、俺たちパイロットの間では有名だった。

　沖縄出身なのが納得できる目鼻立ちがはっきりしたハーフ顔に、透き通るような色白の肌。背はどちらかと言えば高い方でスタイルがいい。

　華やかなＣＡたちを見慣れているはずの同僚たちが皆、口を揃えて『新川さんがかわいい』と騒ぐものだから、彼女の存在は自然と知った。

　グランドスタッフの仕事は基本的に出発業務と到着業務に分かれる。

　彼女は入社してからしばらく到着業務についていて、到着便からの乗継便がある場合の案内や、未着の手荷物がある乗客への対応などを行っていた。

　それが入社三年目になった頃から、カウンターでのチェックインや搭乗ゲートでの旅客対応にあたる出発業務がメインとなり、出発準備の確認のため飛行機の近くに来る機会が増え、頻繁に顔を見るようになった。

　誰も気付かないようなところに目を留め、気後れをするような難しい場面でも、さもそれがあたり前のように行動に移せる。誰に対しても細やかな心配りができ、仕事にひたむきな姿は空港で勤務する多くの人間から高く評価されていた。

　すれ違う時にうっすら微笑み、頭を下げて見送ってくれる姿は品があり、凛とした雰囲気は確かに好ましい。

　そう感じたのは、その振る舞いは誰にでもできることではないからだ。

　時刻の正確性を阻む要因はいくらでもあるが、それでも定時運航させてあたり前という雰囲気があり、グランドスタッフたちは重圧を背負いながら日々働いている。

　だからピリピリとした空気を放ち、笑顔が消えているスタッフを見かける時もある。だが彼女の笑顔が崩れているところは一度も目にしていない。

　嵐の中でも堂々と咲き誇る花のようだと思う時さえあった。

　男関係で浮ついた話は聞いたことがなく、噂では彼女にアタックした輩はことごとく砕け散っているらしい。

　どうやら電話番号すら交換させてもらえないそうで、密かに長年付き合っている恋人がいるか、尋常じゃないほど理想が高いのではないかと囁かれている。

　そんな孤高の女性がすぐ隣にいて、楽しそうに笑いながら身の上話をしている。

　今日はピンクベージュに黒の花柄がプリントされたワンピースを着ていて、いつものカチッとした制服と違ってやわらかさがあり、彼女の雰囲気も優しく感じた。

「私も先週誕生日だったんです。姉からおめでとうの電話はもらいましたけど、休みだったしひとりで寂しく家で缶ビール飲んでいました」

「恋人には祝ってもらわなかったのか？」

「いない人には祝ってもらえませんよ」

　なにがそんなにおもしろいのか、新川さんは白い歯を見せて笑った。

　長年付き合っている恋人がいるというのは嘘のようだ。

「だけど姉には毎年祝ってもらっているんです。今回の旅行がそれで、このホテルも海が見える部屋を取ってくれたんですよ」

「仲がいいんだな。あまり似ていないような気がしたけど……」

「あっそれは、私たち異母姉妹なので」

　似ていないのは性格が、という意味だ。でもやっぱり姉妹だから気が合うんだな、と続けようとしたのに、遮られた挙句いきなり家庭の事情を語られて面食らう。

「だから絆を感じられるように、姉から菜の花の〝菜〟という漢字を一字もらって菜乃と名付けられました。でも結局、両親の離婚を機に姉は父親、私は母親に引き取られて離れ離れになったんですけどね」

　苦い笑いをこぼしながら語る姿からは、とくに悲愴感は漂っていない。もうだいぶ昔のことで、これまでにもこの話は何度もしてきたのだろうと思わせる流暢な口ぶりだった。

　誰だ、新川さんは鉄壁だと言っていたのは。むしろ自分から壁を取っ払って明け透けにものを言い、ぐいぐい迫ってくる感じすらある。

「そういえば椎名さんの名前って、虹が輝くと書きますけど、なにか由来があるんですか？」

　俺もこの話をするのは何度目になるだろうか。虹という漢字はやはり印象に残りやすい。

「難産だった母が陣痛に耐えている三日間、ずっと台風の影響で雨が降っていたらしい。ところが俺が生まれた直後に晴れて、空に虹がかかったそうなんだ。それに両親がいたく感動して、この名前をつけたとか」

「わあ、素敵な話ですね。神様が椎名さんの誕生を祝福したんでしょうね」

　にこにこと花が咲いたような笑顔でいる新川さんをまじまじと眺めた。

　空港で働いている時より随分と幼く見える。化粧がいつもより薄いからだろうかと考えたが、こうして間近で見て理由がわかった。酔って頬が桜色に染まり、血色のいい唇とあいまって少女のようだからだ。

　呂律は回っているし、そこまで酔っているようには見えない。

　もしかしたら見えないだけで相当酔いが回っていて、だからこんなにも包み隠さず話をしているのだろうか。

　そこでハッとする。随分と話し込んでしまったのではないか？

　慌てて腕時計で時間を確認したが、まだ二十三時を回っておらず驚いた。

「時間大丈夫ですか？　部屋に戻ります？」

　俺のなにげない仕草にいち早く反応して、隣から少し焦った声がした。

「大丈夫だよ。でも互いに明日があるし、このグラスが空になったら部屋に戻ろうか」

　俺の言葉に新川さんはこくっと頷く。たったそれだけの所作だが、目元を優しく細め、口角をぐっと引き上げた表情はとても綺麗だった。

　この笑顔に皆やられているのだろう。数多くいる女性の中で、彼女がひときわ男性陣から人気を得ている理由がわかった気がする。

「新川さんはどうしてグランドスタッフになったんだ？　君ならＣＡにもなれただろう」

「もちろんＣＡには憧れましたけど、乗り物酔いがひどいのでグランドスタッフになったんです。ちょっと話が飛ぶんですけど」

　そう前置きをし、遥か彼方を見ているような横顔を眺める。

「両親の離婚後、夏休みと冬休みを利用して私たち姉妹は互いの家を行き来しました。私が初めてひとりで飛行機に乗ったのは小学一年生です」

　驚いて目を見開く。彼女は前を向いたままなのでこちらの表情に気付いておらず話を続けている。

「ひとりでと言っても、搭乗ゲートをくぐり抜けてからはＣＡが付き添い、機内で過ごしている時もなにかと気にかけてくれました」

　当時を思い出しているのか、眉尻を下げて困ったような目つきになる。

「あまり迷惑をかけないようにと静かにしていたんですが、その頃から乗り物酔いがひどかったのでトイレに駆け込んだり、結局たくさん迷惑をかけました。その中で一番印象に残っているのが、最終便に乗った時のことです。通路側の席にいたら、窓際の席が空いているからそっちに移動しようとＣＡに言われて素直に従いました。でももうすぐ降りる時間なのになんで？と疑問もあって。不思議に思っていたら、窓の外に夜景が広がったんです」

　彼女の接客にあたった客室乗務員の思いやりに俺の胸も温かくなった。

「お姉ちゃんと離れたくなくて、無理を言ってギリギリの時間まで沖縄に滞在していました。初めて夜のフライトに搭乗したので、夜景も初めてですっごく感動したし、なにより寂しくてつらかった気持ちがすっと消えてなくなりました」

　ひと思いに言った後、新川さんは小さく息をついて俺の方へ振り向いた。

「その時に思ったんです。私もこのお姉さんのようになりたいなって」

　照れくさそうにしながらも、俺の目をしっかりと見た彼女の真っ直ぐさに胸をグッと掴まれたような感覚になる。

「ＣＡにはなれませんでしたけど、グランドスタッフの仕事が好きですし、まだ幼かった私と同じように、空を飛ぶことに不安を抱いているお客様がいたら、少しでもそれを取り除き、楽しいフライトになるようお手伝いがしたいと思っています」

　素敵な心がけだと思った。彼女のような信念をもって業務にあたれる人間はいったいどれくらいいるだろうか。

「聞かせてくれてありがとう。もっと簡単な理由かと思っていたから、心温まるエピソードで少し驚いた」

「あっ……なんか、すみません」

　我に返ったという様子で、グラスを持っていない方の手で顔を一生懸命にあおぎだす。

　かわいらしい行動にふっと笑いがこぼれた。

「いや、いい話だった。おかげで明日からは、また違った気持ちで飛行機を飛ばせそうだ」

　ただ人を乗せて目的地まで運ぶのが仕事ではない。乗客の想いも一緒に運んでいるのだと、わかっているつもりではあったが改めて気付かされた。

　まだ半分以上残っているノンアルコールのシャンパンを喉に流し込むと、新川さんもカクテルの入ったグラスに口をつける。

　姿勢だけでなく、グラスの持ち方や、飲んだ後に音を鳴らさないよう静かにテーブルに置く仕草など、ひとつひとつが洗練されており見ていて気分がいい。

「椎名さんはどうしてパイロットになろうと思ったんですか？」

　再び視線が絡み、新川さんの瞳が揺れていてドキッとする。やはり酔いが回っているみたいだ。

　この話をしたら引き上げようと考えながら口を開く。

「俺が幼稚園年少の頃に、七夕の短冊に書いた願いは、『鳥になりたい』だった」

　キョトンとした新川さんの表情を見て、素直な反応だなと心が和む。

「おかしいだろう。でも俺はその頃からずっと空を飛ぶのが夢だった」

「なるほど。三、四歳の頃ってパイロットという職業を理解してない子がほとんどですもんね。空を飛ぶなら、鳥にならないとって思うのは筋が通っていますね」

「そんな真面目に分析しなくていいよ」

　俺のおかしな願い事を真剣に受け止めようとする姿に頬が緩む。

「空が好きなんだ。暇さえあれば眺めているし、家に天体望遠鏡もある」

「え！　すごい！」

　目をキラキラさせて趣味の話に相槌を打ってもらえるのが嬉しい。

　こんなふうに自分について話したのはいつぶりだろうか。そこまで無口というわけではないし、気の合う人間と会話をする機会があれば普通にしゃべる。

　ただここ数年、誰かに深い話はしてこなかった気がする。

　パイロットになるのも大変だが、なったらなったで苦労は絶えない。毎年何度も審査と訓練を受けないといけないので、空き時間のほとんどを勉強に費やし、体力が落ちないように身体を鍛え、なるべく栄養のあるものを食べるように自炊をしている。

　もちろん息抜きは必要だから、同僚パイロットや同期の整備士たちと飲みに出かけたりもする。でも数カ月に一回あるかないかだ。

　この生活に不満を抱いてはいないし、そこまでストレスを感じているわけではない。

　でも……。

　俺の話を引き継いで、星座について語り始めた新川さんを眺める。

　彼女との穏やかな時間ならもっと過ごしたいと思う。

　今日は誕生日だし、夜空を眺めながら一杯だけ飲んですぐ部屋に戻るつもりでいた。

　偶然にも新川さんを見つけて声をかけたのは、ここが空港ではなくプライベートな空間だったからだ。いつもとは違う場所にいるというだけで人は大胆になれるもの。

　それともうひとつ、姉妹に声をかけようとしている若い男のグループがいたので、彼等より先に動かなければいけないという謎の使命感に駆られたのだ。

「明日のフライトはどこなんですか？」

　次から次へと話題がつきない。アルコールが入ると饒舌になるのだろう。

　お姉さんもすごく酔ってフラフラしていたし、先に声をかけて正解だったかもしれない。

「明日は福ふく岡おか」

「福岡といえば銘菓の白餡のお饅頭ですよね！　あれ大好きなんです！」

「へえ。食べたことないな」

「嘘でしょ!?　あんなに美味しいものを!?」

　信じられないものを見る目を向けられて、また笑いがこぼれた。

　凛とした姿などどこにもない。それなのに大きな声を出しても彼女がまとう穏やかな空気は変わらず、それが妙に心地いい。

「そんなに好きなら買ってこようか？」

「えっ、いいんですか？」

　新川さんは大きな目をさらに見開いて動きを止める。

「一番たくさん入っているものでいい？」

「それだと四十個なので多すぎです。えー……どうしよう。八個？　いや、でも十二個の方が……」

　ブツブツと呟いている真剣な表情を興味深く見つめた。

　新川さんが夢中になるものがどんな味なのか気になる。

「それは一個とか、二個入りはない？」

「多分五個パックが一番少ないんですけど」

「そうか」

　それなら五個入りを買って、残りの四個は紺野に渡すか。さすがに五個も食べたら胃がもたれそうだ。

「どなたかに買われるんですか？」

「いや、俺も食べてみようかなと思ってね」

　新川さんは、ふむ、と頷いた。

「十二個入りをお願いしていいですか？　それでその箱から一個抜き取って食べてください」

「それはさすがに申し訳ない」

「こちらの方がお使いをお願いして申し訳ないんですから、気にしないで一個持っていってください。えっと、いくらだったかな。今払った方がいいですよね？」

　青色のショルダーバッグから財布を取りだそうとしたところを手で制した。

「いらないよ」

「あ、じゃあ、レシート取っておいてもらっていいですか？　後からお渡ししますね」

「そうじゃなくて、お土産みやげとして君に買っていくから、お金はいらないと言っているんだ」

　新川さんは目をパチパチさせて、バッグに手を突っ込んだままの体勢で固まった。

　なにかおかしなことを言っただろうか。

「そんなつもりでお願いしたわけではないんです。物乞いみたいな真似をしてすみません」

　とんでもない失敗をしたかのように新川さんはしゅんと肩を落とした。

　自分が最善と考えた言動だったが委縮させたらしい。

「いつも頑張っている新川さんへ、俺からの労ねぎらいだと思ってもらえないだろうか」

「椎名さんから労われることなんて……」

「君たちグランドスタッフが的確に旅客対応にあたっているから、俺たちパイロットや客室乗務員は安心して空へ飛び立てるんだ」

　しっかりした口調で言えば、新川さんは恐縮しながらも嬉しそうに微笑む。

「そう言ってもらえて幸せです。これまでの努力が今の一瞬で報われた気がします」

　大袈裟なように聞こえたが、俺の言葉で彼女の想いが浮かばれたのならよかったと思う。

「賞味期限があるし早めに渡した方がいいよな。連絡先を聞いてもいい？　俺と新川さんの時間が合う時に渡すよ」

　ズボンのポケットからスマートフォンを取り出す。しかし新川さんはバッグから手を離し、「えっと」と言って目を泳がせた。

　そういえば連絡先すら交換させてもらえないという噂があったな。

「別に悪用はしないよ」

「それはっ……もちろん、椎名さんを信用しているので大丈夫なんですけど」

「けど？」

　続きを催促すると、新川さんは綺麗に整えられた眉をグッと寄せて険しい表情を作った。

　なにをそんなに躊躇するのだろう。

　新川さんは顎に手をやって考えるポーズを取り、唸り声でも響いてきそうなほど苦悩している。

　耳にかけてあった髪がぱらりと落ちた。いつもは綺麗にまとめてある鎖骨までの黒髪には艶があり、触れて指通りを確認したくなるほどサラサラしている。

「えっと、すみません、大丈夫です。連絡先交換させてください」

　突然、意を決したように顔を上げた新川さんは、バッグからスマートフォンを取り出して俺の前に突き出した。

　番号の交換を済ませて、メッセージアプリに互いのアイコンが新しく表示されたのを確認し合う。

　新川さんのアイコンは、浴衣ゆかた姿の女性がふたりうしろ姿で写っている写真だった。聞けば、去年お姉さんと京きょう都と旅行をした時に撮影したものだとか。仲がいい姉妹なのだと感心する。

　俺にも弟がいるが、とくに用事がなければ連絡は取らないし、それぞれの生活があるので一年以上顔を合わせていない。

「椎名さんの家、ワンちゃんいるんですか？」

「実家にね。今年で九歳のシーズーだよ」

「かわいいですね」

　わざわざ俺のアイコンを拡大させてうちの愛犬を眺める横顔に、思い切って尋ねてみる。

「さっき俺と連絡先を交換するのを渋っていたけど、新川さんって異性に連絡先を教えないことで有名だよね。なにか理由があるのか？」

「有名って、噂になっているんですか？」

　当惑した様子で新川さんは頭をややうしろにそらせた。

「まあ、一部の間では」

「えー……そうなんだ。だから椎名さん、私を知っていたんですね？」

「キッカケとしては、そうだな」

「私の話題ですら噂になるなんて、空港って意外と狭い世界なんですね……」

　言いながらどんどん声が小さくなる姿がなんだかかわいそうで、余計な発言をしたと後悔した。どう取り繕おうかとあれこれ考えを巡らせていたら、新川さんがためらいがちに口を開いた。

「男性と必要以上に親しくならないように、連絡先を交換しないようにしているのは事実です。理由は私個人の問題なんです。相手がどうとかそういうのではないので、失礼な態度を取っている自覚はあります」

　答えになっているようでなっていない。

「個人の問題というのは……」

　ちらりと目配せをすると、新川さんは口をへの字に曲げた。そんな子供みたいなあからさまな態度があるかと、張りつめた場面なのに口元が緩む。

「悪かった。俺に言う必要はないし、この質問は流してくれ」

　それに言葉の端々からなんとなく言いたいことはわかった。理由がどうであれ異性をみずから遠ざけているのだろう。

　男性が苦手なのか。だがこうして一緒にいてそういう感じは伝わってこない。

　同僚から聞いた話もそうだ。普通に話す分には問題なく、笑顔だって見せてくれる。しかし一歩距離を縮めようとしたら、ものすごい勢いで壁を作られるという感じらしい。

　俺が連絡先を交換できたのは、彼女がかなり酔っていて正常な判断ができていないからなのかもしれない。

　そう考えると弱みに付け込んだ悪い男のような気がしてきた。

　いつの間にか互いのグラスは空になっている。やんでいた風が強く吹き始め、俺たちの会話を邪魔しようとする。

　タイミング的には今がいいか。

「部屋に戻ろうか」

　先に立ち上がってふたり分のグラスを握ろうと手を伸ばしたところで、新川さんが「あの」と小さな声を出す。

「もう少しだけお時間いいですか？　無理ならいいんですけど」

　目をあちこちに泳がせて忙しない空気感をかもし出され、すぐに椅子に腰かけた。

「いいよ。もう少し話そうか」

　どうしてそうなっているのかわからないが、彼女の気持ちを落ち着かせようとできる限り穏やかな声音で接する。

　新川さんは顔を俯かせて口元を両手で押さえると、しばらく動かなくなった。

　気分が悪いのだろうかと様子をうかがっていたら、顔から手をどけて暗い声を出す。

「私、依存体質なんです」

　そう言われてまず初めに頭に浮かんだのは、依存体質ってなんだ？という疑問。

「人を好きになると、自分の中で恋愛が優先順位の一番になって、他が手につかず疎かになるんです」

　そういうタイプにはまったく見えないので、人は見かけによらないなと驚く。

「恋愛は二十一の頃からしていません。夢を叶えるため、そして仕事に支障をきたさないように、恋愛に発展するかもしれない出会いを避けてきました」

　説明を受けて、そうだったのかといろいろな疑問が腑に落ちた。

「恋に溺れるというのをわかっているのなら、コントロールできないのか？」

「無理です」

　言下にピシャリと否定されて言葉が続かなくなる。

「自分でもどうにかできないかと悩んで、一度病院でカウンセリングを受けてみたんです。そしたら、少なからず幼少期の家庭環境が関係しているとわかりました」

　先ほどの異母姉妹という発言が脳裏をよぎる。

「私のような人間をアダルトチルドレンと呼ぶそうです」

　アダルトチルドレンとは、子供の頃に家庭内の心的外傷によって傷ついた経験を引きずり、大人になっても生きる上で支障があると思われる人を指す。

　誰かのために生きることが生きがいになってしまった人、居場所のない孤独感に苦しんでいる人など、ひとりで生きられるようになった頃には、もうその性質は修正不可能。

　昔、心理学を学ぶ機会があった時に得ただけの知識だが、異母姉妹、両親の離婚、それらの情報で彼女がそうなってしまったのが十分理解できた。

「恋人が女の子と会話をしているだけで、『その子が好きなの？』としつこく聞くし、異性が参加する飲み会があると『行かないで』と束縛してしまう。そうすると、だいたい皆決まって嫌な顔をするんです」

　大きな岩でも乗せているのかと思うくらい、新川さんはずしっと肩を落として項垂れる。

「だから詮索するのも、干渉するのもよくないと思って我慢するんですけど、彼がなにをしているのか気になって、スマホをずっと握りしめて悶々として、食事は喉を通らないし、考え込んで眠れなくなるんです」

　俺はそういうタイプではないので共感できると言ったら嘘になるが、彼女みたいな人間は世の中にあふれているのではないだろうか。

　そこまで気に留めるようなことなのかと首を傾げたくなった。それに。

「それは、新川さんだけの問題ではないんじゃないか？　相手の男が、新川さんを安心させるコミュニケーションを取れなかったのが悪いだろう」

　彼女と交際した過去の男性たちに苦言を呈すると、新川さんは目を丸くした。

　この反応、一ミリも相手に非があると思わなかったのかもしれない。だとしたらどこまでも相手に尽くすタイプだったのだろうと、なんだかこちらが切なくなる。

「付き合った人間は皆、連絡はマメではなかったのか？」

「そうですね」

　新川さんは困惑しながらも素直に答える。

「異性のいる飲み会に、頻繁に参加していたのか？」

「……はい」

　大学生ならばそういう機会が多いのかもしれないが、航空大学校に通い、勉強に明け暮れている人間しか周りにいなかった俺からすると、別世界の話のようにすら感じる。

「元恋人たちは、女友達は多かった？」

「多かったです」

　質疑応答をしていて抱いた感想としては、彼女は自分に合う男を選べていない。

「世の中そんな男だけじゃない。マメな人間だっているし、飲みの席が苦手だったり、女友達が極端に少ない人間もいる」

　説明をしながら、それって俺じゃないか？と内心思ったが、ひとまずそれはおいておく。

「そういう相手と付き合えば、新川さんが懸念する事態は起きない」

　キッパリ断言すると新川さんは目を伏せて、遠慮がちに顔をほころばせた。

「ありがとうございます。こんな話今まで姉にしかしていなかったので、聞いてもらっただけでもありがたいのに、そんなふうに言ってもらえて嬉しいです」

「事実を述べただけだ」

「思い切って話してよかったです」

　どこか吹っ切れたように穏やかな表情でいる新川さんに、ふと気になったことを聞く。

「異性を遠ざけるため連絡先を交換しない理由はわかったけど、どうして俺には教えてくれたんだ？」

　真面目な顔を向けたら、新川さんは居心地悪そうに俺から目を逸らした。なんなんだ、と胸がざわつく。

「私にとって椎名さんは雲の上の存在です。椎名さんが私とどうにかなるなんて絶対にありえないです。だから連絡先の交換をしても問題ないと判断しました」

　遠回しに俺とは恋に落ちないと断言されて心がモヤモヤとする。

「それと、私に関する変な噂が立っているのなら、真実を知る人がひとりくらいいた方が心強いと思いまして」

「それは周りにも、俺に聞かせた話を知られてもいいと考えているのか？」

　新川さんはほんの少し寂しそうに微笑んでから首を左右に振った。

「できれば知られたくありません。職場にプライベートを持ち込みたくないです」

「まあ、誰でもそうだよな。わかった。もちろん最初から誰かに漏らしたりするつもりはなかったけど、ここだけの話にすると約束するよ」

「ありがとうございます」

　ホッと胸を撫で下ろす姿に、そんなに心配なのに俺には打ち明けたのか、という嬉しさがじわりと胸に広がった。

　なんだろうこの感覚は。

「それでもし新川さんが困るような時があったら、力になれるように努力しよう」

「いえ、そんなっ」

　新川さんは慌てて右手を大きく横に振る。

「でも、困るような時っていつだろうな」

　俺が宙に視線を投げて考える素振りをすると、新川さんも一緒になって首を捻る。

「そうですね……そんなのないような気がします」

「俺もそう思う。だから俺が君の秘密を共有しているのを、お守りや保険のように考えていたらいいんじゃないか」

　彼女が納得できるように説明をしたら、新川さんは目を弓なりに細めて笑った。

「ありがとうございます。心強いです」

　しっかりとした口調で、強い意思が感じられた。

　やっぱり、こういう凛としている姿は好ましいなと感じて笑顔に見入る。

「もうこんな時間なんですね。付き合わせてしまってすみません。そろそろ行きましょうか」

　新川さんは我に返ったという様子で慌てて椅子から立ち上がり、スカートの裾を直しながら早口に言う。

　俺はもっと話したかったから気を遣わなくていいのに、と名残り惜しさを感じながら立ち上がった。

「部屋まで送っていくよ」

「ありがとうございます。でも、部屋にはひとりで戻れるので大丈夫です」

　新川さんは頭を下げてから、きっぱりと俺の厚意を断った。

「もう十一時を回っている。いくらホテルの中といっても、酔っている女性をひとりで帰すことはできない」

　こちらも引けないという意思を見せると、新川さんは困ったような、それでいてちょっとくすぐったいような顔をする。

　嫌というわけではなさそうだ。内心安堵して歩き出すと、新川さんはすぐうしろをついてきた。グラスをカウンターに返してエレベーターに乗り、ほとんど会話がないまま部屋の前まで送り届けた。

　すぐに「おやすみ」と伝えて方向転換すると。

「椎名さん」

　凛とした声を背中に受けて振り向く。新川さんは背筋を伸ばして、胸の前で両手を揉みながら微笑んだ。

「ちゃんと言ってなかったですよね。三十四歳のお誕生日、おめでとうございます」

　明るい照明の下で、ゆったりと優しい笑みを浮かべる顔にはえくぼができていた。さっきまではその愛くるしい存在に気付かなかったので、思わずまじまじと見つめる。

「どうかされました？」

　声をかけられてハッと我に返り、決まり悪く笑顔を作る。

「ありがとう。嬉しいよ。……それじゃあ」

「おやすみなさい」

　ぺこりとお辞儀をした新川さんは、扉を開けて部屋の中に消えていった。

　俺もすぐにその場を離れて自室に向かったが、全身が充足感にすっぽりと覆われているような感覚がずっと残っていて、地に足がついていない。

　その後どうやって自分の部屋まで移動したのか覚えていないほど、新川さんと交わした会話のひとつひとつで脳裏が埋め尽くされていた。










雨宿りのちネックレス




　部屋の中が日の光で明るくなり、眩しさで目を覚ました。

　隣のベッドでは姉が猫のように丸くなって眠っている。

　充電ケーブルを引っこ抜いてスマートフォンを手に持ち、時刻が九時十分なのを確認する。

　地味に重量感があるそれを握りしめながら、ベッドの上で体育座りして腕に頭を埋めた。

　やってしまった。この六年間ずっと守り続けていたものをこんな簡単に崩すなんて信じられない。

　酔っていたせいだ。原因はきちんと把握している。

　昔から酔うと笑い上戸になり、口がとにかく滑る。だから親しい人間としか飲まないようにしているし、付き合いでどうしても飲酒しなければいけない場合は、一杯までと決めていた。

　昨夜は何杯飲んだ？　姉と二杯、それから椎名さんと……合計四杯だ。

　お酒には強いので、カクテル四杯では普段そこまで酔わない。

　きっとアレだよね。早朝からの勤務に加え三時間のフライトで疲れ、そして憧れの椎名さんとの接触で極度に緊張したから、いつもより酔いが回ったのだ。

「最悪」

　これからどんな顔をして椎名さんに会えばいいの。

　苦悩した直後、今まで通り顔を合わせる機会はほとんど訪れないだろう、と息をつく。

　そうだよ、頻繁に話をするグランドスタッフの同僚とはわけが違う。国内線だけでなく国際線のフライトがある彼は月の半分は日本にいない。

　昨日の今日で気まずさがあるけれど、きっと数日経てば落ち着くだろう。

　これ以上考えるのはやめようと顔を上げて体勢を崩した。そこで姉が身じろぎして、布団をめくりながらゆっくりと上体を起こす。

「……あれ？」

「おはよう日菜香ちゃん」

　ベッドから下りて、まだ寝惚けている姉を尻目に冷蔵庫へ向かった。

「昨日部屋に着くなり寝ちゃったから、化粧落としてないよ。すぐシャワー浴びた方がいいと思う」

　昨夜の状況を説明しながら、冷蔵庫から取り出したペットボトルのお茶を手渡す。

　姉はそれを受け取って、のんびりと蓋を開けながら目をしぱしぱとする。

「うわっ。上と下の睫まつ毛げがくっついてる」

「ちなみに九時を過ぎたところ。ホテルの朝食バイキングは十時までに行かないといけなかったよね。どうする？」

「シャワーだけ浴びさせて！　化粧は後にする！」

　寝起きのいい姉は、お茶を飲んだら早送り再生のような動きで準備に取りかかった。

　私は着替えて化粧をするだけなので、少しのんびりしようと部屋に備え付けてある電気ポットでインスタントコーヒーを入れる。

　白い湯気が立つカップを持ったまま窓際まで歩き、カーテンを開けた。

「いい天気」

　どこまでも続く青い空を眺めて今日は暑くなりそうだと目を細めた。

　椎名さんは飛び立った頃だろうか。この空ならフライトもしやすいはず。そういえば時間を確認しただけでメッセージなどをチェックしていない。

　レースカーテンを閉めて窓際のテーブルにカップを置き、ベッドに放置したままだったスマートフォンを持ち上げる。

　画面を表示させてみると、メッセージアプリに新着のお知らせがあった。

　急に心臓がドキドキと早鐘を打つ。送り主は期待通り、椎名さんだった。

【昨日はありがとう。起きたら連絡をください】

　文面に目を落としたが、内容が頭に入ってこなくて何度も読み返す。

　起きたら連絡をくださいって、どうして？

　しばらく画面と睨めっこしていると、洗面所から物音が響いてきたので急いでメッセージを作成する。

　そうこうしているうちに下着だけを身に着けた姉が出てきて、「暑いからこのまま髪乾かせて」と大きな鏡の前に座ってドライヤーをかけ始めた。

【おはようございます。さっき起きました。椎名さんはもう空の上ですよね。いってらっしゃい】

　おしゃべり好きな姉が次から次へと話題を振るので、深く考える余裕もなくメッセージを送信した。

　すぐに返信はないだろう。速くなっている鼓動を姉に悟られないようにいそいそと支度を始めた。

　ホテル一階、フロントロビーの奥には、約五メートルの天井に浮かぶ優雅なシャンデリアが象徴的なロビーラウンジがあった。縦長の窓から自然光が差し込んでいる。

　ほとんどの宿泊客は朝食を済ませた後なのか、私たち以外には夫婦と見られるふたり組しかいない。

　ソファ席に案内されると、すぐに様々な料理が並ぶ配膳台へと向かう。

　丸皿に好きな料理を盛りつけ、コップにドリンクを注ぎ、それらをテーブルへ並べて着席した。

　正面に座る姉はすっぴんだが、パーツがとにかく整っているので普段とさほど変わらないし、なにより堂々とした立ち振る舞いが凛々しい。

　私はずっと、内面から滲み出る美しさが魅力の姉に憧れていた。

　両親が離婚した時すでに母方の祖父母は他界していた。母親は東京にいる自身の兄を頼って上京したので、私が気軽に頼れる親戚はいなかった。

　そのためひとりで過ごす時間の多さからくるコミュニケーションの不慣れさで、内気で引っ込み思案な性格になり、友達を作るのがとにかく苦手だった。

　さらに派手な容姿のせいで内面もキツイのだろうと誤解され、いつもひとりでいる私は『声をかけづらい』と周りから言われていた。

　でも姉は違う。友達が多くずっと人気者だった。

　その経緯もあり、姉のようになりたいと大学デビューを果たした十八歳の頃。

　努力して、人と普通にコミュニケーションを取るようになって、恋人もできた。

　しかし過去の記憶が邪魔をして『自分でいいのか。自分といて楽しいのか』と思う気持ちが強くあり続けた。

　子供の頃の自分は嫌いだけれど、大学時代の自分も好きではない。今が一番いい。私の人生は充実していると自信を持って言える。

「昨日は菜乃もすぐに寝たの？」

　互いに無言で食べ進めていたら、不意に一番されたくない質問をされてピタリと動きを止めた。

「どうした？　もしかして私のいびきがうるさくて眠れなかった？」

　すまなそうにする姉にそうではないと首を横に振る。

「実はあの後……」

　それから昨晩あった出来事を包み隠さず話すと、姉は目をらんらんとさせて前のめりになる。

「椎名さん、菜乃が好きなんじゃないの？」

「ないない！　それは絶対にない！」

　あんな素敵な男性が私を好きになるなんてありえない。

「なんで？　彼女持ちとか？」

「特定の相手はいないんじゃないかな？」

　恋人がいるなら耳にしているだろう。

「それって一夜限りの相手はいるってこと？」

　姉の眉間に皺がくっきりと刻まれて、言葉足らずだったと言い直す。

「そうじゃない。よからぬ噂は一度も聞いていないけど、モテる人だからそういう相手がいてもおかしくないっていう想像で勝手に言っただけ」

「なんだ、びっくりした。まさに理想の男性っていう感じだったから、裏切られた気分になったじゃん」

「ごめん」

　頭を下げてから、私が謝る必要ってあるのだろうかと首を捻る。

「でも菜乃が誰かに心を開くなんて、社会人になってから初めてだよね。菜乃は椎名さんを好きなんじゃないの？」

「憧れてはいるよ」

「そう自分に言い聞かせているんだね」

　姉は私の性格を知り尽くしている。だから断言されても反論ができなかった。

「もうそろそろ恋愛解禁してもいいんじゃない？　椎名さんだって、菜乃に合う人と付き合えば、心配しているようなことは起きないって言っていたんでしょ？」

　昨晩彼にもらった温かい言葉を思い出す。

　姉は身内だし、どんなに味方をされてもそれは私が妹だからだ、という考えが拭いきれなかった。

　けれど椎名さんは赤の他人。そんな彼から発せられた台詞には信憑性があり、本当に自分にだけ非があるのではないと思えた。

「……そうだよね。頑なに拒むのは控えようかな。でも、今は恋愛をする必要性がないから」

　私の前半の言葉でぱあっと明るくなった姉の表情は、後半でうんざりした顔になった。

「せっかく頑張ってコミュ障治したのに」

「そのおかげで同僚と仲よくできているし、お客様への接客もバッチリだよ」

　満面の笑みで返せば、姉は梅干しでも食べたかのような酸っぱい顔をしてコーヒーを啜った。




　食事を済ませてから部屋に戻り、水着に着替え、上から衣類を羽織って再び部屋を出る。姉の粋な計らいで十三時からエステを予約してあるので、早めにプールへ繰り出そうという計画である。

　今日の夜、東京へ戻る実感がない。明日は遅番のシフトが入っているのでなかなかのハードスケジュールだ。

　昨日はここで椎名さんと過ごしたんだよなあ……と、照りつける日射しの下で目を眇める。

　ひんやりと心地いい水に浸りながら過ごし、一杯だけと決めてバーで作ってもらったカクテルを片手にビーチサイドのデッキチェアに腰かけて寛ぐ。

「おばあちゃんが菜乃に会いたいって言ってたよ」

「お盆休みにまた来るから、その時は家に顔を出すよ。お墓参りもしたいし」

「ってことは、お父さんにも会う？」

　その質問にはすぐに頷けない。

「まあ、ゆっくり考えよう。都合がつかなくて沖縄に来られない場合もあるしね。おばあちゃんには予定が立ったら伝えよっか」

「そうしてもらえると助かる」

　祖母とは良好な関係を築けている。やはり孫はかわいいのか、会えばあれやこれやと世話を焼いて私を甘やかそうとする。

　ただ父親とは微妙だ。一緒に暮らしていた幼少期の記憶はあやふやだし、物心がついた頃には年に一回顔を合わせるだけ。

　父親というより遠い親戚のおじさんという感覚の方が正しい。

　引っ込み思案を実の父親にも盛大に発揮して、祖母と違って腫れものに触れるような態度でいる相手とは一向に距離が縮まらなかった。

「私はお正月にそっちに行こうかな。年明けに買ったかわいいコート、まだ一度も着ていないんだよね」

「それが目的？」

　愉快に笑い合う。もちろんそれだけじゃないとわかっている。姉は母親と仲がよく、女三人で過ごす時間はとても楽しいのだ。

　陽気な時間を満喫しているところに、ビーチサンダルを引きずる足音が聞こえてきた。人影が私たちの前まで来たところで音はやみ、なんだろうと見上げる。

　水着姿の男性三人が、にこにこと笑いながら私たちを見下ろしていた。

「こんにちは。ふたりで来てるの？」

　爽やかさの中に少しワイルドさを感じさせる男性が、私たちの足元にすっとしゃがんで尋ねてきた。

「そうですけど」

　姉が困惑しながらも答える。

「へえ、そうなんだ。カクテル飲んでいるんだね。よかったら俺たちと一緒に飲まない？」

　彼はそう言って背後に立つ笑顔の男性ふたりを見やる。

「私たち、この後エステの……」

「ここにはふたりで来ているんですけど、家では夫が待っているんです。私たち結婚しているので」

　律儀に対応しようとする姉の言葉を遮った。

　姉は根っからのお人好しで優しい人間なので、こういうのを軽くあしらったりできない。

「え、そうなの？　若くてかわいいし、そんなふうには見えないね」

「それはどうも」

　ひと言だけ返して愛想笑いを浮かべるとぎこちない空気が流れる。これ以上話す気はないという意思が伝わったのだと思う。

「なんか、ごめんね。じゃあ……行こうか」

　しゃがんでいた男性が立ち上がったのを合図に、三人はぞろぞろと動き出し去っていった。

「びっくりした。私ああいうの上手に断れないんだよね」

　姉は苦笑してカクテルが入ったグラスに口をつける。

「二度と会わない人なら、結婚してるって言うのは有効手段だよ」

「じゃあ空港で声をかけられた時はどうやって断ってるの？」

「休みの日は英会話教室や料理教室に通っているし、時間があればランニングをして、航空関係の勉強をしているから、連絡先を交換しても返事ができないかもしれません。だからこうして会った時にお話ししませんか。って、言ってる」

　実際の断り文句をスラスラと述べると、姉は苦虫を噛み潰したような顔をした。

「そんな断り方されたら萎えるわ。菜乃が自分に自信をつけるために努力をして、実際にそういう時間の使い方をしているから事実なんだけどね」

　そう、嘘はついていない。

「今ちょっと思ったんだけどさ、男性に対してこうもはっきりした態度を取る菜乃が椎名さんと連絡先を交換したのって、やっぱりそういうことなんじゃないかな」

　私と椎名さんをやけにくっつけたがる。

　プールにぼんやりと顔を向けた私に、姉はそれ以上言葉を重ねなかった。




　朝食が遅かったので、お昼はルームサービスのスイーツを頼んで食べた。

　エステまでの時間しばし身体を休めていると、テーブルの上に置いてあったスマートフォンの着信に気付いた姉が、「鳴ったよ」と手渡してくる。

　さざ波が立つような胸のざわめきを感じつつメッセージアプリを確認すると、椎名さんから返信が届いていた。

【おはよう。お土産買ったよ。この後出発する】

　一見シンプルな文章に見えるが、その中にささやかな優しさを感じるのは私が彼を意識しているからだろうか。

【ありがとうございます。食べるの楽しみです。フライトお気を付けて】

　こちらもシンプルな文で返す。するとすぐに返事が来た。

【夜の便で帰ると言ってたけど、その後の予定は？】

　それを聞いてどうするのだろう。

【帰宅するだけです】

【明日は仕事？】

【遅番です】

　短い文のラリーが続く。私と連絡を取っている暇などないはずなのに。

　空港に到着後、帰りの便に向けての準備がある。パイロットに休憩時間はあってないようなもの。

【羽田に到着する時間、もしくはフライト便を教えてほしい。お土産を渡したいから少しだけ会えないか？】

「えっ!?」

　思わず叫んでいた。

「どうしたの？」

　窓際の椅子で同じくスマートフォンを弄いじっていた姉が目を丸くしている。

「椎名さんがお土産を渡すから、少しだけ会いたいって」

「なにそれ！　どういうこと！」

　飛び跳ねるように椅子から立ち上がった姉が、ベッドの隅に腰かけている私のところまで向かってくる間に今度は電話がかかってきて、心臓が止まりそうなほど驚く。

「どうしよう。椎名さんから電話」

「早く出なよ！」

　姉に後押しされてすぐに通話ボタンを押す。

「もしもし……？」

《新川さん？　俺、椎名だけど》

「はい」

　これは平常心ではいられない。耳元で囁かれているような状況に、声フェチの私がまともでいられるはずがない。

《すまない。時間がなくて、すぐに返事が欲しい》

「え？　え、ええっと……十八時三十五分発、二十一時五分着予定です。手荷物は預けないのですぐに出られます」

　時間がないと言われて焦って答える。

《わかった。フロアまで行くと目立つから駐車場で会えないか？　場所は追って連絡する》

「あ、はい」

《じゃあまた後で》

　業務連絡のような淡々とした口調で用件だけを告げた椎名さんは、余韻も残さず通話を終わらせた。

　耳からスマートフォンを離して呆けている私の前で姉がそわそわしているので、唾をごくりと飲んでから今のやり取りを伝える。

「よくわからないんだけど、やっぱり会うことになりそう」

「きゃー！」

　姉は大好きなアイドルのコンサートチケットを購入できた時のような歓声をあげた。

「絶対、菜乃のこと好きだって！」

　興奮して鼻息を荒くしている姿に、冷静に言葉を返す。

「お土産を渡すだけだよ」

「いやいや、そんなの口実で菜乃とふたりきりで会いたいからでしょ。しかも電話かかってきたんだよ？　菜乃はなんとも思っていない、昨日初めて会話をした人に電話できる？」

　こちらが息をつく暇もないほど矢継ぎ早に言葉を重ねられて、落ち着いて物事を考えられない。

「私は元コミュ障だし……」

「ちなみに私はできない」

　心臓はさっきからドッドッと全力疾走した後のように激しく鼓動している。

「ていうか、ずっとやり取りしていたの？」

「朝起きたらメッセが届いてた」

　なぜ今の今まで言わなかったのか、とでも言いたげなジトッとした目をされて、居心地が悪くなり頬を指でぽりぽりとかく。

「まあ、それはいいや」

　姉はベッドに腰かけて腕組みをした。

「マメな人なのかな。電話も苦手じゃないなら菜乃と合いそうだよね」

　つい首を縦に振りそうになって焦った。だから、合う合わないとかの相性の問題ではない。

「選ぶ相手がたくさんいるのに、あえて面倒そうな女を相手にする？」

「それは人それぞれじゃない。今は仮の話だからいいけど、椎名さんが本気で菜乃を好いていたとしたら、自分を卑下すると同時に椎名さんも蔑むことになると、ちゃんと理解して発言してね」

　真面目に諭されて、可能性はゼロだとしても椎名さんに好意を持ってもらえたら、姉の言うように自分の言葉に責任を持たないといけないのだとハッとする。

　少なからず椎名さんは私の過去の話を聞いても偏見を持ったりせず、それどころか親身になってくれたのだから。

「もうこんな時間？　菜乃、そろそろ行かないとエステに間に合わない」

　まだお腹の底でモヤモヤしたものが渦巻いているけれど、椎名さんに会う前にエステで全身を綺麗にしておけることに心が浮き立っているのも確かだ。

　抗えない大きな波に飲み込まれそうな予感がして、戸惑いや恐怖心などがない交ぜになり指先が微かに震えた。




　エステを受け、ホテルの敷地内で写真映えスポットを散策し、空港で母親へのお土産を購入して姉と別れた。

　小さかった頃とは違い、もう自分の意思で姉に会える。

　だから寂しさは感じなくなったといっても、最後の最後で『椎名さんとどうなったのか、明日電話で聞くからよろしく』と言われ、もっと他にかける言葉があるだろうと苦笑した。

　帰りの便は疲れが出たのか、機体が離陸後すぐに熟睡して、目を覚ましたのは飛行機が着陸態勢に入った頃だった。

　大きな揺れがあり、そういえば東京の天候は明日にかけて下り坂になるのだったと思い出す。風速が強いのか、飛行機は高度を下げた後もう一度上昇する動きを見せた。

　風にあおられてうまく地面へ接地できないと判断したのだろう。それから少しして、ドシンッと激しい振動と共に機体がハードランディングした。

　パイロットは着陸最後の数秒間のフレアーという機首の引き起こし操作によって、いかに機体をスムーズに接地されられるかという技術が問われるそうだ。

　それゆえに訓練でもっとも多くの時間をかけていると聞く。

　昨日は天候に恵まれていたおかげもあり、椎名さんのランディングはとても気持ちのいいものだった。

　って、呑気に感想を抱いている場合ではない。

　シートベルトサインが消え、ます初めにバッグからスマートフォンを取り出して機内モードを解除する。

　届いていたメッセージには、車が停めてある詳細な位置が記されていた。

　鼓動が速くなる。ドキドキなんてかわいいものではない。バクンバクンッと大きく跳ねて口から心臓が飛び出しそうだ。

　駐車場へ行く前にトイレで化粧が崩れていないか最終チェックをして、椎名さんのもとへいざ向かった。




　この時間帯でもまだたくさんの車があり、事前に教えてもらっていた黒のスポーツセダンを探しあてて車体の横まで行くと、椎名さんがすぐに出てきてごく自然な動きで荷物を奪われた。

　あっ、と思ったが奪い返すのもおかしい気がして、車の後部座席に荷物が置かれるのを見守る。

「どうぞ」

　助手席のドアを開けた椎名さんに促され、おずおずと革のシートに腰を下ろすと、彼は運転席に回ってすぐにエンジンをかけた。それから運転席と助手席のわずかな隙間からうしろに手を伸ばす。

　私の方に椎名さんの身体が寄って、ドキッと心臓がひときわ大きく跳ねた。

　後部座席から取り出したのは大きな長方形の箱。すぐにそれがなにかわかる。

「一個もらっていいと言われていたから、開封させてもらったよ」

　食べるのが楽しみになってつい表情がだらしなく緩む。すると隣から射るような視線を浴びて我に返った。

「ありがとうございます。えっと、じゃあ私はこれで……」

「送っていく。重たい荷物を持ってまたタクシー乗り場まで移動するのは大変だろう。それにこの雨だ。タクシーの利用客は多いだろうし、すぐに乗れるかわからない」

　その通りなので返す言葉がない。

「住所を教えてもらってもいい？」

　この状況で断るのも失礼だと思い、胸を高鳴らせながら自宅マンションの場所を告げると、車は流れるように走り出した。

「すごい雨ですね」

　駐車場を出た途端、フロントガラスを叩きつける強い雨に眉をひそめる。

「この悪天候はパイロットにとって死活問題だ。フライトはとくに問題はなかったか？」

「着陸をやり直す場面がありました。あとハードランディングでしたね」

「ゴーアラウンドか。風が強かったからな」

「パイロットって本当にすごいですよね。私だったら焦って冷静な判断はできないです」

　自分が操縦桿を握っているイメージを巡らせると、想像なのに手に汗が滲むようだった。

「そのために日々訓練をしているからな」

　なんでもないように言う椎名さんがとても頼りがいがあるように思えた。実際にそうなのだろうし、彼の落ち着きのある雰囲気は、長年鍛え抜いた中で築き上げたものなのだろうか。

　運転の邪魔にならないように息を潜めているうちに、羽田空港で働くようになってから暮らし始めたマンションの前に到着した。

「ありがとうございました」

　挨拶をしてすぐに下車しようとしたのだが、「待って」と引き留められる。

　椎名さんは再び後部座席へ長い腕を伸ばし、左手に小さな紙袋を持つと身体ごと私の方に向いた。

「これ、新川さんに」

　面食らっている私に紙袋を差し出した椎名さんの瞳が揺れている。なぜか緊張している彼に、私まで落ち着きをなくす。

　無言のまま、落とさないよう大事にそれを受け取って唾をごくりと飲んだ。

「……開けていいですか？」

「どうぞ」

　紙袋の中には手のひらサイズの四角い箱が入っていて、開けると涙のしずくと呼ばれるティアドロップ形のネックレスが入っていた。

　やわらかな曲線が女性らしく、中心に水色の宝石が輝いている。……これってダイアモンドだよね？

　意図がわからずネックレスを前にして固まっていると椎名さんが身じろぎして、つられて私もビクッと身体を揺らす。なんでもない動きなのに過剰反応してしまう。

「この前誕生日と言っていたから。よかったら受け取ってほしい」

「え!?」

「新川さんの好みがわからないからシンプルなデザインにした。ネックレスならいくつあっても困らないだろうと思ったんだけど」

　自信なげに眉尻を下げる顔を信じられない気持ちで見つめる。

「……ありがとうございます。こういうシンプルなもの、使いやすくて好きです」

「よかった」

　椎名さんは安堵した様子で微笑む。そこには私を喜ばせようとしている感情がしっかりと見えて、彼の思いやりに胸がぎゅうっと締めつけられた。

　しかもこれ、私が好んで購入するアクセサリーブランドのものだ。そういえば羽田空港にもテナントが入っている。丸一日フライトだった椎名さんが買いに行けたタイミングは仕事が終わってからしかない。

　忙しい合間を縫ってわざわざ私のために用意してくれたのかと考えたら、胸が熱いものでいっぱいになった。

「今つけてもいいですか？」

「俺がつけてもいい？」

　椎名さんは返事を待たずにネックレスを手に取り、私の顎先で手元を動かす。息を止めること数秒、すぐに「できた」と囁き声がして鎖骨の上を指でなぞられた。うなじの辺りがぞわっとして鳥肌が立つ。

　おそらく前で留めて、首のうしろに回っていたティアドロップを前に移動させているのだろう。わかっていても動悸が治まらず、心臓が張り裂けそうなほど鼓動している。

「うん、かわいいよ。似合ってる」

　水風船が割れて中から水が弾け飛んだような感覚だった。抑えていたものがよどみなく溢れ出る衝撃に襲われて口を真っ直ぐに結ぶ。

　スキンシップがナチュラルすぎる。

　いやらしさは感じないし、あくまで紳士的な態度だからこそこちらも騒ぎ立ててはいけないと必死に動揺を隠す。

「嬉しいです。大事にします」

「そういう相手を思いやった言葉を選ぶ、新川さんが好きだよ」

　……えっ。

　好意としか取れない発言をされて全身が燃えるように熱くなった。

「あ、ありがとうございました」

　逃げるように会釈をしてドアを開けて傘をさす。すると椎名さんも降り、先に後部座席のドアを開けて私の荷物を手に取った。

　運転席側に回り込んで傘をさしていない彼が濡れないように傾けたが、大丈夫と言うように、やんわりと柄を押し返された。そんな些細な動作にまで胸が高鳴る。

「今日はありがとう」

「こちこそありがとうございました」

　早口に言って、転ばないように気を付けながらマンションのエントランスまで急いだ。

　屋根がある場所に着き、傘を閉じて息を整えるよりも先に車があった方へ身体を向ける。

　闇と同化した車体のハザードランプが点滅し、やがてゆっくりと走り出しても、その場から動けなかった。

「好きって……」

　誰もいないエントランスで呆けていたら、雨が再び横なぐりに吹きつけて慌てて部屋へと向かった。










心が浮き立つ出日和




　新川さんへ誕生日プレゼントを渡した翌日、いつも通り早朝に起きて軽めのランニングをした後、シャワーを浴びて九時半に羽田空港に出社した。

　昨晩の雨が嘘のように空は青く澄んでいる。

　普段と同じなんら変わりない日常が過ぎていく中で心は妙に明るい。

「椎名さんおはようございます。今日もよろしくお願いします」

　俺が機長を務める羽田空港発ロンドン・ヒースロー空港到着のフライト便、その副操縦士にあたる紺野が爽やかな笑顔で挨拶をしてきた。

　二十九歳である紺野は実力があり、俺が信頼を置いているパイロットのひとりだ。

　好青年という言葉がよく似合う整った顔立ちと、百八十センチ近くある高身長のため女性スタッフから人気が高いと聞いている。

「おはよう。こちらこそよろしく」

「椎名さん、昨日のアレどうなりました？」

　俺にだけ聞こえるように、こそっと耳打ちをする。

「無事に渡せたよ」

「ちょっと詳しく聞かせてくださいよ」

　真面目な顔をして言うものだから、もしかして違う案件か？と首を傾げそうになった。

「ロンドンのホテルに着いたら、ふたりで飲みに行きましょう」

　ヒースロー空港に到着後、街中のホテルにリムジンバスで移動してから休息を取るので翌日のフライトはない。

　基本的にＣＡ含め同じグループで行動するので、毎回懲りずに食事に誘われて困っていた。紺野との予定があればＣＡに先約があると言って断りやすいし、角が立たず助かる。

「いいよ」

「ドタキャンはなしですよ」

　誘いに応じると紺野は白い歯を見せて笑った。

　十時になり、飛行経路や天候など、ＣＡや運行管理者たちとブリーフィングと呼ばれるフライト計画の打ち合わせを行う。

　その後搭乗して整備状態や室内計器類の確認、飛行機の外部点検をする。

　それから四十五分後、乗客の搭乗開始だ。

『Nippon Airlines 112,wind 030,at 7.runway 26R,cleared for takeoff.（ＮＡＬ112便、風は０３０度から７ノットです。滑走路２６Ｒからの離陸を許可します）』

　十一時十分、管制官より飛行許可を取得し、その五分後にはドアを閉め、いよいよ地上走行を開始する。

「Runway 26R, cleared for takeoff, Nippon Airlines 112.（滑走路２６Ｒから離陸します。ＮＡＬ112便）」

　航空事故は離陸時の三分間と着陸時の八分間に集中していることから、航空業界には〝魔の十一分間〟という言葉がある。

　そしてパイロットの間では、圧倒的に離陸の時の方が緊張すると言われている。それは着陸時と離陸時では時速が百キロ近く違うからだ。

　俺が操縦桿を握っている機体が離陸する時の速度は、時速三百五十キロ。

　十一時半、離陸。

　エンジンを全開にしフルパワーで加速する。耳の奥まで響いてくるような轟音が緊張感を煽る。全身を揺らす振動がまるで鼓動と共鳴しているようだ。

　隣に座るコーパイの紺野が離陸決心速度、「Ⅴ１」とコールする。

　万が一この速度を超えてから離陸中止を判断すると、オーバーランしてしまい大事故へ繋がる。だからたとえエンジンのひとつが停止しても離陸しなければならない。

「ＶＲ」

　飛行機の引き上げ速度。紺野のコールに合わせて操縦桿を手前に引き、機体を上昇させる。

「Ｖ２」

　安全離陸速度。飛行機が地面を離れ、安全に上昇が続けられる速度に達した。

「Gear up」

　機長の俺が指示をして、コーパイの紺野が抵抗を減らすためにタイヤを格納。効率的に速度と高度を上げていく。

　十一時五十五分、巡航高度に到達し自動操縦に切り替えた。

　多い時は一日に四フライトある。しかし何度操縦桿を握っても、慣れたり、緊張感から解放されたりはしない。

　日々重圧に耐え、精神的にも体力的にも休まらないこの仕事を続ける理由は、飛行機を操縦するのが好きだからだ。

　これ以上夢中になれるものに二度と出会わないだろうと思っていた。

　それなのにふとした時に脳裏をかすめる新川さんの笑顔に、心が揺り動かされているのを認めずにはいられなかった。




　ロンドン・ヒースロー空港に到着したのは、約十二時間三十分のフライトを終えた十六時ジャスト。サマータイム中であるロンドンと日本の時差は八時間。

　到着地の運航支援者に、飛行中に発生した異常や、次便のために有効な情報となる経路上の天候や揺れなどを報告するデブリーフィングを行い、一時間ほどしてからホテルに向けて出発した。

　部屋に荷物を置いてすぐ、紺野が以前利用した際すごく雰囲気がよかったというバーへ行き、まずはグラスを合わせて乾杯する。

　長時間コックピットで過ごしていたので身体が少しだるい。そこまで食欲がないので、効率的に栄養がとれるようにと料理をいくつか注文した。

「それで、ネックレスの贈り相手って誰なんですか」

　紺野がようやく聞ける、という空気を醸し出している。そんなに俺の恋愛事情が気になるのか。

「最近親しくなった女性だ」

　あからさまに驚いた顔を見据え、カウンターテーブルに頬杖をついた。

「そんなに意外か？」

「意外ですよ。椎名さんって女性に興味あったんですね」

「なんだそれは」

　聞き捨てならない台詞に眉をひそめる。

「だって、どんな美人ＣＡに言い寄られても、なびかなかったじゃないですか」

「それは単純に惹かれなかったからだろう」

「じゃあ椎名さんの気持ちを動かした女性は、どんな人なんですか？」

　宙に視線を投げて考える。新川さんの魅力はたくさんあるが、それらすべてを語るのはさすがに惚気すぎだろう。

「笑顔がかわいい女性かな」

「なるほど、笑顔がかわいい子って癒やされますしね」

　他には？という興味津々の目を向けられて苦笑した。

「紺野にプレゼントの相談をしたおかげで、彼女に似合うものが買えて感謝しているけど、まさか質問攻めに合うとはな」

「俺、椎名さんに憧れているんです」

　話が飛んで、突然どうしたのだろうと手にしていたグラスをテーブルに置く。

「社内史上最年少機長ってすごい名誉ですよ。俺は今二十九歳ですけど、三十三歳までに機長になるのを目指しています」

「そうか。頑張れ」

　普段から気にかけている後輩パイロットが育つ過程をそばで見守るのは案外楽しいものだ。

「そのためには椎名さんと同じように恋愛をせず、ストイックな仕事人間にならないといけないと考えていました」

「それは関係ないだろう」

　すぐさま首を横に振ると、紺野は「でも」と食い下がる。

「実際、プライベート時間のほとんどを勉強や身体づくりにあてていたから、今の椎名さんがあるんですよね」

「そうだけど、別にあえて恋愛をしなかったわけじゃない。そう頭でっかちになるなよ。息抜きは必要だし、疲れている時に恋人に寄りかかるのもいいと思うよ」

　俺の発言がよほど予想外だったのか、紺野は口を半開きにしたまま固まった。

「三十四歳になって浮いた話のひとつもないから、女性に興味がないと思われていたんだろう？　むしろそっちの方が問題ありじゃないか？」

「いやいや、問題があるとは誰も言っていないです」

「そうか」

　否定されて胸を撫で下ろす。おかしな噂が立って新川さんの耳に届いたら困るからな。

「男前な椎名さんが本気になったら、相手もいちころですね」

「さっきから俺を美化しすぎだ。むしろ恋愛なんて久しぶりすぎて、どうアプローチしたらいいのか頭を悩ませている」

　またもやなんとも言えない顔をしている紺野を横目で見て、残り少なくなったグラスを空にした。

「紺野って酒に強かったか？　まだ飲めるならボトル開けようか」

「いけます。開けましょう」

　酒が好きなのか、俺の発言で急に背筋が伸びた紺野にボトル選びを任せる。はつらつとした姿を眺めながら、新川さんは二十七歳だから、紺野より二歳下なのかと胸の辺りがモヤモヤした。

　七歳差か。新川さんからしたら、俺ってただのおじさんなんだろうか。

　ぼんやりと考えている俺の手元にあるグラスに、紺野がなみなみと酒を注ぐものだから思わず突っ込みそうになった。

　これでは持ち上げる時にこぼすだろう。

「それじゃあもう一度乾杯しましょう。かんぱーい」

　案の定、グラスがかち合った瞬間に液体が揺れてこぼれ落ちた。

　それを舌でなめとってから一気に喉に流し込み、量が減ったグラスを置いてポケットに入れておいたハンカチで拭う。

「そういうなにげない仕草が大人っぽいですよね。ＣＡたちもキャーキャー言ってますもんね」

「そうか？　俺は紺野のような爽やかな青年の方がいいと思うけど。それにキャーキャーは言われていない」

「自覚なしですか？　いや、これは大人の余裕か……」

　酔いが回ってきたのかいつもより言動が軽くなっている。新川さんの時も感じたが、アルコールが入って普段とは違う面が見られるサシ飲みはいいかもしれない。

　不意にスマートフォンが鳴り、手に取ってメッセージの内容を確認する。

　彼女は今日遅番だと話していたので、ロンドンに到着後すぐにメッセージを送ってあった。内容は、ロンドンのお土産を買っていくけど、形に残るものと残らないものどちらがいいかという質問。

【無事に到着されたようでよかったです。私は家に着いたところです。お土産はお気持ちだけで十分です。ただ、お土産選びで悩まれているのなら、紅茶がいいと思います】

「そうか、イギリスといえば紅茶か」

　恐縮しながらも俺を気遣ってきちんと答えを示している、彼女の優しさが文面から滲み出ていて頬が緩んだ。

「例のお相手ですか？」

　俺がメッセージのチェックをしている間、黙々と料理を食べ進めていた紺野が首を傾げた。

「お土産は紅茶がいいそうだ」

「そんなささやかなものでいいなんて、やっぱり椎名さんが好きになるだけの理由がありそうな人ですね」

「気が配れる女性だよ」

　会話を続けながら指先を動かしてメッセージを打ち込む。

【わかった。紅茶を買っていくよ。羽田に戻るのは明々後日しあさっての水曜日なんだけど、新川さんの予定は？】

　送信してから、グイグイ攻めすぎではないかと我に返る。

「紺野は交際相手とはどのくらいの頻度で会う？」

「え、俺ですか？　うーん……社会人になってからは誰とも付き合っていないので……そうですねえ」

　たっぷりと悩んだ末、「週一？」と疑問形で答えた。

「お互いの仕事や住んでいる場所とかもあるので、実際に会えるかどうかは別として、俺は週一で会いたいです」

「週一か」

　新川さんはそれでは足りないだろう。不安になりやすいのなら毎日の連絡は必須だし、たとえ十分、十五分だけでも二、三日に一度はふたりだけの時間を作らないと心穏やかに生活できないはず。

　俺はそこまで彼女にしてあげられるだろうか。こうしてむやみやたらに近付き、距離を縮めようとしている行為が果たして新川さんのためになるのか、疑問を抱かずにはいられない。

「椎名さんはもっと会いたいですか？」

「毎日顔は見たい」

「へえ……」

　紺野の驚き顔は見飽きたな、と苦い笑いをこぼす。

「それならいろいろと順序をすっ飛ばして、同棲するのもありじゃないですか？　結婚、考えているんですよね？」

「付き合うならそのつもりだ」

「だったらそうすればいいじゃないですか」

　自分の出した答えに満足したらしい紺野は、再び料理と酒に手を伸ばす。

　なるほど。同棲という発想はなかった。確かにそれならわずかな時間でも触れ合えるし、彼女の不安を軽減できる。

　そこでふと正気に戻る。いくらなんでも先走りすぎだ。でも解決策ができたおかげで遠慮なく新川さんに近付ける。

「紺野、ちょっと新川さんに電話していいか」

「新川さん？　いいですけど……え、新川さん？」

　動揺を露わにしている紺野を尻目に電話をかけた。さっき家に着いたと言っていたから、これから食事と風呂を済ませるはず。まだ起きているだろう。

　コール音が六回鳴った後、《もしもし？》とか細い声が耳をくすぐる。

「夜分遅くにすまない」

《二時頃まで起きているので大丈夫ですよ》

「明日も遅番？」

《明日明後日はお休みです。水曜日は早番で、その後早遅遅と続いて、また二日のお休みをもらいます》

　こうしてスケジュールを教えてくれたのは、俺に会う時間を作るつもりなのだと捉えていいよな。

「それなら水曜日、仕事上がりに時間があるならふたりで会いたい」

　電話の向こうで息を潜めているのがわかる。断られたら、互いの仕事が終わったタイミングで……。

《水曜日ですね。空けておきます》

　次のプランを練っていたところに、思いがけない返事が来て瞬きを繰り返した。

「無理していないか？　難しいなら空港で帰り際に渡すよ」

《椎名さんは目立つ人なので、空港より外で会った方が私は助かります》

　本心だろう。率直な意見が聞けて嬉しくなる。言いたいことを言えるくらい距離が縮まったのだから。

「わかった。紺野とふたりでバーにいるから、ホテルに戻ったらまた連絡する」

　チラリと紺野を見るとオバケに遭遇したような顔をしていた。

《紺野さんと？　今日は飲んでいるんですね》

　騒がしいのは苦手という理由で、誕生日の夜をひとりで過ごそうとしていたから不思議に感じたのだろう。

「大勢は苦手だけど、ふたりなら気が楽なんだ。沖縄では飲めなかったから、今度改めて新川さんと飲みに行きたい」

《……その節は酔っぱらって、話し込んですみませんでした》

　恥じらう声が聞こえ、かわいいな、と口元が緩む。

「楽しかったよ」

《それなら、よかったです》

　饒舌になった自分が迷惑をかけたと思っているのなら大間違いだ。あれで俺は新川さんに好意を抱いたのだから。

「疲れているところ悪かった。じゃあ、また。おやすみ」

《おやすみなさい》

　通話を終えて身体ごと紺野に向ける。

「悪い。日本は零時を過ぎているから、すぐに電話をかけたかったんだ」

「いや、いいんですよそんなの。それより新川さんって、あの？」

「グランドスタッフの新川菜乃さんだ」

「なるほど、そうきたか……」

　紺野は神妙な面持ちで顎をさする。

「あれ？　前に新川さんの話題になった時、椎名さんまったく興味なさそうにしていませんでしたか？」

「彼女と直接知り合うまではそうだった」

「ということは、ふたりの間になにかあったんですね？」

　俺と向き合うように紺野は身体を向け、好奇心を滲ませた瞳で尋ねてくる。

「一昨日おとといの沖縄便に新川さんが乗っていたらしく、ホテルで偶然会ったんだ。そこで話をして番号を交換した」

「そんな偶然ってあるんですね。でも新川さんって異性に連絡先を教えない人なんじゃ……ああ、相手が椎名さんだからか」

　勝手に自己完結させようとする紺野に目を細める。

　俺が相手だからというのは確かに合っている。新川さんに、俺となら恋愛に発展しないから問題ないと言われたわけだし。

「これだけは言っておくが、新川さんは相手を選んでいるわけじゃない。連絡先を交換しない理由がきちんとある」

　変な誤解を与えないようにという気持ちが大きかったせいか、つい口調が強くなった。紺野は慌てて手を振る。

「すみません、新川さんを悪く言っているわけじゃないですよ」

「俺の方こそ熱くなってすまない」

　微妙な空気が流れ、それぞれグラスを空にする。紺野が再び俺に酒を注ぎながら会話を再開させた。

「理由って、料理教室と英会話教室に通っていて、航空関係の勉強をしたりでプライベートが忙しいから、連絡先を交換しても返事ができないし、それなら会った時に話しましょう、ってやつですよね」

　初めて聞く話に呆気に取られた。そんなふうに断っているのか。

「あれ？　違います？」

　反応が微妙だったせいか紺野は不思議そうにする。

「俺の口から勝手に伝えるわけにはいかない。ただ他にも理由はあって、聞いたら紺野も納得するはずだ」

「新川さんは、その誰にも言えないような話を椎名さんにはしたんですね。信頼されている証拠ですね」

　実際は酔って饒舌になっていただけなんだが。

　今度は適量を注がれたグラスを持ち上げて口をつける。

　こんなに飲んだのはいつぶりだろう。身体と思考が鈍っている感覚がある。俺も結構酔いが回っているようだ。

「ふたりって落ち着いているところがよく似ていますもんね。新川さんが椎名さんにどうして心を開いたのかわかる気がします」

「彼女といると疲れないんだ。居心地がよくて、もっと一緒にいたいと思う」

「そこで、さっき話していた笑顔がかわいい、癒やされる、に繋がるんですね」

　癒やされる、は紺野の発言だったけどな。実際に癒やされて穏やかな気持ちになっているからその通りなのだけれど。

「新川さんかあ。ビッグカップルの誕生ですね」

　大袈裟に言われて俺は決まりの悪い顔を作った。

「まだ知り合って三日だ。すぐに連絡が途絶えてもおかしくはない」

「三日連続で連絡は取り合っているんですよね？　それは手応えありじゃないですか。ましてやあの新川さんですから」

　俺と新川さんがうまくいくと信じて疑わない反応にこっちが戸惑う。

　これでどうにもならなかったら俺ダサいな。

「とりあえず、これから俺の気持ちを伝えていく段階だから、応援はしても邪魔はしないでくれよな」

「俺が新川さんを狙うとでも？　ないない！　椎名さんの好きな人にいくわけないです！」

「そのつもりがなくても、俺みたいにコロッと落ちる可能性はあるだろう」

　真面目に伝えたら紺野はブッと噴き出した。

「ご馳走様です。本当に新川さんが好きなんですね」

　信用している後輩パイロットを牽制するくらい俺は必死になっているのだと、紺野の台詞で初めて気付き、居心地が悪くなってグラスを口に運ぶ。

　こうして話をしていたら、穏やかに揺れていた炎が次第に火花を立てるようにどんどん想いが強くなった。

　身体が火照っているのはアルコールのせいか、それとも募らせる恋情のせいか。

　どちらにせよ今夜もいい時間を過ごせているな、と自分のそばにいてくれる人に感謝をせずにはいられなかった。










告白の余韻を表す蝉時雨




　一日目の休みは料理教室に行き、天気がよかったのでシーツやタオルケットを洗濯して干し、母親がひとりで暮らすマンションを訪れて沖縄土産を渡し、そのまま一泊。

　翌日の午前中に帰宅し洗濯物を片付けて、お昼ご飯を済ませた頃には十三時を回っていた。

　ロンドンにいる椎名さんはまだ寝ている時間。

　昨日はホテルの客室から見える景色や、美味しそうなイギリス料理の写真が送られてきた。紺野さんから私が料理教室に通っていると聞き、興味があるかもしれないと思って写真を撮ってくれたらしい。

　その話題が出たのなら、例の常じょう套とう句くも知ったよね……。

　周りからは自分磨きを楽しんでいると思われている私が、本当は自信をつけて自己肯定感を高めるためにやっているのを椎名さんは把握済み。

　なんだか恥ずかしい。月に一度、着付け教室に通い始めたのは黙っておこうかな……。

　今日は十五時からオンラインの英会話レッスンがある。それまでに連勤四日分の常備菜を作っておきたい。

　エプロンをつけてキッチンで作業を始めてすぐスマートフォンが鳴った。

　少し前までなら、姉からだと瞬時に思っただろう。しかし今は頻繁に連絡を取る相手がもうひとりいるのでそうはならない。

　急いで濡れた手をタオルで拭いてスマートフォンを持ち、そこに表示されている名前を見て、ふうーっと息をついた。

「もしもし？　日菜香ちゃん仕事じゃないの？」

《お昼休み。だって全然電話できないから》

　帰ったらすぐに椎名さんとどうなったのか電話をすると約束していたが、互いの仕事のリズムが違うので都合がつかず、今日までなにも話せていない。といってもメッセージで大体の内容は伝えている。

《その後どう？》

「毎日連絡は取り合ってる。短いけど必ず電話をくれるんだよね」

《わざわざロンドンから？　できる男は違うね……》

　連絡先を交換した時は、まさかこんな頻繁に連絡を取り合う関係になるとは露ほども考えていなかった。

「明日お土産をもらうために会う予定になっているんだけど、私もなにか用意した方がいいのかな？　誕生日プレゼントもらったのに、椎名さんにはあげてないでしょ？」

　ネックレスをもらってからずっと悩んでいる。

《椎名さんはしてあげたくてしたわけだし、見返りは求めていないんじゃない？》

「それはそうなんだろうけど」

《菜乃は尽くすタイプだからそのままにはしておけないか。ていうか早く付き合えば？　椎名さんのこと好きでしょ？》

　もうキッパリ否定はできない。これがなんのしがらみもない大学生の頃であれば、好きという想いを大きく成長させて恋に発展させていたはず。

《私は椎名さんについてなにも知らないけど、菜乃から聞いた話だけでも素敵な人だと感じたよ。突っ走れとは言わないけど、気持ちに蓋をしないで思うままに行動してほしい》

　いつまでも見放さず、最終的に寄り添った言葉をくれる姉には頭が上がらない。

「ありがとう」

《とりあえずプレゼントは、ハンカチとかボールペンにしておいたら？》

「あっ！　ボールペンいいかも！　椎名さん勤勉だし」

　やっと具体的な案が出て声が明るくなる。

《楽しそうでいいね。でも私も仕事が楽しいからいっか》

　仕事が楽しいというのは私も同意見だ。そしてきっと椎名さんも。

　パイロットは国内線勤務であっても三日間家に帰れないことも結構ある。ましてや椎名さんは国際線のフライトがある人だ。月に十日ほどの休日があるといっても、月の半分しか家にいないはず。

　彼と付き合えたとして、私は心穏やかでいられる？

　一昨日は紺野さんとふたりで飲んでいると言っていた。でも同じグループで行動しているＣＡたちと、海外での滞在中一度も食事を共にしないとは考えづらい。

　絶対にヤキモチ焼きそう……。

《あーっ、もっと話したい！　ごめんね、そろそろご飯食べないと時間なくなる》

「忙しいのに話聞いてくれてありがとう。仕事頑張ってね」

　姉との通話を終えてからも、頭をよぎった負の感情がなかなか消えない。

　気が滅入り、ぼんやりとしながらナスの南蛮漬け、ニンジンしりしり、ほうれん草の胡麻和え、もやしナムルなどを着々と作っていく。

　ちょっと作りすぎたから今夜の酒のつまみにしようかな。

　英会話レッスンが終わったらワインでも買いに行こうと思いつき、気分が上がってきた時だった。カウンターに置きっぱなしにしてあるスマートフォンが再び振動する。

　さっき姉と電話をしたばかりだから、考えられるのはひとりしかいない。

　激しく心臓が鼓動し始めて、どうにか鎮めようと一度大きく深呼吸をしてから出た。

「はい、新川です」

《今話せる？》

「大丈夫です」

　いつもより声の通りが悪いような気がする。

「風邪ひきました？　声が掠れていません？」

《寝起きだからかも》

　そう言って、電話口から離れたところで椎名さんは何度か咳払いをした。

　ロンドンとの時差は八時間で、こっちが十四時を回っているから向こうは朝の六時だ。もしかして起きてすぐ電話をくれたのだろうか。

　心臓が更に波打って呼吸がしづらい。

「……おはようございます」

《おはよう》

　ダメだこのやり取り。まるで恋人同士のようで照れくさい。

　羞恥心に襲われてその場にうずくまり、額に手をやって目を瞑った。

《十五時半に出発して、翌日の十時五十五分に到着予定だ。明日羽田に到着するまで連絡が取れないと思う》

　しっかりとした声音につられて私も顔を上げて大きく頷く。

「わかりました。私は十四時半頃まで勤務していますけど、休憩の時はスマホを確認できます」

《一度帰るかもしれないし、そのまま自習室で勉強しているかもしれない。どちらにせよ新川さんを家まで送っていくから、そのつもりでいてほしい》

　白昼堂々椎名さんと待ち合わせをして、さすがに目につかないだろうか。まだなんとも言えない関係なので、周りにバレて騒がれたくない。

《心配しなくても、人目には気を付けるよ》

　諭すような口ぶりに、胸をチクリと針で刺されたかのような痛みが走る。

　椎名さんと一緒にいるところを見られたくない理由を、悪いものとして受け取っているかもしれない。

　かといって複雑な心境を伝えるすべが見つからず、「すみません」としか返せない。

「あの、体調は問題ないですか？」

《すこぶる元気だよ。この後、ホテル周辺をウォーキングしてから支度に取りかかる》

　これから十二時間以上のフライトを控えている人とは思えない発言に唖然とする。

　すごい体力だ。

「元気そうでなによりです。フライトお気を付けて」

《ありがとう。会えるのを楽しみしているよ》

　胸をぎゅうっと掴まれたような甘い痛みに歯を食いしばって耐えているうちに、通話は切れた。

　私の方は相変わらずぎこちなさが残っているのに対し、椎名さんは日を追うごとに態度がくだけていく。

　椎名さん、恋人にはどんなふうに接するのかな……。

　よろよろと立ち上がって高鳴る心臓に手をあてる。ものすごい音だ。ランニングした後よりも動悸が激しいんじゃないかと思うくらい。

　まだ耳に椎名さんの声が残っていて、余韻に浸ろうと目を瞑りかけたところでハッとする。

「レッスンの準備しなくちゃ」

　粗熱を取っていたタッパーの蓋を次々に閉め、慌ただしくそれらを冷蔵庫に入れ、教材とパソコンが置いてあるテーブルへと急いだ。




　早番の朝は早い。四時に起床して髪型と化粧を整え、五時四十五分から勤務できるように五時半までに出社する。

　制服に着替えてブリーフィングを行い、その日の予約・運航状況を確認後、カウンターをオープンしてチェックインの開始だ。

　しばらくゲート業務にあたり、飛行機を送り出すと次の便まで少し時間が空くので八時半から一時間休憩に入る。私よりふたつ下の後輩、真ま鍋なべ朱あか莉りちゃんと一緒に社員食堂へと向かった。

「すっかり夏ですね。もうすでに夏バテ気味」

　朱莉ちゃんはなにも具がのっていない温かいうどんを億劫そうに啜っている。

「食欲がなくても、食べないと身体がもたないのがつらいね」

　そういう私はチャーシューがのったラーメンと炒飯のセット。この時間から食べるものではない自覚はあるが、朝昼兼用なのでどうしてもこのボリュームになる。

　梅雨明けしたばかりの時は夏バテっぽい症状があったものの、今ではすっかり元通りだ。

「菜乃さんってよく食べるのに細いですよね。ランニングと筋トレは夏も継続？」

「さすがにランニングは控えてる。その分筋トレは頑張ってるよ」

「すごいですね。尊敬しちゃう」

　頬杖をついて、朱莉ちゃんは気怠そうに溜め息をついた。これは本格的に危なそう。

　いつもは元気いっぱいで、どこからこんなにエネルギーが溢れ出てくるのだろうと思うくらいなのに。

「朱莉ちゃんって毎年夏バテになっていたっけ？」

「そうですね。でも今年が一番ひどいかもしれないです」

「夏バテに効く食べ物として、手軽なものに梅干しやレモンがあるよ。あとは鶏肉、豚肉……手軽ではないけど、うなぎとか」

　先日の料理教室でちょうどこの話題が出て、先生にいくつかレシピを教えてもらったばかりだ。

「なるほど。唐揚げにレモンをかけて食べればいいわけですね。菜乃さん今日って空いていますか？　飲みに行きません？」

　目をらんらんとさせた朱莉ちゃんに申し訳ない思いで両手を合わせる。

「ごめん。今日は先約があるの」

「え～残念～」

　朱莉ちゃんはテーブルに腕を伸ばし、その上に頭をのせて項垂れた。

「でも予定があるの珍しいですね。菜乃さんって習い事は休日に合わせていますよね」

　皆には出勤日も休日もどちらも多忙だと思わせているけれど、仕事がある日は身体を休ませるために予定を入れないことを、朱莉ちゃんだけは知っている。

「うん、ちょっと」

　ごまかすように微笑んで、連絡が来ていないかスマートフォンをチラッと見た。しかしメッセージアプリのアイコンにはなんの表示もついていない。

　休憩に入った直後、届いていた【空港内で食事をして、本を読んで時間を潰す】というメッセージに【わかりました。終わったら連絡します】と返信をした。

　返事が来るような内容じゃないからあたり前か。

「もしかして、デートですか？」

「へっ!?」

　いきなり図星をつかれ、手にしていたスマートフォンをテーブルにゴンッと音を立てて落としてしまった。

「当たりですか？」

　ニヤッと笑った朱莉ちゃんは、うどんがのったトレーを横にどけて前のめりになる。

「さっきからずーっとスマホ気にしてますもんね。今なんて動揺して落としちゃってるし」

「私、気にしてた？」

「はい。不自然なほど」

　自覚がなかったのでびっくりする。

「菜乃さんに浮ついた話が出たのって、私が入社してから初めてですよね？　どこのどいつなんですか？」

「ちょっと仲よくさせてもらっているだけで、そういうのではないんだよ」

「仲よく？　鉄壁の菜乃さんが？」

　訝しい表情を作った朱莉ちゃんが目を細める。下手に口を開いてボロが出たら困るので、唇をキュッと結び頭をこくこくと縦に振った。

「まあ、そういうことにしておきましょうか」

　大人な対応をする朱莉ちゃんにホッと息をつく。

「もしうまくいったら、その時は教えてくださいよ？　内緒は寂しいですからね？」

　口を尖らせてかわいく言われては頷くしかない。

「どうなるかわからないけど、いい報告ができたら話させてね」

　それを聞いた朱莉ちゃんはにっこり笑って、トレーを自身の前に引き戻す。

「さて。お腹に詰め込むか」

　フードファイターみたいな意気込みを見せたが、目の前にあるのは素うどん。

　飲みに付き合えなくて、改めて申し訳ない気持ちになる。

「今日は難しいけど、明日なら空いてるよ」

「明日は美容院の予約を入れちゃったんです」

「そっか。じゃあ予定が合うのは来週になるか」

　互いのシフトを照らし合わせて、来週ふたりが早番の時に食事に行く約束をした。

「朱莉ちゃんのご両親がやっているお店に行きたいな」

　彼女の実家は空港の近くでランチ営業もしている居酒屋を経営していて、これまでに三度お邪魔している。こぢんまりとしたアットホームな雰囲気が心地よく、なにより料理がとても美味しいのだ。

　しかし私の言葉を聞いた途端、朱莉ちゃんの表情がわかりやすく曇る。

「菜乃さんには悪いんですけど、飲みに行くのは別の場所にしましょう。実はお母さんと冷戦中でして」

「なにかあったの？」

「早く結婚した方がいいというのはずっと言われてきたんですが、この前ついに見合い話を持ってきたんです」

　見合いという聞き慣れないワードに目を剥く。

「まだ二十五歳ですよ？　仕事だって三年目なのに、なにをそんなに急ぐ必要があるのか理解不能で、ちょっと言い合いになったんです」

「それは……大変だったね」

　詳しい事情を知らない以上、それ以外にかける言葉が見つからない。

　もしかしたら、食欲不振なのは母親とのいざこざも関係しているのではないだろうか。

　心配だなあと見守っていると、朱莉ちゃんは頑張ってうどんを食べきった。

「なんだかんだ、食べたら元気になった気がします」

「それはよかった」

　引き続き頑張ろうと互いに気を奮い立たせて食堂を後にした。




　朝と同様に出発ゲート勤務にあたり、その後全体ブリーフィングを経て十四時十五分にタイムカードを切って、更衣室でいつもより入念に身なりを整えた。

　朱莉ちゃんに途中まで一緒に帰ろうと誘われたらどうしようかと思いあぐねていたが、こちらの心配をよそに「健闘を祈ります！」と言って、あっさり先に帰っていった。

　なるべく人目につかないように最後のひとりになるまで更衣室に残り、ようやく待ち合わせ場所に向かう。

　椎名さんは気をきかせて、駐車場ではなく空港からすぐの裏路地に車を停めて待っていた。車の正面に回って顔を覗かせると、フロントガラス越しに椎名さんが「乗って」とジェスチャーする。

　助手席のドアを開けて中に入り、心地いいエアコンの冷風を浴びて肩から力を抜いた。

　よかった、無事に会えた。私の都合で人ひと気けのない場所にしてもらったのに、これですれ違って待たせでもしたら合わせる顔がなかったから。

「お疲れさま。暑かっただろう」

「椎名さんもお疲れさまです。こちらこそ暑いところでお待たせしてすみません」

「確かに日射しが強いよな。日陰に移動しようか」

　シートベルトを締めると車があてもなく動き出す。

　今日の椎名さんも素敵だ。白のリネンシャツに濃いネイビーのテーパードパンツ。スタイルと顔がいい人ってなんでも似合う。私も素敵な彼に釣り合うよう、くすみブルーのサマーニットのセットアップスカートにした。

「明日明後日と休みなんだ。せっかくだから食事でも、と思ったけど、ふたりとも昼食は済ませているしな」

　食事に連れて行こうとしていたのだと知り鼓動が忙しくなる。

　私としても、お土産をもらって解散という流れは失礼だろうと考えていた。

　しかしどこかに出かけたら、こうして隠れてコソコソしている意味がなくなる。どうしようかな。

　もうすぐ十五時。時間的には甘いものを欲するところだ。

「椎名さんって甘いもの食べられますか？」

「普通に好きだよ」

　即答されて、クールな見た目なのに甘いものが好きなんてかわいらしいな……と和む。

「近くに隠れ家的な居酒屋があるんです。居酒屋といってもランチ営業をしているし、カフェメニューもあるので行ってみませんか？」

　さっき朱莉ちゃんと話をしたばかりだったので、彼女のご両親が営んでいる居酒屋が真っ先に思い浮かんだ。

　三回利用させてもらったが、朱莉ちゃんの両親は私の顔を覚えていないだろうからお邪魔しても問題ないだろう。

「へえ。そんな場所があるなら行ってみたいな」

　椎名さんが興味を示してくれたので胸を撫で下ろす。

　朱莉ちゃんは母親と冷戦中で来ないし、この時間から個人が経営している居酒屋に立ち寄る空港スタッフもいないはず。

　ナビゲーションを設定するまでもないので、私が道順を口頭で説明しながら、十五分ほどして件くだんの店に着いた。

　古民家を改装したという店は、扉を開けて中に入ると懐かしさや風情ある空間に包まれて、まだ着席すらしていないのに非日常を楽しめた。

　朱莉ちゃんのご両親センスがいいなあ。

　椎名さんも物珍しいようで、私たち以外に客がいない店内をぐるりと見回していた。

「いらっしゃいませ」

　朱莉ちゃんの母親である女将おかみがカウンターの向こうで優しく微笑む。白と薄紫の色合いの着物がとても似合っている。

　小さめな作りの四人掛けテーブル席に座ると、アルバイトの女性がやってきて冷えた水が入ったグラスを置く。女性にアイスコーヒーふたつと甘味を注文して、小さく息をつき少し緊張を解いた。

「メニューが豊富なんだな」

「ほんの一部しか食べていないですけど、どれもおしいかったですよ」

「そうか。今度は食事をしに来たいな」

「ぜひ」と笑いかけると、椎名さんにジッと見つめられて身体が金縛りのように痺れた。

「一緒にって意味だったんだけど、伝わってる？」

　頭が真っ白になり、呼吸が浅くなる。わずかな沈黙が流れた後、先ほどの女性店員が飲み物と甘味を運んできた。

　私は白玉ぜんざいで、椎名さんはバニラアイスが添えられたフレンチトースト。

　ぎこちない空気が霧散し、それぞれスプーンとフォークを持って食事を進める。

「カフェとかは入りづらいから、久しぶりにこういうものを食べたよ」

　椎名さんの大きな口の中にデザートがどんどん消えていく様子を眺め、聞かなくても美味しいと感じているのが伝わってきた。

「実はここ、同僚のご両親がやっているお店なんです」

「そうなのか？」

　椎名さんは目を丸くする。

「真鍋朱莉というグランドスタッフがいるんですけど、ご存じですか？」

「……多分、わかると思う」

　小難しい顔をした椎名さんに笑いかける。

「入社して三年目になるので、顔を見ればわかるかと」

　話しながら椎名さんの皿に目を留める。早くも空になりそうだったので、おしゃべりをやめてぜんざいをスプーンですくい、急いで口に運んだ。

「ゆっくり食べていいから。白玉が喉に詰まったらシャレにならない」

　クスクスと笑われて、かあっと身体が熱くなる。

　その言葉通り椎名さんは私が食べ終わるのを静かに待っていたが、咀嚼しているところを眺められるのが気恥ずかしく、これはこれで白玉を喉に詰まらせそうだった。

　空になった食器を下げてもらい、食後のコーヒーをのんびりいただく。

　渡すなら今がいいよね。

　意を決してバッグからネイビーの包装紙に包まれた箱を取り出した。

　昨日英会話レッスンが終わった後、大型ショッピングモールに行って購入したものだ。

「これ、受け取ってもらえますか？」

　椎名さんは私を見て、箱を見て、そしてまた私に視線を戻した。

「これは？」

「誕生日おめでとうございます」

　これで意味は通じただろう。

「……ありがとう」

　椎名さんは目を丸くさせたまま私の手から箱を持っていく。

「開けてもいい？」

「はい」と答えてから、カウンターテーブルの向こうに立つ女将に目をやった。

　にこにこ笑いながら小さく頷かれ、一部始終見られていたのだと把握する。

　朱莉ちゃんの同僚だと気付かれていないよね？　私の顔を覚えていたら、最初に声をかけてきただろうし。

　包装紙を丁寧に剥がし、箱を開けて中からボールペンを取り出した椎名さんが目を弓なりに細める。

「ありがとう。嬉しいよ」

「なにがいいのかわからなくて、なるべく実用的なものにしました」

「これなら毎日使える」

　カチカチと芯を出したり引っ込めたりしている姿に慌てて言う。

「無理して使わなくていいですからね。使い慣れたものの方がいいでしょうし」

「いつもは使い捨てのものを使っているから、このボールペンの方が使い心地がいいに決まっている」

　ものにこだわらないタイプなのかな。それならもっと質のいいボールペンをプレゼントすればよかったと内心悔やむ。

　高そうなネックレスをいただいている身でなんだが、あまりに高価な品を贈ると気を遣わせるかもしれないと考え無難なブランドにしたのだ。

　椎名さんはボールペンを丁寧な所作で戻し、箱の上にそっと手を置く。

「俺が贈りものをしたから、お返しをしないといけないと思わせてしまったかな」

「そうじゃないと言ったら嘘になりますけど、椎名さんのお祝いをしたいと思ったのは事実です」

　背筋をピンと伸ばしてしっかり伝えると、椎名さんはわずかに両眉を上げた。

「もうひとつ聞いていい？」

　なんだろうと首を傾げる。

「同僚のご両親がやっているこの店に連れてきてくれたのは、どうして？」

「えっ？」

「俺と会っているのを周りに知られたくないんだろう？　それなのにここに来たから、どうしてなのかと思ってね」

　椎名さんはとても真剣な表情でいる。やはりいろいろなところにまで気が付く人だなと苦い笑いをこぼした。

「朱莉ちゃんは今日ここには来ないです。女将さんは私の顔を覚えていないし、話が伝わる心配もないです。この場所は多くの人に知られているわけではないので、知り合いに会う確率も低いと思ったのでここを選びました」

　包み隠さず説明をすると椎名さんは小さな溜め息を漏らした。

「まあ、そうだよな」

　私からついと視線を逸らし、水滴がついたグラスからストローを使って一気に液体を吸い上げる。

　つられて私もアイスコーヒーを飲むと、氷が溶けて味が薄まっていた。

「俺は」

　空になったグラスを横にどけ、組んだ両手をテーブルの上に置いた椎名さんが声を低くする。

「こんなふうに隠れて君に会いたくない」

　そりゃあそうだよね。もっともな意見に肩をすぼめたところに、続きの言葉が降ってきた。

「堂々と、新川さんが俺の大切な人だと周りに言いたい」

「は？」

　驚きのあまり、とんでもなく失礼な声が飛び出していた。

「新川さんが好きだ。付き合ってほしいと思っている」

　呆然としている私の変化を一瞬たりとも見逃さないという気迫で見据えられて、指先を動かすことすらできなかった。

　特別視されているのではないかと思う反面、自惚れる自分にそんなわけないと言い聞かせてきた。でも思い違いではなかったのだとハッキリして、一番最初に心に流れ込んできた感情は喜びだった。

「返事は今すぐじゃなくていい。ゆっくりと、前向きに考えてはもらえないだろうか」

　慎重にならなければいけないという現実的な考えは浮かんだが、すぐにそれを覆いつくすほどの激情が溢れる。

　答えを先延ばしにしたところで選ぶ道はひとつだろう。だったら勇気を振り絞って告白をしてくれた彼のように、私も前を向いて進みたい。そう思うほど私は彼に惹かれている。

「……私も椎名さんともっと一緒にいたいです」

　目を大きく見開いた顔を見つめて頭を下げた。

「よろしくお願いします」

　深呼吸してから顔を上げると、椎名さんは心なしか赤くなっている頬を隠すように口元を手で押さえている。

「ありがとう。……悪い、嬉しくて言葉にならない」

　喜びを噛みしめている様子を目の当たりにして、時間差で恥ずかしさが込み上げた。

　私、ずっと憧れていた椎名さんと付き合うんだ……。

　むず痒い空気がしばらく流れた後、椎名さんが小さな咳払いをする。

「そろそろ行こうか。あまり長居しても迷惑だろうし」

「そうですね」

　居たたまれなかったので助かったと大きく頷いた。

　椎名さんが手を上げてお会計を頼み、席までやってきた女将にお札を渡すのを黙って見守る。女将がつり銭の準備をするため席を離れたところでようやく声を出した。

「あの、私も……」

「これくらいご馳走させて。プレゼントのお礼だと思ってくれればいいよ」

　こちらの考えなんてお見通しだ。瞬時に遮られ、ありがたく厚意を受け取ってお礼を言う。

「ありがとうございます。ご馳走さまでした」

「こちらこそ、いいお店を教えてくれてありがとう」

　優しい目つきで言われて胸がぎゅうっと締めつけられる。

　お互いの気持ちを確認しあっただけで、好きという感情が何倍にも膨れ上がっているのを実感した。

　心臓をドキドキと高鳴らせて身動きひとつせず固まっていたら、再び席に戻ってきた女将に、「ねえねえ」と親しげに声をかけられて戸惑う。

「朱莉のお友達よね？」

　これまでずっと気付かれていないと思っていたので、女将の発言に唖然とした。

「……はい、そうです」

「やっぱりそうよね。綺麗なお顔だからよく覚えていたの。今日はお連れの方がいたから、声をかけるか迷っていたんだけど」

　女将は私の隣をチラリと見る。椎名さんは会釈をして微笑んだ。

「朱莉にも、こんな素敵なお相手がいたら安心するんだけど」

　聞いていた通り、朱莉ちゃんの母親は娘に早く結婚してほしいと考えているようだ。

　私にまでこう言うなんてよほどだよね。

「すみません、朱莉ちゃんからチラッとうかがったんですけど、どうして早く結婚してほしいと考えているんですか？」

「あら、あの子そんな話もしているの？」

　頬に手をあててバツが悪そうに笑う。

「朱莉はね、私が四十過ぎてから授かった子なの。私も主人も還暦を迎えているし、いつなにがあってもおかしくないでしょう？　ひとりっ子で頼れる兄弟はいないし、心配なの」

「そうだったんですね」

　我が子を大切に想う母親の心情に胸が痛くなった。すれ違っているのが悲しい。

「朱莉ちゃんに今の話をしてみたらどうですか？」

「でもねえ」

　親子だからこそ本音を伝えられない時だってあるのだろう。

「うーん……そうね、電話に出るかわからないけど、近いうちに連絡してみるわ」

　前向きな言葉を聞けて安堵する。

　もし親子が仲直りできたら、来週予定している朱莉ちゃんとの食事はここでしたいな。

「心配してくれてありがとう。優しいお友達がいて安心したわ」

　私と女将は顔を見合わせて笑い合う。

「よかったらまた来てね。夜は主人も表に出てくるし、常連客もいて愉快な雰囲気だから楽しんでもらえると思うわ」

「ありがとうございます。また近いうちにお邪魔しますね」

　女将に別れを告げて店の外に出た。途端に地面から立ち昇る熱気と、蝉の鳴き声に包まれて、まだ十六時前なのだとハッとさせられる。

　車のドアを開けると息ができないくらいの暑さで、車内の温度が下がるまで外で時間を潰すことにした。

「すまない。人を滅多に乗せないから、こういうところに気が回っていなかった。次の休みにエンジンスターターを取りつけるよ」

　エンジンスターターとは、車のエンジンを遠く離れた場所から遠隔操作できるものだ。逆算して、車に乗り込むまでに車内を冷やしておくと言いたいのだと思う。

「暑いのは平気です。気にしないでください」

　苦笑すると、椎名さんは肩透かしを食らったように残念そうな表情を作る。

　椎名さんはとても素敵な人だ。優しいし、カッコいいし、いつも私を大切に扱う。

　連絡もマメだしね……。でも、これまで交際した恋人たちも最初はそうだった。釣った魚に餌はやらないタイプは一定数いるし、椎名さんがそうとは思わないが絶対ではない。

　それに、付き合うまでに努力をして頻繁に連絡を取り合うのはごく自然な行動だ。

　そういえば空港を出てから一度もスマートフォンを確認していない。その存在をすっかり忘れていたくらいに。

　朱莉ちゃんに指摘されたように、ここ最近はスマートフォンを肌身離さず持ち歩いている。よくない傾向だというのは、彼と連絡先を交換した翌日からわかっていた。ただ見て見ぬふりをしていただけ。

　私はまた恋愛をして、椎名さんを中心に生活を送り、他事が疎かになるような事態を招くのだろうか。

　怖い。自分が壊れるのが怖くてたまらない。

「近くに雑木林があるのか。どうりで蝉が騒がしいわけだ」

　ひとり言なのか椎名さんは遠くを見やりながら呟く。

　うだるような暑さの中、額にはうっすら汗が滲んでいた。その横顔を蝉の大合唱を遠くに聞きながら見つめていると、不意に視線が絡んで胸がドキッと鳴る。

「菜乃、と呼んでもいいか？」

　前触れなく名前を呼ばれて息が止まるかと思った。大袈裟なほど背筋を伸ばしてしまったと自覚したのは、「はいっ」と大きな声で返事をしてから。

「菜乃ってかわいい名前だよな」

「ありがとうございます……」

　褒められたのは名前だとわかっていても胸の高鳴りは鎮められそうにない。

「俺も名前で呼んでもらいたいけど、呼べそうか？」

　口調は遠慮がちだが、眼差しは真剣で期待が込められている。

「……虹輝さん、で、いいですか？」

　名字から名前に変えただけでこんなに愛しさが胸元を突き上げるものなのか。制御不能な動悸に苦しくなって胸に手を置いた。

　ドクドクと鼓動する心音が彼に伝わりそうで、ごまかすように微笑む。

「慣れるまでちょっと恥ずかしいですね」

「早く慣れるようにたくさん呼べばいい。菜乃」

　脈絡なく呼ばれて困惑する。

「ほら、菜乃も呼んで」

「え？　えっと……虹輝さん」

「菜乃」

　私の声に被せるように呼ぶので、こちらも急いで呼び返す。

「虹輝さん」

「菜乃」

「ちょっと待ってください。このやり取り恥ずかしいです」

　顔の前に両手を突き出してストップをかけた。このままでは外気の暑さとあいまって卒倒しそう。

「意外と照れ屋なんだな。そろそろ冷えたか」

　椎名さんは私を気遣い、話題をすり替え車のドアを開けた。ただその表情がとても幸せそうに緩んでいて、私と過ごす時間が心地いいと感じているのなら嬉しいな、と温かなもので胸がいっぱいになった。










夕立が終わる頃




　菜乃に告白をして二日が過ぎた土曜日の朝。天候は晴れ。今日は羽田と新しん千歳ちとせの往復だけなので心身共に余裕がある。

　休みの間には髪を切り、ついでにヘッドスパを受け、睡眠をたっぷり取り、サウナに行って身体の回復に努めた。

　七時に空港へ到着して、いつもの流れで業務にあたる。菜乃にもらったボールペンを使ってブリーフィングを行い、予定時刻の九時半に新千歳空港へと飛び立った。

　十一時五分に到着して一時間後の帰りの便に向けて準備に入る。合間にメッセージをチェックした。

【今日は暑いので、豚しゃぶ肉と明太子の冷製パスタを食べています】

　昨日は彼女が遅番だったため電話はできなかったが、今日は空港で会えるかもしれない。

【美味しそう。俺も夕飯は冷製パスタにしようかな】

【ぜひ。虹輝さんのおすすめレシピがあったら教えてくださいね】

　料理好きの彼女に健康管理のため俺もよく自炊をすると話したら、普段のやり取りの中に食事についての話題が増えた。

　よかったら手料理をご馳走しましょうか、という台詞を待っているのだが、そんな気配は微塵もない。

　晴れて恋人になれたからといっても菜乃は不安を拭いきれていないだろうし、まだまだ慎重にいかなければいけない。

　そう自分に言い聞かせて、もっと彼女の内側に踏み込みたい気持ちを抑えつけている。

　沖縄での一夜から一週間だ。

『椎名さんが私とどうにかなるなんて絶対にありえない』

　そう断言していた彼女がどうにかなってくれたのだ。それだけでも一歩前進したと前向きに捉えたい。

『椎名さんを信用しているので大丈夫なんですけど』という一見嬉しく感じる言葉が、菜乃を意識すればするほど胸をざわつかせる原因へ変化した。

　だらだらと時間をかけて近付いたらなにかの拍子に逃げていく可能性があると判断し、早めに気持ちを伝えようと検討はしていたのだが……さすがにあれはないよな。

　ムードもなにもない、人の気配があるあの場所で告白するつもりではなかった。

　俺と一緒にいるところを誰にも見られたくないという彼女の感情が嫌というほど伝わり、焦燥感に駆られて想いが口をついて出たのだ。

　あっという間に出発の時間になる。十二時五分発、十三時四十分着のフライト便に搭乗した。

　羽田空港に到着してからは、彼女に会えるだろうか？という期待が頭の片隅に張り付いて離れない。

　二階の到着ロビーに足を踏み入れてすぐ菜乃の姿を確認した。思わず歩みを止めそうになったところで、隣にいた新人コーパイの二に階かい堂どうが先に立ち止まる。

「あれ？　新川さん、今日は到着便担当してる」

　同じように彼女を眺めていたことに驚きつつ、腹の底から煙がゆっくり立ち昇るようなモヤモヤした気分になった。

「急な配置換えがあったのかな」

　出発ロビーは三階だ。確かにここにいるのは珍しい。

「椎名さん、新川さんのことご存じです？」

　話を振られて「ああ」と頷く。

「俺、彼女に助けられた回数が一番多いんです」

　俺にわざと彼女との親密さをアピールしているのか？　いや、そんなわけがない。

　一度冷静になろうと小さく息をつく。

「研修期間の時、新川さんにはお世話になりました」

　一昨年おととしまでパイロット候補生だった彼は、研修期間中のグランドスタッフ業務で彼女と一緒に働いていたという。

　なるほど、と胸のつかえがスッと下りたのも束の間。

「相変わらず綺麗ですね……」

　二階堂は目を細め、眩しいものでも見るかのようにしている。その瞬間、ぶわっと敵対心に火がついた。

　俺のライバルになるのなら受けて立とうじゃないか。

　好き勝手言って先に動き出した二階堂の隣を歩きながら、鎮火できそうにない感情を持てあます。

　自分の中にこんな熱いものが秘められていたとは俺自身知らなかった。初めての経験に不思議な気持ちになりながら、どんどん菜乃に近付いていく。

　彼女の表情がはっきり確認できる距離まできて違和感を覚えた。

　顔色が悪くないか？

　透き通るような肌が青白いし、心なしか笑顔に元気もない。体調でも悪いのだろうか。先ほどのメッセージにはひと言もそんなことは書かれていなかった。

　目が離せずにいると、菜乃が胸に手をあてて重苦しい息を吐き出す。考えるより先に身体が動いていた。

「新川さん」

　足早に近寄って彼女の細い腕を掴む。目を丸くして驚きを露わにした菜乃は、口を半開きにしたまま固まった。

「大丈夫か？」

　たったひと言。それだけで菜乃の表情がかげり、瞳が揺らいだ。

「体調が悪いなら、無理をせず周りに言った方がいい」

「違うんです」

　消え入りそうな声で頭を左右に振り、それから周りに視線を走らせた。

　スタッフたちが何事かとこちらの様子をうかがっている。二階堂にいたっては俺の背後霊かと突っ込みたくなるほど、すぐうしろで待機していた。

「業務中だから、というのは気にしなくていい。仕事にイレギュラーはつきものだ」

　俺の言葉に菜乃はふっくらとした唇を一度引き結んでから、遠慮がちに口を開いた。

「さっき、オフィスに病院から電話が入って。母が倒れて運び込まれたと」

　心臓がドクッと嫌な音を立てた。しかしここで下手な反応をしたら余計に彼女の不安を煽る。だから平静を心がけて続きを促す。

「母が勤めている会社で突然倒れたそうなんです。意識はあるんですけど、会話がままならないので家族の私に連絡をしたらしく。ただ命に関わるようなものでは……」

「それで、どうして君はまだここにいるんだ？」

　言い終わる前に口を挟むと、菜乃はキョトンとする。

「まさか君の上司は、代わりがきかないからと、緊急事態なのに君をここで働かせているのか？」

「違うんです。私がこのまま勤務にあたると言ったんです」

「どうして」

「もし命に関わる病気が見つかればすぐに連絡が来るはずです。伯父に電話をして、仕事終わりに病院へ行ってもらうようにお願いしました」

　彼女なりに状況を整理して懸命に判断したのだろう。しかしなにかあってからでは遅いのでは？

「とにかく……」

　病院に向かった方がいいと言いかけた時、不自然な速さでこちらに歩いてくる姿に言葉を切る。

「お話し中すみません」

　突然割り込んできたスタッフに菜乃が目を丸くする。

「朱莉ちゃん」

　この子が例の居酒屋の……。

　何度か目にしているので顔は覚えているが、正直名前までは把握していなかった。

「なにかトラブルがありましたか？」

　菜乃ほどではないが、真っ直ぐに俺を見据える表情は凛としている。

「新川さんのお母さんが倒れたとオフィスに連絡が入ったそうだね。早退して病院に向かった方がいい」

「あっ、はい。そうですよね。私も同じ意見です」

　事情を把握していたらしい真鍋さんは、面食らったようにこくこくと首を縦に振る。

「真鍋さんもこう言っている。それになにかあった場合、他の人間がカバーできるよう人員配置はされているはずだ」

「それはそうなんですけど」

　ここまで言っても渋る菜乃には強引さが必要のようだ。

「俺は十五分ほどで上がれる。車で行くか電車で行くか、どっちが早いだろうか」

　俺の問いかけに菜乃は目を泳がせる。即決できないのは、甘えたいのに気を遣って躊躇しているからだと思う。

「三十分後に出られるように準備をしておいて。俺からも上に報告しておく。真鍋さん、迷惑をかけるけどよろしくお願いします」

　目を白黒させていた真鍋さんだったが「はいっ！」と、はっきりとした声で返事をした。

　そこでようやく彼女の腕を解放し、肩をポンッと叩く。菜乃は黙ったままだったが決心したように大きく頷いた。

　その場を離れてすぐに二階堂から質問攻めに合う。

「新川さんとお知り合いなんですか!?」

「さっきそう言っただろう」

「そういう意味じゃなくてですねっ」

　焦ったような言動に、横目でチラッと二階堂を見る。

「俺たちの会話を聞いていたのは二階堂と真鍋さんだけだ。他のスタッフは新川さんの事情を知れば、そのことで話し合っていたのだと納得するはず。だから、俺と新川さんが親しい間柄だというのは、ここだけの話にしておいてくれ」

　質問に答えつつ、しっかり牽制をする。二階堂は驚きで半開きになった唇に指で触れて、「はい……」と蚊の鳴くような返事をした。

　この様子だと、わりと本気で菜乃に入れ込んでいたのかもしれない。

　申し訳ないとは思うがこればかりは譲れない。菜乃は俺のものだから。

「ありがとう」

　澄ました表情を崩さず、デブリーフィングをできる限り早く終わらせようとオフィスへ急いだ。




　予定通り三十分後に菜乃と駐車場で落ち合った。

　土曜日の昼下がり、高速道路はそこまで混雑しておらず二十分ほどで目的の病院へと到着する。

　道中、菜乃は太腿の上できつく両手を握りしめていて、こんな不安定な精神状態で仕事をしようとしていたのかと眉間に皺が寄った。

　東京で頼れる親戚は伯父だけと話していた。そして恋人を作らずひとりで強くあろうとしていた彼女は、この六年間で甘え方を忘れてしまったのだろうか。

　それとも複雑な家庭環境ゆえ、なんでもひとりで抱え込む癖がついているのか。

　危なっかしいな。ひとりで生きていける強靭な精神の持ち主であれば問題ないが、彼女はそうじゃない。

　菜乃の母親が入院している病棟のナースステーションまで付き添い、病室を伝えられたところで俺はその場を後にする。

　今日は自習室で勉強をする予定でいたから、それを病院の談話室でやればいい。そう伝えると菜乃はホッと安堵の息をついていた。

　菜乃は明日明後日と休みで、俺は明日、国内三フライトだ。明後日から二日間休みなので一日だけ予定が合う。

　食事に誘いたいところだが母親が入院したのだから不謹慎だし、見舞いの送迎を提案してみようか。

　今後の予定を立てながら、パイロットは不規則勤務だがグランドスタッフとならそれなりに休みが合うなと感じた。

　途中コーヒーをテイクアウトして休憩を挟みながら過ごしていると、一時間と少し経ってから菜乃がやってきた。

「お待たせしました」

「全然待っていないんだけど、もういいのか？」

「はい。急性のメニエール病だそうで、気分がとても悪く話をするのもつらそうでした。入院診療計画書などに目を通しサインをしたので、ひとまず今日のところは大丈夫です。母のマンションに行って荷物などをまとめて明日また来ます」

　まだ母親の症状は落ち着いていないが、それでも幾分彼女の顔色がよくなった気がする。

「メニエール病か。症状が出たのはこれが初めて？」

「初めてです。だから母もすごく不安になって、娘に電話を……と、救急車で言っていたらしく」

　そこまで話して菜乃は唇を引き結ぶ。

「虹輝さん、ありがとうございました。母なんですけど、私の顔を見て安心した様子でした。伯父に任せようと考えていた自分が恥ずかしいです」

　深く下げた形のいい頭にそっと手を置く。

「仕事に責任感を持って頑張っているのはわかっているから、頭を下げなくていい」

　優しくひと撫ですると、おずおずと上体を起こした菜乃の瞳が潤んでいて思わず抱き寄せていた。

「この後はどうする？　お母さんのマンションに行けばいい？　それとも菜乃の自宅？」

　抱き心地のいい菜乃とずっとくっついていたかったがそうはいかず、やんわりと離しながら尋ねる。菜乃は顔を真っ赤に染め上げて目を泳がせていた。

　かわいすぎるだろう。

「母の荷物は明日取りに行きます。パジャマや日用品などすでに病院でいくつかレンタルしているらしく、他になにが必要かメールするって言っていたけど、多分すぐには文字が打てないはずなので」

「それならマンションでいいか」

　まだ赤みがかった目元で見つめられて、せっかく取り戻した平常心が簡単にかき乱されそうになる。

　これ、ストッパーが外れたら毎日かわいがり倒すんじゃないだろうか。

「虹輝さんは、この後予定は入っていないんですか？」

「ないよ。だから家まで送らせてほしい。菜乃が心配だからね」

　きっとまた気を遣っているのだろうと思っての発言だったのだが、菜乃は眉根を寄せて険しい表情を作った。

　もしかしてひとりで帰りたかったのか？

　返事はないし、次にかける言葉に悩んでいると先に菜乃が口を開いた。

「ご迷惑でなければ、今日のお礼になにかご馳走させてもらえませんか？」

　虚を衝かれてなんの反応もできなかった俺を尻目に菜乃は続ける。

「少し時間が早いですかね……」

　腕時計をちらりと見ると十七時を回ったところだった。

「夕方のこの時間は道が混むだろうし、俺たちのマンション付近で食事をするとなると十八時は過ぎる。俺は構わないよ」

　よかったというように胸を撫で下ろす姿をジッと見つめる。

　断るわけがないのに。

　ご馳走をしたいと言われたが、もちろん彼女に財布を出させるつもりはない。

　スマートフォンで飲食店を検索しようとしたところで、「あのっ」と大きな声で止められた。菜乃は緊張した面持ちで、お腹の辺りで両手を握り合わせている。

「この前みたいに隠れたりしなくていいので、椎名さんの食べたいものがあるところに行きましょう」

　またもや驚かされ、一瞬呆けてしまった。うかがうように上目遣いで見られハッと我に返る。

「そうしようか」

　言動のひとつひとつがかわいすぎて困る。普段は凛としているのでもっとスマートに対応するとばかり思っていたから、これは嬉しい誤算だ。

　それからすぐに駐車場まで移動して車を発進させた。

「そういえば、急な配置換えは病院から連絡があったからか？」

「そうです。ブリーフィングのタイミングで病院から電話が入ったので、運航状況の確認が遅れ、ゲート業務にあたれなかったんです」

　そんな状況ならなおさら早退するべきだ。

　菜乃は勤続五年目だし、仕事もできるからそれなりに上の立場にいる。彼女に強く言える者が少ないのかもしれないが、俺のようにストップをかける人間が近くにいた方がいい。

　真鍋さんと話す機会があれば一度その旨を伝えてみよう。彼女には気を許しているようだし、菜乃も多少は甘えられるはず。あとは菜乃の上司にあたる人間と一度話をしてみるか。

「なにを食べようか。希望がなければ、いいお店があるから連れていきたいんだけど」

「虹輝さんにお任せします」

　食事に誘ってからの彼女はずっと表情を強張らせている。

　緊張しているだけならいいけど……。

　なかなか菜乃の心が読めなくて悩ましい。やはりもっと距離を縮めたいと思うのは身勝手だろうか。

　シックな間接照明に黒を基調とした和空間が広がる焼き鳥店は、酒の種類が豊富で希少部位の串焼きなどがとても美味しく、サイドメニューに麺類やご飯類もあるので好きなものが選べるのもいい。

「素敵なお店ですね。こういう雰囲気すごく好きです」

　店内に入ってふたり掛けの席に着き、菜乃は強張らせたままだった表情をようやく緩めた。

「真鍋さんのご両親のお店が好きなら、ここも気に入ると思ってね」

「これでお互いのおすすめ店を教え合いっこできましたね」

　愉快げに「ふふふ」と声を立てる顔を穏やかな感情で眺める。

　やはり笑顔が魅力的な女性だ。この笑顔を守りたいと強く思う。

「あ、ちょっとすみません」

　彼女のスマートフォンが鳴り、真剣な表情で画面を見つめた後ふっと表情をやわらげた。

「母からです。気持ち悪さが少しマシになったみたい」

「それはよかった。入院は一週間だっけ？」

「はい。退院のタイミングが休みなので助かりました」

　近くに頼れる人間がいないというのは大変だな。一週間後の俺のスケジュールはどうなっていたか後で確認しよう。

「中断してすみません。注文どうしますか？」

「おまかせコースでいいか？　コースといってもそんなに量は多くないから」

「それでお願いします。ちなみに私、結構食べるので大丈夫です」

　お腹を擦さすりながら得意げにする姿がかわいい。さっきからずっとかわいいな。

　俺は運転があるし、彼女も母親になにかあったらすぐに動けるようにとソフトドリンクで乾杯した。

　美味しい料理を楽しみ、穏やかな時間はあっという間に過ぎていく。デザートまでしっかりと堪能して店を後にした。




　夏は一番日の長い季節だ。もう夜と呼べる時間帯なのに辺りは明るい。

　ここからマンションまで十五分とかからないので、名残惜しい気持ちになりながら車を走らせた。

　もうすぐ着くというところで、なんの前触れもなくフロントガラスに大粒の雨がばたばた落ちてきた。車体を叩く音が響き、みるみるうちに地面が黒く染まっていく。

「すごいな」

「夕立にしては遅いですよね。明日って雨予報でしたっけ」

「明日は晴れだ。だから夕立みたいなものだろう」

　互いの声が聞き取りにくいほど激しい雨音がしており、それはマンションの前に到着しても続いていた。

「今日も弱まるまで待たせてもらってもいいですか？」

「もちろん」

　それ以降、俺たちの間には会話が生まれず沈黙が落ちる。

　乗車してから菜乃の表情はまた曇り始め、今も継続して頬を引きつらせている。

　密室で俺とふたりきりだから警戒している？

　そう考えたらそうとしか思えず、やるせない気持ちにさせられた。

　まいったな。このままだと彼女が離れていく気がしてならない。

「あの……」

　雨で視界が滲むのをぼんやり眺めていたら、菜乃が掠れ気味の声を出し、シートベルトを外して身体ごとこちらに向ける。

　ただならぬ予感にハンドルに置いていた手に力を込めた。

「今日は本当にありがとうございました。お礼がしたかったのに結局ご馳走になってしまって、なんと言ったらいいのか」

　始まった普通の会話に、俺の思いすごしかと内心安堵する。

「菜乃のためならなんだってするつもりでいるから、あたり前だと思って受け入れてほしい」

　俺の言葉を聞いた菜乃が澄んだ瞳を真っ直ぐに向けてきたので、心が波立ち騒いだ。

「私、虹輝さんに憧れていたんです」

　想定していたものとかけ離れた発言に驚いて目を見開く。

「勤勉で努力家で、社内史上最年少機長になった虹輝さんの、仕事に対する熱意は見習うべきものでした。それだけでも憧れるし、カッコいいし、クールで大人だし、それになにより……」

　顔を真っ赤にしながらも俺から視線を逸らさない姿を、信じられない想いで見つめ返す。

「声が好きなんです」

「声？」

　ハンドルを握っていない手で喉仏に触れた。

「はい。声フェチなんです」

　菜乃は言ってしまった、という仕草で目を泳がす。

　いろいろと意外すぎる。

「ごめんなさい。話を戻しますね」

　俺が面食らっているうちに菜乃は自分で話の軌道修正をした。

「沖縄で初めて言葉を交わしてから、日を追うごとに虹輝さんを意識して好きになっていました。でも恋愛をするのが怖くて、踏み切れなくて」

　言葉が途切れたタイミングで俺もシートベルトを外し彼女の方を向く。菜乃は最初から綺麗だった姿勢を改めて正した。

　こうして相手と真っ向からぶつかろうとするところが好きだと思う。

「虹輝さんは番号を交換してから毎日連絡をくれましたよね。すごく嬉しかったし、満たされているのを実感していました」

　自分が希望する頻度で連絡ができなかったと悔やんでいたが、喜んでもらえていたのか。

「そう感じる反面、やっぱり不安な気持ちは消えませんでした。もちろん私自身の問題です」

　やはりそうだったかと静かに頷く。言葉を交わすようになって十日にも満たない。たったそれだけの時間で、彼女の不安感を取り除けるとは俺自身考えていなかった。

「でも……」

　菜乃は唇を引き結び、なにかを決意したような表情になる。

「母親のことを親身になって考えて、寄り添い助けてくれた虹輝さんになら、寄りかかっても大丈夫なんじゃないかと今日思いました。虹輝さんとだったら信頼関係を築けるし、自分を見失わず強くあれるような気がします」

　彼女の言葉が胸に強く響き、心臓を鷲掴みにされたような圧迫感に襲われて小さく息をついた。

「まいったな。菜乃に比べて自分の告白が情けなくて、思い出すのも恥ずかしい」

「恥ずかしい？」

　オウム返しした、目が点になっている菜乃に苦笑する。

「俺は菜乃の笑顔が好きだ。凛とした佇まいや、芯が真っ直ぐなところがカッコいいと思う。相手の気持ちを汲み取り、思いやりを持って接することができるところを尊敬している」

　突然始まった俺の告白を菜乃はくすぐったいような顔つきで聞いている。

「好きになってくれてありがとう。大切にするから信じて一緒にいてほしい」

　彼女への強い愛情が、抑えつけていた蓋を突き破って外に溢れ出す。

「はい」

　両頬に愛らしいえくぼを出した顔で、菜乃は花が咲いたように微笑んだ。

　ぬるま湯に浸かっているように全身が温かなもので満たされ、心地いい幸福感にニヤつきそうになるのを口元に手をやってごまかす。

「よかった。ご飯の時からいつ話そうかずっと考えていて」

「だからあんなに緊張していたのか」

「態度に出てました？　恥ずかしいな」

　菜乃は白い肌を真っ赤に染め、両手を頬に押し当てた。その腕をやんわりと掴んで俺の方へ引き寄せる。俺自身も彼女へと身体を傾けてゆっくりと顔を近付けた。

　ゆらゆらと揺らぐ綺麗な瞳が閉じられる。長い睫毛の一本一本にすら愛おしさを感じながら、優しく丁寧に唇を触れ合わせた。

　思っていた以上のやわらかさに心臓が暴れるように鼓動している。

　いつまでも触れていたいし、もっと深く口づけたい。

　重なり合った唇の隙間から菜乃の遠慮がちな吐息がこぼれる。それすらも吸い取り味わいたいのをグッとこらえ、ほんの少し吸いつきながら唇を離した。

　菜乃は照れ笑いして、今しがた触れていた唇を両手で覆う。

　素直に嬉しさを表現する姿がかわいい。好きすぎて頭がおかしくなりそうだ。

　抱き寄せると彼女の艶やかな髪から甘い香りがした。

「菜乃」

　耳元で囁くと華奢な肩がピクッと跳ねる。

「好きだよ」

　返事の代わりに菜乃は俺の胸元に頭を擦りつけてきた。

　なんだその動きは。

　庇護欲をかき立てられて危うく抱きしめる力が馬鹿になりそうだ。

　情欲を爆発させないよう、意識を逸らすため窓の外に視線を投げる。雨はいつの間にか小降りになっていて、風がさわさわと街路樹を揺らしていた。

　静かにその様を眺めながら、腕の中にいる愛おしい恋人の頭に鼻を擦りつけると、菜乃が身じろぎをしてくすぐったそうに笑った。










ふたりで過ごす熱帯夜




　虹輝さんと恋人になって十日が過ぎた。

　互いの休みが被った先日、ふたりでショッピングモールへ出かけ、買い物をして、映画を観て、食事をした。

　なにげない日常なのに、隣に虹輝さんがいるだけですべてが楽しかったし、彼の新たな一面を見てもっと好きになった。

　その二日後に朱莉ちゃんと約束通り食事に行って、虹輝さんとお付き合いを始めたことを報告した。

　驚きすぎて終始叫んでいて周りの目が痛かったけれど、場所が朱莉ちゃんのご両親がやっている居酒屋だったので幾分気は楽だった。

　朱莉ちゃんは無事母親と和解できたそうで、今度は虹輝さんも一緒に飲もうと誘われた。自分の大切な人たちが関わりを持って繋がっていくのってなんかいいなあ……と胸が温かなもので満たされていくのを感じた。

　昨日、三日間にわたるモスクワの往復フライトを終えて虹輝さんが帰ってきたので、午後から会う予定をしている。

　母親は順調に回復して、ついさっきマンションに送り届けたところだ。

　送迎をしようか？と言われたが、付き合いたての恋人を母親に紹介するのはハードルが高かったので、丁重にお断りをさせてもらった。

【もうすぐ着く】

　手の中にあるスマートフォンに届いたメッセージに目を通して、そわそわと落ち着かない胸に空気をすうーっと送り込む。

　母親のマンションから歩いてすぐのコンビニエンスストア店内で虹輝さんの到着を待っていると、駐車場に見知った黒のスポーツセダンが入ってきたのでアイスコーヒーをふたつ買って外に出た。

　明日から八月に突入する夏真っ盛りの空からは、肌を焼き焦がすような日射しが降り注いでいる。

　駐車した車から虹輝さんが降り、私を視界に捉えて手を軽く上げた。

　こんなに暑いのだから車内で待っていればいいのに、そうしないのが虹輝さんで、彼の優しさと思いやりの深さは底なしだ。

「お待たせ」

「こちらこそ、こんなところまで来てもらってありがとうございます」

「お母さんはどうだった？」

　虹輝さんは尋ねながら助手席のドアを開けて私を中へ誘導する。

「すっかり元気です。一週間ゆっくり休めたので、明日からはもりもり働くと言っていました」

「菜乃の頑張り屋のところはお母さん譲りかな」

　笑いながらドアを閉めた虹輝さんは、運転席に回って私の顔をジッと見つめる。

「ん？」

　首を傾げたら、虹輝さんは目元を優しく和らげた。

「会いたかった」

　身体の内側からぶわっと熱が込み上げて、ドクンドクンと激しい心音が全身に鳴り響く。

「空港で会いましたよ」

　もちろん彼がそういう意味で言っていないのは理解している。でもこれ以外に言葉が思い浮かばなかった。

　ドキドキしているのがバレないようにシートベルトをしようとしたところで、肩をグイッと掴まれて上半身が右側に傾く。

　なにかを考える暇もなく唇にやわらかなものが触れて、心臓がギュッと締めつけられた。

　すぐに離れると思っていた唇はいつまで経っても触れ合ったまま。だんだんと息苦しくなり、水面から顔を出した時のように口を大きく開けて息継ぎをする。

　そのわずかな隙を見逃さず、ぬるっと口内に侵入してきた舌に「んぅっ」と甘ったるい声がこぼれ落ちた。

　虹輝さんは容赦なく歯茎をなぞり、逃げ惑う私の舌をからめとって吸い上げる。

　閉めることを許されず、開けっ放しだった口の端から唾液が顎先まで落ちた。

　無意識に虹輝さんの服を握りしめていて、こちらの限界が伝わったのか、強く押しつけられていた唇がすっと離れた。

　肩で息をしながら濡れた顎を手のひらで拭う。

　びっくりした……。

　真っ昼間から誰に見られているかもわからないような状況で、こんな濃厚なキスをされるとは思わなかった。

「空港ではこういうキスはできないだろう？」

　さっきの答えだよ、とでもいうような発言をされて言い返せない。

　目の前に伸びてきた腕がシートベルトを引き、カチッと私の身体をシートに固定した。

「あのっこれ」

　虹輝さんがシフトレバーを動かそうとしたので、慌ててバッグからアイスコーヒーの缶を取り出す。

「もらっていいのか？」

「どうぞ。ブラックでよかったですよね」

　虹輝さんは「ああ」と返事をしてプルタブを起こし、右手に持った缶を傾けた。

　喉仏が上下するのが色っぽくて、コーヒーを流し込む姿をまじまじと見つめる。

「ありがとう。喉が渇いていたから助かった」

「それはよかったです」

　空き缶をドリンクホルダーに置いた虹輝さんは、車を滑るように発進させた。

「なにも決めていなかったよな。どうしようか」

「そうですねえ」

　首を捻って考え込む。

　どこに行くにしてもこの暑さだ。エアコンが効いている室内がいいけれど、買い物や映画はこの前行ったばかりだし、カフェに入ったところで何時間も過ごせるわけではない。

「とくに行きたいところがなければ、俺の家に来ないか？」

　頭の片隅にすら浮かんでいなかった案を出されて目を丸くする。

「虹輝さんの？」

「そう。菜乃が嫌じゃなければ」

　嫌なわけがない。むしろ嬉しくて口元がニヤつきそうになっている。

「行きたいです」

「よかった」

　目元をふっと和らげた横顔を、今日も素敵だなあと眺める。

　今から向かったとしてマンションに着くのは十四時頃になるはず。

「デザート買っていきませんか？」

「いいね。どうせだから夕飯の買い出しもしようか」

「夕飯？」

　とくになにも考えずにオウム返ししたのだが、虹輝さんは意味があるように受け取ったのか苦笑いを浮かべた。

「悪い。菜乃を部屋に入れたら多分出たくなくなるだろうから、そのままゆっくりできるように……と、勝手に考えていた」

　それって夜まで虹輝さんのマンションで過ごすって意味だよね。

　心臓がドキドキして目が泳ぎ、恥ずかしくなって顔を前に戻す。

「そ、そうしましょうか。休みなので、お互い身体を休めるべきですし」

「果たして休めるかどうかはわからないけどな」

「え？」

　もう一度虹輝さんに視線を戻したが、涼しい顔からは感情が読み取れない。

　休めるかどうかはわからない……。

　心の中で台詞を反芻して、ひとつしか浮かばない意味に身体が熱くなる。

　期待していいのかな？　でもまだ付き合って十日だし……。

　と思いつつ、前回のデートからお気に入りの下着を着けている。私の方は準備万全なのに、彼はまだ私の唇にしか触れてくれない。

　好きになったら恋人のすべてを知りたいし、触れたい。この思考も独占欲の塊で、依存の症状なのだろうか。

　求めすぎたら、また〝重い〟と思われるかもしれない。たくさん悩んで選んだ道なのだから失いたくないし、うまく付き合っていきたい。だから彼のペースに合わせないと。

「ふたりで作らないか？」

　たった数十秒の間に違う方向に思考が飛んでいた私は、一瞬なにについて言われているのかわからずポカンとした。

「夕飯」

　主語を付け足されて我に返る。そうだった。夕ご飯の話をしていたんだよね。

「いいですね。なにを作りましょうか」

「カレーが食べたい」

「シンプルで王道にいきましたね」

　もっと手の込んだ料理名が飛び出てくるかと踏んでいたので、カレーが好きなんて男子学生みたいでかわいいなと笑う。

「カレーってひとり分を作るのは難しいだろう。かといって俺の生活パターンだと、二日目三日目に必ず食べられる保証はない。だから手作りのカレーはもうずっと口にしていないんだ」

　説明を受けて、単純な理由ではなかったのだと驚く。笑っちゃったの失礼だったな……。

「まあ、単純にカレーが好きだからというのもある。夏って辛いものが食べたくならないか？」

「それなら香辛料をたくさん使って、ルーから手作りしましょう！」

　拳を作ってやる気を見せると、今度は虹輝さんがたまらないといった様子で噴き出した。

「頼もしいな」

「任せてください」

　こういうなにげない会話が楽しい。初めて言葉を交わした夜に虹輝さんが言っていたように、彼とは波長が合うので無言も気にならないし、会話のテンポもちょうどいい。

「ちなみに香辛料ってどんなのが必要？　うち、そんなに揃っていないけど」

「私のマンションに寄ってもらってもいいですか？　取ってきます」

「それは全然いいけど……」

　語尾がスッキリしなかったので、なにか他の問題があるのだろうかと瞬きをする。

　虹輝さんは私をチラッと横目で見て口を閉ざした。

　なんだろう。気になるけれど聞きづらい。

　それから料理の話題に移り変わり、あれやこれやと話を弾ませているうちに私のマンションに着いた。

「すぐに戻ってきますね」

　シートベルトを外してドアを開けようとした私の手首を虹輝さんがいきなり掴む。

「一応、泊まる用意も持ってきて」

　とても真剣な表情で告げられて、心臓がドクンと脈打った。

　もしかしてさっきこれを言おうとしていたの？

　口を引き結んで大きくゆっくり頷くと、虹輝さんは安堵したように肩の力を抜く。

　なんでもスマートにこなす人だと思っていたけれど、実は私みたいに頭の中でいろいろ考えているのだろうか。彼への愛しさが爆発しそうなほど膨れ上がり、胸がぎゅうっと締めつけられて甘く痛んだ。

　明日も互いに休み。いつまで一緒に過ごすつもりなのかな？　午後から英会話のオンラインレッスンが入っている。パソコンも持っていく？　いったい何時まで居座るつもりだと鬱陶しがられるかな。

　必要なものを大きめのバッグに詰め込みながら考えに考え、レッスンの時間までには帰ってこようと決心する。

　私もやるべきことがあるし、虹輝さんだってひとりの時間は必要だ。その一線はきちんと引かなければまた過去の失敗を繰り返す。

　車に戻り、虹輝さんのマンションに向かって再び走り出す。途中スーパーとケーキ屋に寄り、必要なものを購入した。




　虹輝さんが暮らす部屋は高層マンションの最上階で、３ＬＤＫという豪華な間取りだった。

　日当たりのいい大きなバルコニーから続くリビングダイニングキッチンには、大きな観葉植物と絵画が飾られている。

　窓際に天体望遠鏡が置いてあり、天体観測が趣味だと話していたのを思い出した。

　白壁とは対照的なモノトーンでコーディネートされた家具が並び、センスのよさがうかがえる。

　キッチンはしっかりと使い込まれていて、ここで彼が生活しているのが伝わってなぜかドキドキした。

「コーヒーと紅茶、あとは麦茶くらいしかないけど、なに飲む？」

　ソファにちょこんと座っている背中に質問を投げられて立ち上がる。

「お手伝いします」

「いいよ、これくらい」

　でも、と言いかけたところで優しい眼差しを向けられて胸がキュッとなる。

「俺の部屋に菜乃がいるのをここから眺めるの、気分がいい」

　そんな甘ったるい顔と言葉を向けられたらいつも通りではいられない。

　顔を俯かせ、「紅茶をください」と蚊の鳴くような声で言うことしかできなかった。

　虹輝さんは手際よくケーキと飲み物の用意をしてテーブルに並べた。

　ダイニングテーブルじゃなくていいのかな？と目線をダイニングに流した私の考えを察したのか、虹輝さんがふっと笑う。

「菜乃とくっついていたいから」

　説明しながら、四人掛けのソファなのに私にぴったりと寄り添うようにして座る。

　嬉しいけれど、これでは食べられない。

　うかがうように横を向くと、目と鼻の先にある虹輝さんの顔が近付いてきて丁寧なキスをされた。

　触れるだけのキスに物足りなさを感じ、離れた唇をつい見つめてしまう。

「もっとしたい？」

　素直に頷くと、形のいい唇が弧を描いた。

「かわいい」

　綺麗な顔が近付いてきてそっと目を閉じると、口にやわらかな感触が落ちた。頭をかき抱いた虹輝さんの手によって自由が奪われ、降り注ぐ口づけを必死に受け止める。

　虹輝さんの唇の弾力に夢中になり始めたあたりで、遠慮がちに舌が入ってきた。

　私の舌先や前歯の裏にちょこっと触れたりして遊んでいる。でもやられているこちらはうなじの辺りがぞわぞわして感情が昂っていく。

　頭がぼうっとし始めると虹輝さんの行為はだんだん激しさを増し、そうかと思ったら急に刺激が弱まって焦らされ、翻弄されて頭がおかしくなりそうだった。

　淫らなキスの音が静かな部屋に響く。それがまた情欲を煽り、夢中になってやめられないし、もっと欲しいと求めてしまう。

　無意識に虹輝さんの肩や背中に手を回し、必死にしがみついていた。

　そんな中、ガタッと大きな物音が鳴って我に返った。

　驚いて虹輝さんから離れると、テーブルの上でティーカップの液体が波打っているのが目に入る。

「悪い。脚がぶつかった」

「脚が長いから……」

　わずかな沈黙の後、揃って笑みをこぼした。

「紅茶が冷めるし食べようか。こっちはまた後で食べるよ」

　チュッとリップ音を立ててキスをして、何事もなかったかのように虹輝さんはテーブルと向き合った。

　さすが飛行機を飛ばしているだけあって鋼の心臓だ。私はキスの余韻で鼓動が鳴りやまないというのに。

　胸に手を置いて呼吸を整えている私を彼は楽しそうに眺めていた。

　ケーキを食べた後は仕事の話題に花を咲かせた。

　フライトでの出来事を聞かせてもらえるのは、彼女の特権だなと幸せな気持ちになる。そして私たちは苦楽を分かち合える関係なのだと実感した瞬間でもあった。

　夕飯のカレーは予定通りふたりで作り、虹輝さんの器用さに驚かされた。

　車の運転もうまいし、キスも私を骨抜きにしちゃうし、細かい作業が得意なのだろう。

　途中いやらしい思考が紛れ込んだけれど事実なのだから仕方ない。

　食事を終え、お皿を食器洗い乾燥機の中に入れている虹輝さんを眺めていたら、不意に彼が顔を上げた。

「菜乃、先にお風呂入る？」

　泊まっていく方向でいいのかと考えていたところだったので、思わずかっと目を見開いた。

　距離があるので私の些細な表情の変化に気付かなかったらしい虹輝さんは、顎をクイッとやって言う。

「悪いけどそこのボタン押してくれる？」

　指示通りに従って給湯器の風呂自動ボタンを押し、刻一刻と迫るその時にドキドキと胸を高鳴らせた。

「化粧を落としたり、いろいろやることあるだろうから行ってていいよ。ここは片付けておく」

「ありがとうございます。じゃあ……」

　お言葉に甘えて洗面所へ移動して、ひとりになった途端盛大な息を吐き出した。心臓がいくつあっても足りない。

　浴室に置いてある虹輝さんのシャンプーや、香りのいい海外ブランドのボディソープなどを目にしただけで鼓動が速まる。いつもより入念に全身を洗い流し、心はともかく身体はスッキリさせた。

　持参したパジャマはボルドーに近い色味のチェリー柄で、袖がパフスリーブになっていてかわいい。ショートパンツは股下十センチほどの短さなのだが……夏だし許されるよね？

　鏡に顔を映して不備がないか確認する。

　髪よし。パジャマよし。顔は……ノーメークだからどうしようもない。

　いつもはファンデーションでごまかしている頬の赤みがもろに出ているので、これ以上赤面しないように気を付けなくちゃ。

　両手で拳を作り、気合いを入れて廊下に出る。爆発しそうなほど騒いでいる心臓の音をうるさく感じながら、リビングへ足を踏み入れた。

「お先にいただきました」

　ソファでなにかの教本に目を落としていた虹輝さんが振り返り、私を目にして固まった。

「どうかしましたか？」

　尋ねながら、なにかしでかしたのかと心が落ち着かない。

「いや、なんでもない」

　虹輝さんはついと顔を逸らして立ち上がる。

「すぐに出るから、適当に寛いでいて。冷蔵庫にビールとチューハイが入ってて、ワインセラーからも好きなもの出していいから」

　とんだ酒豪だと思われている。その通りなので言葉を受け入れて、リビングから出ていくうしろ姿を見送った。

　ああ言っていたけれど虹輝さんと乾杯してから飲みたい。

　冷蔵庫から冷えた麦茶をもらって火照りを冷まし、綺麗に片付いているキッチンをぼんやり眺める。

　調味料もだけど、調理器具は必要最低限しか揃えられていなかった。食器も少なく、箸にいたっては一膳しかなく割り箸を使用した。

　私が入社してから虹輝さんの浮いた噂は耳にしていないし、彼以外の気配がまったく感じられない部屋を見る限り、親しくしていた女性はいなかったのだろう。

　モテるのにどうして？　私のように問題を抱えていそうには見えないし。

　思いあぐねていたら虹輝さんが戻ってきて、慌ててグラスをシンクに置いた。

　虹輝さんはまだ少し濡れている髪で私をチラッと見て、またすぐに顔を前に戻す。

　さっきからなんなのだろう。

　私と同じように麦茶をグラスに注いで飲む姿を静かに眺めた。

　声フェチなのは自覚しているのだが、喉仏も好きかもしれない。上下に動くところが色っぽくて目が離せない。白のシャツにネイビーの短パンというシンプルな部屋着なのに、どうしてこうもカッコいいのか。

　飲み終わったグラスを片付けた虹輝さんは、私に目もくれずワインセラーの扉を開けて並んだボトルを眺め始めた。

「菜乃のリクエストは？」

「強いて言えば赤かな？」

「重さは？」

「カレーの余韻もあるし……合わせると、フルボディ？」

　問われるがまま答えると、ワインセラーの前で座る丸まった背中が揺れ、クックッとこらえるような笑い声がした。

「言っておきますけど、料理教室に通っているから知識があるだけで、飲んだくれているから詳しいわけではないですよ」

　じろりと背中に鋭い視線を投げる。

「菜乃はかわいいな」

　答えになっていない甘い言葉が返ってきて途端に動揺した。

「なんですか、それ」

　一本のボトルを手にして立ち上がった虹輝さんが私のそばまで歩み寄る。

「菜乃の言動ひとつひとつが俺のツボで、本当にかわいい恋人だなって思っただけだよ」

　空いている手でポンッと私の頭を撫で、キッチンへ入って戸棚からグラスを取り出す。

　対して私は、流れるような手際のよさで準備する様を、全力疾走した後のように鼓動する心音を聞きながら眺めることしかできなかった。

　天体望遠鏡で月の表面や星団を眺めつつ、恋人に注いでもらったワインを飲むのは最高に幸せだ。

　気分がよくてつい飲みすぎてしまいそうになるのをこらえ、顔色ひとつ変わらない横顔を盗み見た。

　初めて一緒にお酒を飲んだけれど、虹輝さんも結構強そう。

「これを飲んだら寝室に行こうか。生活リズムが乱れるのはよくない」

　体調管理をしているパイロットらしい発言に胸がときめく。

　休日ですら羽目を外さないのだろうな。自分を律しているところが尊敬できて、やはりこの人と一緒にいたいと思う。

　最後の一滴まで飲み干して身支度を終え、揃って寝室へ移動した。

　ほどよく冷やされている部屋にはキングサイズのベッドがドンッと置かれ、あとはサイドテーブルと観葉植物、間接照明があるだけ。

「ベッド大きいですね」

　圧倒されて立ちすくむと虹輝さんは苦笑する。

「寝るためのものだから、大きい方が休めると思ってね」

「なるほど」としか返せない。

　手を引かれてベッドに入り、広すぎるマットレスの上でどうしたものかと目を泳がす。

「もう少し小さくてもよかったかもな。こんなに広いのに菜乃にくっついて寝ていたら、触れたいだけっていうのがバレバレだもんな」

　かあっと顔に熱が集まった。

　バレバレでいいし、こちらとしては大歓迎なのだけれど。

　しかし私をその気にさせた当の本人は、澄ました顔で身体を横にする。

　あれ？　キスは？　ギュッとしないの？

　頭の中に疑問符を浮かべながら私も虹輝さんの方を向いて寝そべる。

　視線が絡み、虹輝さんが優しく微笑んだ。

「眠れそう？」

「多分」

　そう返すと、「眠れなかったら起こしていいから」と思いやりのある言葉をもらう。

　そうじゃない。私が欲しいのはそういうのではなくて。

「明日のことは明日考えよう」

「はい」

「おやすみ、菜乃」

　部屋の照明を落として寝る体勢になった虹輝さんは、目を閉じて動かなくなった。

　薄暗い中で綺麗な寝顔を信じられない気持ちで見つめる。

　まさかこのまま眠るつもり？　嘘でしょ……。

　ざわざわと嫌な音を響かせて心臓が鼓動する。

　もしかして女性の身体に興味がない？　だから長い期間恋人がいなかった？

　しかしそうなると私と付き合っている彼の行動は説明がつかない。

　唾をごくりと飲み込み、恐る恐る虹輝さんの腕へ手を伸ばした。

　軽く触れると、閉じられていた瞳がすぐに開く。

「どうした？　眠れない？」

「眠りたくないです」

　どういう意味だろうと考えているのか、虹輝さんは瞬きを繰り返す。

「虹輝さんは、その……」

　一度言葉を切って、不思議そうにしている顔を見据えながらひと思いに言う。

「したくありませんか？　私は虹輝さんに抱いてもらいたいです」

　彼の腕に置いたままの手が小刻みに震えているのを、多分虹輝さんも感じ取っている。

　どうしよう。引いたかな。優しい彼のことだ。女性の私からこんなふうに懇願されたら、たとえ嫌でも断りにくいよね……。

　言ったそばから後悔し始めて、目を合わせていられなくなった。引っ込めた手はやり場をなくして彷徨さまよう。

「いいのか？」

　少し掠れ気味の声が落ちてきて、顔を上に向けたところで腰を引かれて距離がグッと縮まった。虹輝さんの高い体温が伝わり安心感と高揚感に包まれる。

　そう、こういうのを求めていたのだ。

「せっかく我慢していたのに、煽られたら手加減なんてできないけど」

「どうして我慢する必要があるんですか？」

　率直な疑問をぶつけると、虹輝さんは私の後頭部に手をやってゆっくりと撫で始める。

「付き合って一週間ちょっとだ。それなのにセックスしようとしたら、心配性の菜乃は身体目的なんじゃないかと不安になるかもしれないから」

「そんなの、考えてもみませんでした」

　虹輝さんは的が外れたという表情をして息をつく。

「むしろたくさん触れてもらえた方が安心します」

「意見が合ってよかったよ」

　後頭部にあった大きな手が耳を触りながら首筋に下りてきて、鎖骨の間を通りすぎ、胸の膨らみの上で止まった。

　ドキドキしすぎて息ができない。口を真っ直ぐに結んでいると虹輝さんの顔が近付いて唇が触れた。

　彼のキスはいつも優しいものから始まり、徐々に荒々しさを増していく。

　開けて、とでも言うように唇の隙間をなぞられて、うなじの辺りがぞわりとした。侵入した舌が口内を探り、私の舌を見つけて楽しそうに表面を舐める。

　じわじわと絡まる舌の動きに合わせて、丁寧に胸の膨らみを揉んでいた手が遠慮をなくす。

　与えられる快楽に思考が溶け始めた頃、虹輝さんが上半身を起こし、次いで私の身体を引っ張り起こした。

「脱がせていい？」

　湿った口元を手の甲で拭いながら頷くと、虹輝さんはまず先に自分が身に着けている衣服を脱ぎ捨てた。

　綺麗に割れた腹筋と、予想以上に分厚い胸板を目にして心臓が早鐘を打つ。

「正直言うと、風呂上がりが一番危なかった。菜乃の足が綺麗で、触れたくて仕方なかった」

　様子がおかしいなと思っていたけれど、まさか欲望に耐えていたとは。

　私のパジャマを脱がせながら本音をこぼす彼に愛おしさが募り、なぜだかわからないが鼻の奥がツンとした。

　下着姿になると不意に虹輝さんが動きを止める。どうしたのだろうと自身の身体を見下ろしてようやく理解した。

「ごめんなさい。これナイトブラだから脱がしづらいですよね」

「ナイトブラっていうのか。さっき触った時、中心に穴が空いていたからドキッとした」

「クロスになっているので、寝ている間も胸を中心に寄せて、正しい位置をキープしてくれ……」

　説明途中で、布の切れ目から覗く胸の谷間に指を差し込まれた。

「っん……」

　思わず声が漏れて、慌てて口元を手で押さえる。

「こんなところでも意識が高いんだな」

　感心した口ぶりは、胸の谷間をなぞる指の動きと合っていない。

「これはこれで色っぽくていいけど、菜乃の全部を見たいから脱がすよ」

　虹輝さんは躊躇なく下着を引っ張り上げて、そのまま私をベッドに押し倒す。

「綺麗だ」

　私の裸体を見下ろしながら、口角を上げて呟く顔こそ美しい。

「あの、恥ずかしいので、あまり見ないでもらえますか……」

「それならこれでいい？」

　虹輝さんは私に体重を預けて密着し、耳たぶが湿るほどの距離で「好きだよ」と囁く。

　声フェチとカミングアウトしたからわざとやっているのだろうか。

　わからないけれど、脳まで溶かされていくような感覚に襲われて全身がぞくっと震えた。

「虹輝さん……」

「菜乃、好きだよ」

　甘ったるい声で何度も想いを告げる彼が好きでたまらない。

「私も好きです。大好き」

　虹輝さんの肩に手を回してぎゅうっとしがみつく。

　いつの間にか互いの肌は汗ばんでいた。彼のものが深いところにまで届き、心地のいい圧迫感に身体が反り返る。

「あっ……」

　逞しい身体がほんの少し距離を取り、私の顔を覗き込んだ。

　必死でなにかをこらえる表情に胸が締めつけられ、「お願い、もう……」と訴える。

　熱を孕んだ瞳がゆらっと揺れたのを目にしたのが最後、私は快楽の波に飲み込まれた。

　はあはあ、と肩で息をつき、目を瞑ってまだ残っている余韻に浸る。

「大丈夫か？」

　目を開けると虹輝さんが心配そうにしていた。彼はもう息を整えていて、さすがパイロットは体力がある……と尊敬の念を抱く。

「気持ちよかったです」

　正直な感想を伝えると虹輝さんは目を見張り、照れたように顔を逸らす。

「また抱きたくなるから、あまり煽らないでくれ」

　さっきまでの獣のような気配はどこにもなく、かわいらしいとさえ感じる態度に笑みがこぼれる。

「菜乃にはいい意味で振り回されっぱなしだ」

　虹輝さんは苦笑しながら私の唇を塞いだ。互いの吐息が交じり合い、心が満たされていく。

　愛情がたっぷり注がれる口づけに幸せを感じながら、もう彼のいない人生には戻れないな……と頭の片隅で考えていた。










心までも悪天候のように




　虹輝さんと幸せで穏やかな時間を過ごした休み明け。

「菜乃さん、椎名さんですよ」

　出発業務をメインとする私とは違い配置換えの多い朱莉ちゃんだが、今日は同じゲート勤務にあたっている。

　遠くの方からコーパイとＣＡを引き連れ歩いてくる悠々とした姿を、眩しいものを見るように眺めた。

　虹輝さんは今日から四日間ニューヨークのフライトがあり、五日後の休みに会う約束をしている。ステイ中に電話ができるかわからないし、実は少し不安だ。

「あんな素敵な人が彼氏だなんて、ほんとーっに羨ましいです」

「朱莉ちゃん、誰が聞いているかわからないから」

　こそっと耳打ちすると、朱莉ちゃんはキョトンとする。

「え？　内緒にしているんですか？」

「まだそれについて話し合っていないの」

　仕事に真面目な彼だから職場で騒がれたくないかもしれない。

「えー、でも、明らかに菜乃さんのこと見ていますよね」

　その通りで、距離が近付くにつれ虹輝さんの眼差しが自分に注がれているのがわかった。

　胸がドキドキと鳴ったが、感情が表に出ないように背筋を伸ばす。

　颯爽と歩くパイロットふたりはとにかく目立っていて、私たち空港関係者だけでなく近くにいる人々の視線も集めている。

　そんな注目の的である虹輝さんが私の前で歩みを止めた。

「行ってくる」

　表情をやわらかくした彼の言動に、隣にいるコーパイの紺野さんが目を剥いている。

　私も突然の出来事にさすがに動揺が走り、口をパクパクさせた。

「お気を付けていってらっしゃいませ」

　隣から朱莉ちゃんの元気な声が飛ぶ。彼女の声につられて私も頭を下げ「いってらっしゃいませ」と挨拶をする。

　返事に満足したらしい虹輝さんは優しく微笑み、いつもと変わりなく優雅な足取りで場を立ち去る。

　ＣＡたちからは、声はあがらなかったにしろただならぬ気配がひしひしと伝わってきた。

「椎名さんはオープンにするつもりみたいですね」

「そう、だね」

　まだ動悸がしている胸を落ち着かせようと深呼吸をして、仕事に意識を集中させた。

　昨日は英会話のレッスンがあるからと、お昼ご飯を揃って食べた後に自宅へ送ってもらった。

　洗濯、掃除、自炊などやるべきことをやり、色惚けせずにいられたと思う。

　ただ今日からはどうだろう。仕事に集中している時はよかったけれど、更衣室で着替えを済ませた途端、ニューヨークからの連絡を待ちわびて必要以上にスマートフォンの確認をせずにはいられない。

　自宅マンションへ帰宅してもそれは変わらず、だんだん気が滅入る。

　羽田発ニューヨーク着の直行便はフライトが十三時間に及ぶ。時差もちょうど十三時間日本が進んでいるので、虹輝さんは十時二十分に飛んで現地時間の十時十五分に到着する。

　日付が変わるまでには連絡が来るだろうか。

　ただ明日も早番なので四時起床だし、二十二時には就寝しないと体力がもたない。

　酒の力に頼りたくなかったが、そわそわして落ち着かず眠れそうになかったので、アルコール度数が強めのワインをグラス一杯飲んでからベッドで横になった。




　ふと目が覚めて枕元に置いてあるスマートフォンを探す。画面を光らせるとまだ未明の三時を回ったところだった。

　メッセージアプリを開いてみたが誰からの連絡も入っていない。

　疲れているし、ホテルに着いてすぐ寝てしまったのかも。

「雨か……」

　建物を打ち鳴らす音に耳を澄ませ、そろりとベッドから下りてカーテンを開けた。

　窓ガラスは雨水で滲み、遠くの方で雷が鳴っている。おそらくこの音で起きたのだろう。

　大型の台風が関東に近付いてきている。最も接近するのはまだ先なのに、すでにこの雨風では飛行機運航に影響を及ぼしそうで憂鬱になる。

　目が覚めてしまったし、二度寝は諦めて冷蔵庫からレモン水を出してコップ一杯飲み干した。

　それから顔を洗って歯磨きをして化粧をする。身なりを整えたらテレビのニュース番組を流し、スマートフォンを手にした。

　虹輝さんへのおやすみのメッセージは既読になっている。返信を催促するような内容はやめておこうと思い、【おはようございます。こっちは大雨です】とだけ送信した。

　いつもよりのんびりと朝の時間を過ごして空港へ向かう。お昼休憩までには返信があるだろう、と考えていたこの時の私にはまだ心の余裕があった。

　十三時を迎えてランチタイムになっても返事がなく、しかも既読にすらなっていないのを知って心臓がドクドクと嫌な音を立て始める。

　電話をしようかと頭をかすめたが、寝ているところを起こしたら申し訳ない。

　仕事が終わるまで一時間ほどだしもう少し様子を見よう。

　気持ちを奮い立たせて業務にあたり、タイムカードを切るまでなんとか気丈に振る舞っていたのだが、更衣室でメッセージアプリになにも届いていないのを目の当たりにして、吐き気がした。

　連絡を取り合うようになってから一度もこんなことなかったのに。

「菜乃さん、顔色が悪いですけど大丈夫ですか？　生理？」

　異変に気付いた朱莉ちゃんが眉尻を下げている。

「生理は来週かな。そうじゃなくてね」

　言葉を切って、不安を吐露していいものかと悩む。

「もしかして椎名さん？」

「え？」

　どうしてわかったのだろうと驚くと。

「凛りんさんのアカウントに写真載っていましたよね。ほら、フォロワーが多くて、結構有名なＣＡの」

　予想の斜め上を行く発言をされて困惑した。

「誰それ？」

「あれ？　それが原因じゃないんですか？」

　不思議そうにしながらも、朱莉ちゃんは凛という女性のアカウントページを開く。

「知り合いじゃないんですけど、空港関係者が結構写っているからフォローしているんです。ほら、ここに椎名さんが」

　そう言って見せられたのは、虹輝さんと紺野さん、それに二名のＣＡが食事をしている写真だった。虹輝さんの隣に座るＣＡは、写真に収まろうとしているせいか身体が傾き、彼の腕に触れているように見える。

「同じグループで行動するので食事も一緒になるのはあたり前ですけど、いい気はしないですよね。でも、これじゃないんですよね？　変なもの見せてすみません」

　肩を落としてしゅんとする朱莉ちゃんに慌てて首を横に振る。

　この写真を目にしていい気はしないと発言した朱莉ちゃんになら、相談してもいいかな……。

「まだ少し時間ある？」

「ありまくりです。カフェ行きましょうか」

　力強く頷いた朱莉ちゃんにちょっとだけ救われた気持ちになった。

　空港内のカフェに場所を移し、朱莉ちゃんはほうじ茶ラテ、私はジンジャーエールを注文してふたり掛けのテーブル席に座った。

　前置きなどせず単刀直入に話を始める。

「虹輝さんってすごくマメな人で、毎日必ず連絡をくれるの」

「素敵～！」

　朱莉ちゃんは目をキラキラさせた。

「でも昨日ニューヨークに飛んでから一度も連絡がないの」

「一度も？」

「そう。朝送ったものは既読にすらなっていない」

「どうしてでしょう？」

　眉間に皺を寄せて朱莉ちゃんは唸る。

「食事するタイミングでひと言返せますよね」

　その通りで、大きな溜め息がこぼれ落ちる。

「無事に到着できているのを知れたのはよかったけど」

「電話はしたんですか？」

　首を左右に弱々しく振る。

「今ここでしてみてください。大好きな恋人からの連絡を鬱陶しがるような人じゃないと思います」

　私もそう思う。背中を押され、小刻みに震える指でスマートフォンを操作して発信した。

《おかけになった電話は、電波の届かない場所にあるか、電源が入っていないためかかりません》

　機械的なアナウンスが流れて頭が真っ白になった。

　まさか繋がらない状態になっているなんて……。

「出ませんか？」

「電源が入っていない」

「え！」

　朱莉ちゃんが目を丸くする。

「充電器忘れたんですかね」

「でも紺野さんや、ＣＡの誰かに借りられるはずだよ」

「そう言われればそうですね」

　沈黙が落ち、周りの喧騒がやけにはっきりと聞こえた。

「椎名さんのグループで連絡が取れる人はいませんか？」

「私、知り合い少ないから……」

「そっか。私も知らないし、困りましたね」

　なにか連絡を取る手段はないかと頭を悩ませる朱莉ちゃんを眺めていたら、目の奥の方が熱くなってきた。

　たったこれだけのことで動揺して不安になって情けない。

「付き合わせてごめんね。雨がひどくなる前に帰った方がいいよね」

　昼過ぎから雨風は鳴りを潜めているが、夜にかけてまた大雨になる予報だ。

「私は全然大丈夫です。なんなら夜までお付き合いしますよ？」

　朱莉ちゃんの優しさがじわりと胸に沁みて、また感情の波が荒くなったような感覚に陥る。

　ちょっと情緒不安定すぎるな。

「ありがとう。今日のところは深く考えずに連絡待ってみる」

「もう、椎名さん帰ってきたら私からガツンと言ってやるんだから！」

　鼻息荒く、プンプンという効果音が一番合う様子の朱莉ちゃんに、できる限り声を明るくしてお礼を伝えた。




　しかし私の強がりも虚しく、とうとう三日経っても虹輝さんから連絡は入らなかった。

　ここまで来たら、スマートフォンが壊れたのだろうと推測する。

　もしかして現地でＣＡといい感じに……という考えが一度も脳裏をかすめなかったのかと聞かれれば、答えはノーだ。

　虹輝さんに限ってそんな真似はしないと頭ではわかっているのに、ほんのわずかでも疑う気持ちがよぎった自分を嫌悪する。

「……新川さん？　聞こえてる？」

　意識が違うところに飛んでいてハッと我に返る。真横に同僚のグランドスタッフがいて息を呑んだ。

「最近体調悪そうにしているけど大丈夫？」

「ごめん、大丈夫」

　四連勤最終日、遅番の私は二階の出発ロビーでゲート勤務にあたっていて、休憩を終えて移動している最中に横から呼びかけられていたらしい。

「でも、ずっと元気がないよね」

　仕事中は笑顔を絶やさず過ごしているつもりだったので、頭を鈍器で殴られたような衝撃だった。

「無理しないでね。じゃあ、私はこっちだから」

　同僚はにっこり笑い、手を軽く振って持ち場へと歩いていく。私も歩みを進めたいのに足が鉛のように重くて動かない。

　接客業なのにこんなふうになってはダメだ。恋愛を中心にして生きるという、最も恐れていた事態を起こしている。

「どうしよう」

　休憩時間はまだあるから、トイレに行って頭を切り替えよう。そう考えて足を動かそうとした時。

「菜乃！」

　自分の名前が響き渡り、何事かとうしろを振り向く。足早にこちら目がけて一直線に歩いてくる虹輝さんの姿を見つけて、胸が痛いほど締めつけられた。

　虹輝さん……。

　ニューヨーク発羽田着のフライト便は十八時三十分の到着予定だった。今は十九時を過ぎたところなのでデブリーフィングを終えたばかりのはず。

「よかった、会えて」

　急いでここまで来たのか、珍しく呼吸を乱している。上下する肩には機長の証である四本のライン。

　私服姿はもちろんカッコいいけれど、パイロットの制服を着ている時はカッコいいというより神々しい。この姿を前にすると自然と身が引きしまる。

「心配かけたよな？」

　喉になにかがつっかえていて声にならず、奥歯を噛みしめて大きく頷いた。

「悪かった。スマホが壊れて使えなくなったんだ」

　やっぱりそうだったんだ。理由がはっきりして幾分気持ちが落ち着く。

「今日仕事が終わったらうちに来ないか？」

「二十三時過ぎますよ？」

「菜乃が構わないなら会いたい」

　ああ、もうっ。今すぐにでも抱きつきたい。

　身体の奥から込み上げる想いを抑えつけて首を縦に振る。

「私も一緒にいたいです」

「よかった。俺はひとまず新しいスマホを購入してくるよ。使用できるようになったらすぐ連絡を入れるから」

「はい」と短く返事をすると、虹輝さんは私の頬を指でするりと撫でた。

「続きはまた後で」

　甘く囁いて、直立不動になっている私に背を向け来た道を戻っていく。見えなくなるまで見送りたかったが、休憩時間が終わる頃なので私もくるりと方向を変えて持ち場へ急いだ。




　更衣室で着替えると早足で駐車場へ向かう。強風が吹き荒れる中、見慣れた車に駆け込んだ。助手席のドアを閉めて風で乱れた髪を手で整えながら頭を下げる。

「こんな悪天候の日に運転させてすみません」

　空港からタクシーで向かうこともできたのに、彼は一度家に戻り、また迎えに来てくれたのだ。

　こちらに伸びてきた虹輝さんの手に頭をかき抱かれ、口を塞がれた。

　触れるだけのキスをして虹輝さんは、ふーっと大きく息をつく。

「連絡が取れない間、菜乃を不安にさせていないか心配でたまらなかった」

「……すみません」

「いや、絶対的に俺が悪いから。最近スマホの電池がすぐなくなると思っていたんだ。さっさと買い替えればよかった」

　突然スマートフォンの電池が膨張して熱を放ち、間もなくして電源が落ちて再起動できなくなったらしい。データの移行は問題なく行われたそうだ。

　どうしようもないことだし彼が悪いわけではない。むしろ心配性の恋人である私の存在が、虹輝さんに余計な心理的負荷をかけ、日常生活の足枷になっている。

　説明をしながら車を発進させた虹輝さんの横顔を見つめる。

　恋人の最高峰とも言える虹輝さんとの交際でさえこんなに情緒不安定になるのなら、私は一生誰とも結婚できないのではないかと途方に暮れた。

　遅い速度で接近していた台風は今夜未明に最も接近する。ワイパーを一番速く動かしても視界は悪く、運転に集中できるようにマンションに着くまで口を噤んだ。

　無事に到着して部屋に入るとようやく肩から力が抜ける。事故に遭わなくてよかった。

　洗面所でふたり並んで手を洗う行為にすら幸せを感じ、心が満たされ凪いでいく。

「お腹は空いてる？」

「少し」

「炒飯、焼きそば、焼うどんくらいしか作れないけど……あと、ねばねば味噌汁とか」

　タオルを分け合って手を拭きながら「あっ」と声をあげる。

「ねばねば味噌汁飲みたいです」

「この時間帯に食べるものとしてはいいよな。俺は一応さっき入ったから、菜乃はこのまま風呂に入って。その間に作っておくよ」

「こんなに至れり尽くせりでいいんでしょうか。虹輝さんの方が疲れているのに」

　虹輝さんは私の額にチュッとキスをして微笑む。

「俺は別に疲れていない。菜乃を不安にさせた分、いっぱい甘やかすと決めていたし」

　嬉しい反面、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「……ありがとうございます」

「四連勤お疲れさま。ゆっくりお湯に浸かっていいから」

　思いやりのある言葉を残して虹輝さんは廊下に出ていく。ふと視線を辺りに走らせると、先日お泊まりした際に置いていったパジャマと下着がすでに用意されていた。

　胸が温かなものでいっぱいになり、両手で顔を覆って幸せを噛みしめた。

　お風呂から上がって料理をいただき、ソファに腰かけて久しぶりのふたりの時間を満喫する。

　いつの間にか日付が変わっていたが、まだ話をしたいと虹輝さんが言うので、ふたり分のミネラルウォーターを持って寝室へと移動する。

　ベッドに座って向き合うと、虹輝さんは私の両手を強く握った。

「菜乃の電話番号は暗記した。今後なにかあっても連絡は必ずすると約束する」

　複雑な心境で目の前の彼を見据える。

「上かみ村むらさんのＳＮＳアカウントは知っているか？」

　聞き覚えのない名字だったが、思いあたる人物がひとりいる。

「凛さん？」

「そう」

　胸がざわつき、唇を結んでこくりと頷いた。

「普段俺はステイ先でもひとりで行動することが多い。もちろんグループ全員で、という時は付き合いで参加する」

　私は黙ったまま静かに虹輝さんを見つめた。

「あの写真は、俺のスマホが壊れて菜乃と連絡が取れないとこぼしたら、元気にしている姿を自分のアカウントで見せればいいんじゃないかと、上村さんに提案されたんだ」

　きっと善意で言ったのだと思う。でも本当にそれだけの理由だろうかと疑う自分が嫌になる。

「紺野もいるから誤解はされないだろうと思ったけど、心配事を増やしただけだったよな」

「いろいろ考えてくれていたんですね。ありがとうございます。正直に言うと、不安で心が押し潰されそうでした。虹輝さんとなら自分を見失わず、強くいられると思っていたけどダメでした」

　虹輝さんは顔を悲しげに曇らせる。こんな表情をさせたいわけじゃない。

「誰だって丸三日恋人から返事がもらえなければ不安になるし、電源さえ入っていないと知ったら心配する。菜乃の依存体質は関係ない」

　諭すように言われて、泣きそうな衝動が喉元からせり上がってくる。

「たとえそうだとしても、菜乃が不安にならないように、全力で愛せばいいんだろう？」

「もう十分伝わっています」

「そうでもない」

　目を細め慈しむような眼差しを注がれて、優しすぎる彼の心遣いに涙が溢れて困ってしまう。

「好きだよ」

　甘い声で囁かれ、親指の腹でそっと涙を拭われるとすべてを委ねたくなる。分厚い胸板に顔を擦り寄せた。

「私も好きです」

　私の顎を持ち上げて自分の方を向かせた虹輝さんは、触れるだけの優しいキスをした。こちらの反応をうかがいながら一回一回丁寧に行為を繰り返す。

　大切にされているのがひしひしと伝わり、胸の奥に溜まったどす黒く濁ったドロドロの液体が、綺麗に浄化されていくような感覚がした。

「これは付き合う前から考えていたことなんだが」

　チュッと音を鳴らして唇を離した虹輝さんは、間接照明が置いてあるナイトテーブルの引き出しからなにかを取り出した。

「受け取ってもらえる？」

　手渡されたのは電子キーで、突然のことにポカンとする。

「付き合ってみて思いのほか休みが合ったから先送りにしていたけど、菜乃と付き合うなら早々に同棲したいと思っていたんだ」

　息を呑んで手の中にある電子キーに目を落とす。

「同棲したらもっと一緒にいられる」

　胸の奥からせり上がる熱いもので息苦しさを感じた。意識的に息を吐いて心を落ち着かせる。

「虹輝さんはどうして私を選んでくれたんですか？　理由は聞かせてもらいましたけど、それにあてはまる女性は他にもたくさんいますよね」

　話が突然変わり、虹輝さんは目を白黒させながらも首を横に振る。

「いや、いないだろう。現に俺が心を動かされたのは菜乃だけだ」

　恋というのは頭でするものではないというのは、自分が一番わかっている。それなのにこんな質問をするのは安心したいがため。

「俺がどれだけ菜乃が好きなのか、やっぱり伝わってなさそうだな」

「ごめんなさい。伝わっています。本当です」

　電子キーをギュッと握りしめる。虹輝さんは眉間に皺を寄せて私の肩を掴んだ。

「何度だって言うよ。菜乃の笑顔が好きだ。とくにお酒を飲んで大口を開けて笑っているところが好き」

　えっ、と思わず口を引き結ぶ。

「姿勢がよくて動作のひとつひとつに品があるところは尊敬しているし、そう見えてお酒を飲むと饒舌になって愉快げにするところとか、ギャップがかわいいと思っている。それから、なにより一緒にいて癒やされる」

　すらすらと語られる想いを聞いて、身体が燃えるように熱くなった。

　そんなふうに思ってくれていたんだ。自分が想像していたよりずっと彼に愛されている。

「さっきの言葉通り、今から菜乃を全力で愛してもいいか？」

　マットレスに私を押し倒し覆い被さった虹輝さんは、瞳を揺らして恋愛映画の台詞のような甘い囁きをする。彼の首に手を回し自分からキスを迫った。

　それが合図となり、行為が深いものへと変化する。

　ダメな部分を受け止め、理解してくれる虹輝さんへの想いが溢れて止まらない。

　大好き。好きすぎてつらくなるくらいに。

　心地いい高い体温に包まれながら、だからこそこのままではいけないと強く思う。

　虹輝さんに無理をさせ続けたくないし、なにより自分がいつか壊れるだろうから――。




　同棲の件は一旦保留にさせてもらった。本音はすぐにでも一緒に暮らしたいところだが、さらに依存する気がして躊躇したのだ。

『使いたくないなら使わなくてもいい。菜乃の安心材料になればそれでいい』

　あの日虹輝さんはそう言って、私が返そうとする合鍵を受け取らなかった。

　私たちが初めて言葉を交わした沖縄での夜も、依存体質という秘密を共有することをお守りだと思えばいいと言っていた。

　彼はずっと変わらず私を見守ってくれている。

　実際、彼の言動は大きな安心感をもたらし、あれからとくに問題は起きていない。

　八月二十一日の土曜日、食堂でお昼を食べた後なかなか連絡が取れずにいる姉に電話をかけた。

《もしもーし》

「日菜香ちゃん、久しぶり」

《やっと話せるね。どう？　こっちに来れそう？》

　沖縄の旧盆は八月二十日から二十二日だが、あいにくその三日間は仕事が入っていたので、明々後日からの二連休、二十四日と二十五日に行こうと考えている。

「チケット取れたよ」

《よかった！　仕事休めないけど、定時で絶対上がるから！》

「ありがとう。日中はおばあちゃんとお墓参りに行ったり、ゆっくり過ごすよ」

　手帳を眺め、虹輝さんはその二日間ソウルへフライトか、とテーブルに頬杖をつく。

《お父さんよりは早く帰るようにするから。それにしても生理と被らなくてよかったね》

　姉の言葉に思考が違うところに飛ぶ。

　あれ？　生理の予定日っていつだった？　今週のはずだよね……。

　先月沖縄旅行をする際に、プールに入るから生理と被らないように姉と日程を調整した。

　たしか沖縄から戻ってきてすぐ来たと記憶しているけれど。

　手帳のページを慌ててめくって先月書き込んだメモを探すと、七月十八日に〝生理開始〟と書き込まれていて思わず声をあげそうになった。

　逆算するとちょうど一週間前が予定日になる。だいたい二十七日の周期で一、二日のズレはたまにある。でも一週間遅れるというのは人生で初めてだ。

　胸のざわつきを覚え、用件だけ手短に伝えて電話を切った。

　生理が来ない理由はひとつしかない。でもそんなはずはない。虹輝さんは行為の時必ず避妊をしていた。

　休憩を終えて業務に戻り、きっと今日にでも来るだろうと思いつつ、もしもの可能性を捨てきれなくて頭がいっぱいになる。

　十四時半過ぎに空港を後にして自宅へと急ぐ。途中でドラッグストアに寄り妊娠検査薬を購入した。

　可能性がなくても、これで検査をして陰性であれば生理が来るまで平穏を手に入れられる。それがたとえ数時間だとしても、心配性の私にとってはとても大きい。

　今日は虹輝さんが休みで、夕方に迎えに来てもらって、付き合って一カ月のお祝いを兼ねて食事をする予定になっている。穏やかな気持ちで過ごすためにもやっておくべきだ。

　玄関を上がり、手洗いを済ませ、部屋のエアコンを起動させてトイレに行く。

　説明書に従って、キャップをした検査薬をトイレットペーパーホルダーの上に置いた。

　約一分待つと説明書にはあったがおそらくそんなに待っていない。

　すぐにくっきりとした二本線が現れて頭が真っ白になった。

　なにも考えられず、スティックを掴んでトイレの中で立ち尽くす。どれくらいそうしていただろうか、額から汗がぽたりと落ちて正気に戻った。

　ドッドッと太鼓を打ち鳴らすような心臓の音を聞きながら部屋に入り、テーブルにスティックを置いてスマートフォンを手にし、【コンドーム 避妊率】と入力して検索する。

「え、そうなの……」

　避妊法の代表格であるコンドームだが、その避妊率が約八十五パーセントと書かれており、初めて知った事実に愕然とした。

　さらに詳しく見ていくと、きちんと使用すれば妊娠率は三パーセントだが、適正に使用できていないケースが多いらしい。

　こんなふうに説明したら、虹輝さんに責任があると言っているようなもの……。いや、妊娠を望まないのであれば、ピルも合わせて服用しなければいけなかったと言えば、私に非があると伝わるだろうか。

　そこまで考えて、そもそも妊娠したと言えるはずがないと項垂れる。

　いくら誠実に付き合っているとはいえ、まだ交際一カ月にも満たない。

　仕事をなにより大事にして頑張っている虹輝さんは、まだまだ結婚なんて考えていないだろうし、私の妊娠なんて厄介事でしかないはずだ。

　それから排卵日を調べ、虹輝さんと初めてした日がそうだったのだとわかり頭を抱えた。

　衝撃が大きすぎてしばらく動けずにいたら、スマートフォンが振動してビクッと肩を揺らす。

　相手は虹輝さんで、【もう家に着いてる？】という短いメッセージだった。

　いつもなら仕事が終わったタイミングでこちらから連絡をするのに、今日は切羽詰まって疎かになっていた。

　本音は今すぐ会いたい。会って抱きつきたい。しかしそれはできない。

　今日の今日では動揺が伝わってごまかせないし、なにより笑顔でいられる自信がない。

　体調が悪くなったから会えない、と打ち込んだ文を消す。心配して栄養のあるものを買い込んでここまで来そうだ。

　ああでもないこうでもないと悩み、母親の体調が悪くなって会いにいかなければいけないから、今日の食事はキャンセルしたいと送った。

　すぐに【時間があれば夜に電話がしたい】と返信があり、ひとまず了承の返事をする。

　電話なら大丈夫だよね。夜まで時間はあるし、それまでに気持ちの整理をしよう。

　日菜香ちゃんに相談したい。でも、当事者である虹輝さんより先に他者に伝えるのは気が引けてできない。自分でどうにかしなくちゃ……。

　まずは病院できちんと診てもらわないと。今日は土曜日なので、明後日の朝一予約なしで行って遅番の勤務に間に合うだろうか。

　沖縄へ行くのはやめておこう。ドタキャンする形になって向こうの家族には申し訳ないけれど、なにかあったら後悔する。

　となると飛行機のキャンセルだよね。

　ノートパソコンを開いて操作しようとしたところで、帰宅してからまだコップ一杯の水すら飲んでいないことに気付く。

　気が焦りすぎている。少しは冷静にならないと。

　冷蔵庫からレモン水を取り出そうとして、缶ビールが目に入り動きを止める。

　そっか。妊娠しているのなら、お酒も薬も飲んじゃいけないんだよね。

　つわりはいつから始まるの？　仕事に影響は出る？

　一度落ち着こうとしていたのに、次から次へと雪崩なだれのように考えなければいけないことが押し寄せてくる。

　重苦しい溜め息をついて、ぐったりと床に座り込んだ。










前兆を知らせるうろこ雲




　台風が多い時期である今日は晴天で、空にかわいらしいもくもくとした雲が浮かんでいる。

　この仕事についてから空をよく見上げるようになり、空が好きな虹輝さんと付き合ってからさらに機会が増えた。

　遅番勤務の前に産婦人科へ行って、正常に妊娠をしていると診断を受けた。心拍が確認できないことからおそらく五週目前半だと言われ、虹輝さんと初めてした日に排卵していたとしたら計算が合う。

　次は二週間後に来てくださいと言われたのだが、そんなに長い間悶々としなければいけないなんてひどい話だ。

　虹輝さんには心拍の確認ができてから報告したい。なにがあるかわからないし、こんな想像したくもないけれどダメになる可能性だってあるから。




　翌日、母親の仕事が終わるタイミングでマンションを訪ねた。

　一泊分の荷物を詰めたバッグをかついだ私を見て母親は目を丸くしたが、急な来訪にもかかわらずご飯を作り始める。

「言ってくれたら準備しておいたのに」

「急に思い立ったから」

　なにかあったのかと、いろいろ聞きたいはずだろうに。気を遣って質問をしてこない優しさに胸がじわりと熱くなる。

　小さなテーブルに並べきれないほどの美味しそうな料理を前にすると、沈んでいた心が少しだけ浮上して久しぶりに上手に呼吸ができた。

「お母さんのご飯やっぱり美味しいなあ」

「それはどうも」

　料理の腕に自信がある母親は満足げに微笑む。

「実は今日明日で沖縄に行く予定だったの。いろいろあって行けなくなっちゃった」

　目をわずかに見開いている様子からして、姉からはなにも聞いてなさそうだ。

「ねえ、お母さんはどうしてお父さんと結婚したの？」

　長い間反抗期を続けていたのでこういった話はしてこなかったし、なにより離婚しているのだから触れてはいけない話題だと考えていた。でも今どうしても聞いておきたい。

「そうねえ……」

　唐突な質問に母親は眉尻を下げて困惑しつつ、過去に想いを馳せるように遠くへ視線を投げた。

「お父さんとは中学校の同級生だったでしょう？」

　それは以前聞いた話なのでこくりと頷く。

「再会したのは成人式以来だったかな。地元の病院でたまたま会った時、お父さんは生後二カ月の日菜香ちゃんを抱っこしていたの。かわいいね～って軽い気持ちで話しかけたら、日菜香ちゃんのお母さんと別れたばかりって聞いちゃってね。お父さんは塞ぎ込んでいたし、励ましてあげたいなって思ったのが始まりかな」

　世話焼きタイプの母親らしいなあと条件反射で相槌を打っていた。

「日菜香ちゃんはまだ生まれたばかりですごく大変な時期でもあったから、事情を知った以上放っておけなかったの」

　これに関しても詳しく知らない。父親に聞けば教えてもらえるだろうが、なんとなくやり過ごしてきた。

　もしかしたら姉は聞いているかもしれないけれど。

　姉の実の母親は妊娠後も籍を入れず、子供を生んですぐにいなくなったそうだ。

　だから姉は『私の母親はひとりだけ』と言って、両親の離婚後も母親を大切に想い、良好な関係を続けている。

「日菜香ちゃんの存在があったからこそ、一緒になるなら将来を見据えなくてはいけない、という付き合いをしていたの。だからトントン拍子に事は運んだ」

　そこまで話して母親はふっと視線を落とす。表情が陰ったのを見て、気まずい空気に堪えかねてグラスに入った冷えたお茶をゴクゴクと飲んだ。

「結婚と同時に菜乃を授かって、本当に幸せだったんだけど……向こうのおうちとうまくいかなくなっちゃったの」

「同居していたんだよね？」

「そう。あの家は自営業だから。今でこそ菜乃のおじいさんや叔母さんはいないけど、昔は家族勢揃いでとても窮屈で息苦しかった」

　想像して私の息も詰まるようだった。亡くなった祖父は昔ながらの亭主関白な人だったし、叔母も片手で数えるほどしか会っていないが、結構癖の強い人だという印象がある。

「お父さんは私の味方でいてくれたけど、優しくて気が弱い人だから。板挟みになって毎日つらそうにしていたわ」

　当時の状況はなんとなく想像できた。父親と祖母は柔和な性格なので、だからこそ祖父と叔母と折り合いがついたのだろう。しかし血の繋がりのない母親はさぞかし苦労したに違いない。

「じゃあ別れたのは家の問題ってこと？」

「お父さんはどう思っているかわからないけど、私からしたらそうね」

　まさかの理由に唖然とした。どうりで離婚後も両親は仲がいいわけだ。

　私と姉が幼かった頃は頻繁に連絡を取り合っていたし、離婚する理由が思い浮かばないくらいふたりは穏やかに会話をしていた。

「菜乃には苦労をかけたよね。ごめんね」

「もう気にしてないから」

　顔を左右に振って、それは本当にいいのだと念押しをする。

「こんな話を聞くってことは、ようやく菜乃も結婚に前向きになってきた？」

　姉同様に母親にも、恋愛で痛い目にあったから当分は色恋沙汰を避けたいと伝えてある。

　どう返していいのか瞬時に言葉がまとまらず口ごもった。

「そうだ。先週片付けをしていたら昔のアルバムが出てきたの。見てみる？」

「見たい」

　リビングから続いている寝室のクローゼットを開け、しゃがんで段ボール箱に手を突っ込む母親の背中を眺めながら言う。

「倒れたばかりなんだから、片付けとか、そういうのはほどほどにね」

「もう大丈夫よ～」

　間延びした声に苦笑して、皿に残った料理をタッパーに詰めようと立ち上がる。

　ここ数日で一気に食欲が落ちた。普段はかなり食べる方なので、明後日虹輝さんと食事に行く予定があるから変に思われるかもしれない。今から言い訳を考えておかないと。

　ふたりでテーブルの上を綺麗にしてから、三冊に及ぶ大きなアルバムを順番に広げた。

「こんなのあったんだ」

　東京に引っ越してきてからの写真を収めたアルバムは、リビングの目に見えるところに立てて置いてある。

「菜乃が大きくなったら見せようとしまってあったのを、最近になって思い出したの」

　古びたアルバムには、私が生まれたばかりの頃から、沖縄を離れるまでの思い出がびっしりと詰まっていた。

「お母さん今も綺麗だけど、若い頃びっくりするくらい美人だね」

「モテたのよ」

　母親は愉快げに笑う。

「お父さんじゃなくてもよかったんじゃないの？」

「それでもお母さんは、お父さんがよかったの」

　言下に返されて呆気に取られる。

　お父さんのことそんなに好きだったんだ。それなのに別れる決断をするほど、結婚生活って難しいものなんだな……。

「この頃みたいに、温かい家庭で育ててあげられなくてごめんね」

「私の方こそ、子供の頃は嫌なことばかり言ってごめんね」

「お母さんにとっては、菜乃はまだまだ子供なんだけど」

　そう言って立ち上がった母親は、冷蔵庫からビールの缶を取り出した。

「菜乃も飲む？」

「ううん。今日はいいや」

　飲まないなんて信じられないとでも言いたげな表情をされて、やっぱり親しい人間に妊娠の事実を隠し通せなくなるのは時間の問題だなと思った。

　怪しまれないようにさりげなく会話に意識を逸らせる。

「やっぱり子育てって大変？　お母さんはひとりで苦労した？」

「世の中にシングルマザーはたくさんいるし、皆頑張っているけど……」

　母親は眉間に皺を寄せて溜め息をつく。

「母子ふたりだけで生きていくには優しくない社会かもしれない」

　私は育てられた側だから、育児をした側の母親の苦労をすべて知っているわけではない。

　それでも自身の体験から、私ひとりで産み育てたら子供に寂しい思いをさせてしまわないだろうかとずっと心がモヤモヤしていた。

　父親はきちんと養育費を払ってくれたので金銭的に苦労はしなかった。しかしそれとは関係なく、頼れる人間がそばにいないというのはトラブルに見舞われた途端に脆弱な部分が露わになる。

　熱を出しても母親は仕事を休めず家にひとり残されたし、運動会が雨天で日程変更になっても、母親は仕事の都合がつかず来られない時があった。

　過去を思い出すたびに、ひとりで育てるのは容易ではないと思い知らされる。

　それに産むまでの問題もある。現在私たちが交際しているのは周知の事実となっているので、妊娠が発覚したらもちろん相手は虹輝さんだと誰も疑わないだろう。

　付き合って間もないのに、避妊をせず行為に至ったふしだら者と揶揄されるかもしれない。そんなの仕事に真摯に取り組む虹輝さんには不名誉だ。

　貯金はあるので早々に退職しても生活はできるだろう。最悪、母親を頼る。

　でも私が仕事を辞めても虹輝さんがずっと独身だったら、皆は首を傾げるのでは？

　きっとすべて丸く収まるのは産まない選択だ。しかし妊娠が発覚してからずっと根底にあるのは、産みたいという想い。

　なにが一番いい方法なのだろう。ここ数日考えすぎて夜は眠れず、日中ぼんやりしているのを自覚している。

「菜乃は自分の人生をどう受け止めてる？」

　不意に問われて瞬きを繰り返した。頭の中で思考がぐるぐると巡ってかなりぼーっとしていたかもしれない。

「どうって……」

「菜乃が感じているものこそが答えなんじゃないの？」

　言われてその通りだとハッとさせられた。

　自分が二十七年間歩んできた人生とそう変わりないものを、お腹の子供に背負わせようとしている。

「菜乃は人の痛みに同調しすぎるところがあるからね。お母さんは菜乃とふたりでの生活、楽しくて好きだったよ」

　どうやら母親を気遣った質問だと思っているようだ。

　そりゃあそうだよね。恋人ができたっていう報告すらしていないのに、妊娠したなんて誰が想像するだろうか。

　お風呂に入ってくると言ったうしろ姿を見送って、ひとり残されたリビングで考えに耽る。

　私は……自分の人生をいいものだと思って受け入れている。痛みをたくさん感じてきたからこそ他者の痛みに寄り添い、苦しみにいち早く気付いてあげられる。

　苦労した分、幸せをあたり前のこととして享受しないし、日々多くの物事に感謝しながら生きている。

　家庭環境が複雑でも幸せだと感じる瞬間は山ほどあった。沖縄にいる姉と父も、形は違っても大切な家族。

　離れていても互いを大切に想いやれる家族は素敵だと心から思う。私もお腹の子と一緒に温かな家庭を築きたい。

　まだなにも変化が感じられないお腹に手を置いて心で語りかけた。

　あなたは耐えられる？　つらいことも多いかもしれない。私とふたりで乗り越えられるかな？

　……お腹の子と会話ができたらいいのに。

　自分のエゴでこの愛おしい子を産み、腕に抱いてもいいのかと胸を痛めずにはいられなかった。




　それから二日後、ソウルから戻ってきた虹輝さんとレストランへ出かけた。和食が食べたいという虹輝さんと、胃に優しいものがいいという私の希望で選んだ老舗の懐石料理の店は、純和風の雰囲気のいい店構えだった。

　個室に通してもらい、窓から望める庭園に癒やされて小さく息をつく。

　初めはマンションでゆっくり過ごそうと誘われたので、虹輝さんはきっとしたかったのだと思う。

　見た目通りと言っていいのかわからないけれど、逞しい身体つきで、パイロットという激務をこなす体力のある彼は性欲も強い。

　私も彼の肌から伝わる体温に触れて安心したかったがそうはいかない。

　妊娠の事実を伝えてこのまま別れることになったら、もう二度と虹輝さんには触れられないんだよね……。

　そう考えたら心臓を握り潰されるような痛みが走り、苦しくて泣きたくなった。

　虹輝さんには風邪のような症状が続いていて食欲がないと伝えた。心配して労りの言葉をかける彼に嘘をつくことに罪悪感を覚えるが、もう少しの辛抱だ。

　食欲が落ちているので食べきれるか不安だったが、運ばれてきたものは少量ずつの多種類の料理だった。予約を入れたのは虹輝さんなので、忙しい中私のためにいろいろ考えてくれたのだろう。

　思いやりが胸に沁みてまた鼻の奥がツンとした。

　仕事の都合で虹輝さんは滅多にお酒を飲まないので、私も飲まなくていいのは助かるなと考えていたら、困る質問をされてぎくりとした。

「菜乃は明日も早番だよな。俺は休みだから迎えに行ってもいいか？」

「えっと……」

　早番からの明後日は遅番なので時間に余裕があり、普段だったら虹輝さんのマンションで泊まる流れだ。

「ごめんなさい。用事があって、明日は泊まれないんです」

　虹輝さんの表情が一瞬陰ったように見えた。勘のいい彼だから、ここ数日の私の行動に不信感を抱いていてもおかしくはない。

「小一時間ドライブする時間はあるか？」

「それくらいなら」

　ここで食事に誘わないのは私に食欲がないからだ。どこまでも優しい彼への想いが胸の奥から溢れ出て全身に広がっていく。

　妊娠していると言いたい。でも次の健診までたった一週間なのだから我慢しないと。今感情任せに行動したら後悔する。

「体調がよくないのに、俺のわがままに付き合わせてすまない」

「わがままだなんて。こっちこそ気を遣わせてばかりでごめんなさい」

「俺は菜乃が大事なんだ。好きだから毎日でも顔を見たいし、触れたいと思っている。だから休ませてやりたいと思う反面、会いたくて、スマートな対応ができていない自覚はある」

　苦笑する姿に愛おしさが胸元を突き上げる。

「私も虹輝さんが大好きです」

　泣き笑いとまではいかないが、それに近い表情になったかもしれない。虹輝さんが複雑そうな顔をしてジッと私を見据えている。

「ドライブ楽しみです。虹輝さん運転が上手だから、助手席に乗るの好きです」

　ごまかすように明るく言って、ドリンクが入ったグラスに口をつける。その間も視線を向けられていたが気付かないふりをした。




　――Side　Koki




　空にうろこ雲が浮かんでいる。もう秋が近付いているのかと驚き、目を眇めた。

　今週は北京ペキンの次にソウルに飛び、その後二日間休みをもらって今日明日と沖縄のフライトがある。

　菜乃と付き合って一カ月が過ぎたタイミングで、ふたりが出会った沖縄へのフライト便があるのは感慨深い。

　それにしてもここ数日、菜乃の様子がおかしい。

　菜乃が母親を見舞うと言ってデートがキャンセルになり、その後控えていた北京とソウルのフライトで会えない日が続いた。

　だから帰国後すぐに会いたいと伝えたのだが言葉を濁され、結局外で食事をするだけにとどまった。

　おそらく体調が悪いからだ。予定していた沖縄への帰省を急遽取りやめるくらいだったのだから。

　ただどこが悪いのか聞いても曖昧な答えしか返ってこないし、なんとなく避けられているように感じている。

　原因が体調不良だけじゃないのであれば、考えられるのはニューヨークで連絡が取れなくなり、彼女の心を不安定にさせた出来事のせい。

　乗り越えられた問題だと思っていたが、そうでもなかったということか。それとも俺が同棲を迫ったから引いた？

　困惑しながらも嬉しそうにしているように見えたのは、俺の願望にすぎなかったのか。

　付き合う前も菜乃のことで頭が埋め尽くされていたが、付き合ってもそれは変わらず、むしろ加速している。

　菜乃は今日遅番だったよな。少しでいいから顔が見たい。

　羽田と札幌の往復便を終え、これから那覇へのフライトだ。菜乃は出発ロビーでゲート勤務にあたっているはずなので、いつもより歩調を緩めて辺りに目を配る。

　十メートルほど先に菜乃の姿を見つけて心が浮き立たった時だった。

「椎名さん！」

　背中に声をかけられて足を止める。

　俺目がけて一直線に向かってきたのは今日同じグループのＣＡで、ニューヨークステイの時も一緒だった上村さんだ。

「これ、椎名さんのものじゃないですか？」

　もしかして走って追いかけてきたのだろうか。肩で息をしている彼女は笑顔を見せてハンカチを差し出した。

「いや、違う。二階堂のだろう」

　沖縄フライト便のコーパイは二階堂で、さっきまで彼女を含めてブリーフィングを行っていた。その時に落としたのではないだろうか。

「そうなんですか？」

　上村さんは顔を赤くしてハンカチを引っ込める。

「わざわざ追いかけてもらったのにすまない」

「私が勝手にしたことなので……」

　まあ、そうなのだろうけれど。

「あの、今日沖縄で皆と食事をしませんか？　空港近くで遅くまでやっている美味しいお店を見つけたんです」

　彼女のドキドキと高鳴る心音が、空気を通して伝わってくるようだった。

　自惚れではなく確実に好意を持たれている。

　ニューヨークでの食事の際、隣に座った彼女はなにかと距離が近く、どさくさに紛れてボディタッチもしてきた。

　菜乃と交際を始めたと報告をした数時間後にだ。

　正直あまりいい印象を抱いていない。こっちは仕事をしに来ているのだから、色恋沙汰を持ち込まれたくない。

　そこまで思考が及んではたと気付く。

　菜乃に会いたくて二階堂を振り切り、ひとりでさっさとここまで来た俺が言える立場じゃないか。

　思わずふっと笑っていた。

「……行けそうですか？」

　目の前の彼女は俺の笑みを肯定的に捉えたらしく、張りつめた表情を解いてぱあっと笑顔になる。

「今日は三フライトで疲れているんだ。申し訳ないが、またの機会に」

　さらりと告げると上村さんの表情が一変して曇る。

　菜乃という素敵な恋人がいるから、女性がいる飲みの席には行きたくないと言いたい。しかしそれで菜乃にまで影響が及んだら困るので、当たり障りのない断り方しかできない。

　もっとはっきり拒絶の姿勢を見せたいところなんだけどな。

「ＮＡＬ925便、那覇空港行き。よろしくお願いします」

　姿勢を正して伝えると彼女は唇をキュッと結び、なにも言わずこくりと頷いた。くるりと方向転換をして菜乃の姿を捜す。

　接客にあたっているところを見つけ、上村さんとのやり取りを見られていただろうかと胸がざわつく。足早に彼女のもとへ行き、人がいなくなった隙を見計らって声をかけた。

「菜乃」

　俺と目を合わせた菜乃は微笑を浮かべた。懸念を抱いていた俺としては肩透かしをくらって呆気に取られる。

「お疲れさまです」

「さっきそこで……」

　もしかして見ていなかったのか？　だとしたらわざわざ報告して、嫌な気分にさせる必要はないよな。

　どうしようかと思いあぐねている俺を見据えて、菜乃は「ああ」と呟く。

「ＣＡに引き留められていましたね」

　やっぱり見ていたのか。

「さっきのはなんでもない。二階堂の落としたハンカチを、俺のものだと勘違いして届けに来たみたいだ」

「そうなんですね。あれ？と思ったけど、さすがにフロアで、人目をはばからず虹輝さんにアプローチはしないですよね」

　どうやら俺が過剰に心配していたようだ。大人な反応を見せる菜乃にホッと安堵する。

「体調はどう？」

「問題ないです」

　青白い顔で言われても全然納得できないんだが。

「次の休みは被ってるよな？　久しぶりにうちでゆっくり過ごしたい」

　菜乃は一拍置いて「はい」と答える。

　その間はなんだ。菜乃がなにを考えているのか最近よくわからない。だからこそ明後日の休みで彼女の不満を吐き出させたい。

「行ってくるよ」

「いってらっしゃいませ」

　菜乃の肩にポンッと手を置いて通り過ぎる。うしろ髪を引かれる思いだったが、互いに業務時間内なのでこれ以上の私語は慎むべきだ。

　それから二階堂と合流して飛行機の点検を行い、管制官からの指示を待った。










黄昏に浮かぶジェット機




　虹輝さんが操縦桿を握るジェット機、ＮＡＬ925便、羽田空港発那覇空港行きが間もなく飛び立とうとしている。

　すらりとしたカッコいいフォルムを眺めながら優しくお腹に触れた。

　私はこの子を産み育てたい。

　彼は赤ちゃんを諦めてほしいとは絶対に言わないはず。でも責任を感じて無理して結婚してほしくないし、反応が微妙だったらひとりで育てていくつもりだ。

　数日でここまで意思を固められたのは、先日の休みに母親と会って本音で話せたおかげ。

　正直今はお腹の子について伝えるタイミングにばかり意識が向いて、虹輝さんがＣＡと親しげに話をしていてもまったく気にならなかった。

　飛行機がゆっくりと動き出す。滑走路を真っ直ぐに進み、やがて機首が上を向き滑らかな動きで空へ飛び立つ。

　いつまでもよそ見はしていられない。離陸を見守っていた同僚と頷き合い、気を引きしめて業務にあたった。

　日常が一変したのはそれからすぐのことだった。

　耳につけている無線通信機器からは常に膨大な情報が流れ込んでくる。自分が担当していない内容でも把握しておく必要があり、グランドスタッフは一度にたくさんのことをこなしているのだ。

　いつものように無線機から音声が流れ耳を傾けていたら、突然告げられた内容に息ができなくなり、苦しくなって近くの壁に手をついた。

　……ＮＡＬ925便が飛行できなくなり、羽田空港に引き返す？

　聞き間違いじゃないかと辺りを見回すと、数人のスタッフと目が合った。皆顔を強張らせている。

「新川さん」

　近付いてきた同僚が深刻そうな表情で口を開く。

「ちょうど休憩の時間だから……」

　同僚はそう言ったきり言葉を濁す。端的な情報しかまだ与えられていないので、私にどう声をかけていいのか困惑しているのだろう。

　お礼を伝えて少し早い休憩に入らせてもらう。その足で展望デッキに向かうと、もうすぐ十九時を迎えるこの時間にしては明らかにおかしいほどの人影があった。

　そのどれもが空港関係者で、ただごとではない気配が漂っている。ふと見知った姿を見つけて近付いた。

「紺野さん」

　振り返った紺野さんは私に目を留めると眉根を寄せた。

「新川さん……今日勤務だったんだね」

　紺野さんと話をするのはこれが初めてだ。できればこんな形ではなく、虹輝さんの恋人として紹介してもらえたらいいなと思っていた。

「遅番で入っています。今は休憩中です」

「俺はスタンバイなんだ。オフィスでモニター見ているより、この目で確認したくて来た」

　集まった人々の喧騒に包まれて声が聞き取りづらい。

「どういう状況なんでしょうか？」

「バードストライクにより、左エンジンが破損したらしい」

　ひゅっと息を呑む私から目を逸らし、紺野さんは空を仰いだ。

「バードストライクなんて日常的に起こっている」

　文字通り、鳥が航空機と衝突する事故をバードストライクと言う。

「海に面した空港では多く起こっていて、日本国内では羽田が一番多いけど、事故に繋がるようなものはほとんどないんですよね」

「さすが新川さん、よく知っているね」

　紺野さんは上空に視線を投げたまま相槌を打つ。

「バードストライクに遭遇した飛行機に損傷が発生する確率は、約二パーセントとも言われている」

「二パーセント……」

　最近は確率についての知識を得てばかりだ。

「対策はしているし、バードストライクが起きてもほとんどは問題なく目的地へ到着している」

「それなのにどうして」

「運が悪かったとしか言いようがない」

　そんな……。どうして虹輝さんばかり不運に合うの？　私の妊娠も、今回の事故も、神様が意地悪しているとしか思えない。

「ちなみに衝突件数のうち、エンジンへの吸い込みは全体の約二十パーセント――あれか？」

　紺野さんが目を眇めた方向に視線を移したタイミングで、辺りから悲鳴のような声があがった。

　理由は一目瞭然だ。視界に入ってきたジェット機の左エンジン部分から黒煙が流れているから。

　ドクンッと心臓が鳴り、全身が小刻みに震える感覚に襲われた。口を開いても声がうまく出せない。

「火災が鎮火されていないのか」

　その言葉に更なる衝撃を受けて目を凝らすと、赤い炎が噴き出しているようにも見える。

　紺野さんの口ぶりからして、火災が起きたのはそれなりに前のことだと推測できた。

　鎮火って、飛行機を飛ばしている状態でできるものなの？

　脳が揺れているようにぐらぐらして、ほんの一瞬目を瞑る。

　ダメだ。狼狽うろたえてばかりいないで、紺野さんのように少し落ち着かないと……。

　震える唇を大きく開けて、なんとか深呼吸を繰り返して冷静になろうと努力する。

「このまま着陸するんですか？　爆発とかしないですか？」

　矢継ぎ早に質問を重ねる私に、紺野さんはなにも答えず険しい表情で唸った。

　滑走路への着陸を待つ消防車が、すでに何台も待機しているのが確認できる。空港に慣れ親しんでいる人間ならば、この状況が普通とは違うと勘づいて騒いでいるだろう。

　フロアは大丈夫だろうか。旅客もスタッフも混乱していないといいのだけれど。

　飛行機は上空を旋回し始める。

「燃料を消費しているんですか？」

「すごいね。そこまでわかるんだ」

「虹輝さんの部屋で読ませてもらった、航空書籍の中に記述されていました」

　紺野さんは目を丸くする。

「勤勉なところとか、本当に似た者同士だね」

　そう言われて嬉しかったが今は喜んでいる場合ではない。

「機体が重すぎると着陸した時の衝撃が大きくなって、タイヤや脚などの着陸装置が耐えられない。だから旋回をして、燃料を減らすというのは基本なんだけど」

　あれ？と紺野さんが口の中で呟いた。

　どうしたのだろうと最初は異変に気付かなかったけれど、飛行機が旋回をやめて高度を上げているのが私にもわかった。

「もしかしたら、このまま着陸するのかもしれない」

「えっ!?」

　紺野さんは口元に手をやってなにやら考えている。

「まだ炎が出ているのであれば、このまま旋回を続けているとリスクが高くなる。エンジンが片方しか機能していないと高度を維持できなくなるし、周辺への影響も出る。着陸できる重さにギリギリ達したと、椎名さんが判断したのかもしれない」

「やむを得ずということですか？」

「そうだね」

　虹輝さんが判断したのなら間違いないのだろう。エンジンがひとつ故障しても飛行機は安全に飛ばせられる。

　それはそのように設計されているのもあるが、それ以外にも、パイロットはエンジンがなくなった飛行機を操縦する方法を、何時間も徹底的にトレーニングしているからだ。

　虹輝さんは時間が許す限り訓練に励んでいたし、絶対に大丈夫だと思う。でも、もし着陸に失敗したら？　命に関わる重大な事故に繋がる可能性はゼロではない。

「もっと安全に帰還できる方法はないんですか？」

　口をついて出た不安に、紺野さんは重苦しい息をつく。

「椎名さんが判断したのなら、これが最善なんだよ。俺が今あの飛行機を操縦していたら、同じ判断をしたはず」

　パイロットの彼がこう言うのであればそうなのだろう。頭では理解できても心の焦燥感は拭えず、心臓はずっと早鐘を打ったままだ。

　管制官からの指示が降りたのか、ジェット機が着陸態勢に入った。周りのざわめきが一層大きくなる。

　信じるしかない。いつの間にかじっとり汗ばんでいた手のひらを組み合わせ、奥歯を噛みしめて上空を見上げた。

「新川さん、こんな時でも落ち着いているんだね」

　隣で紺野さんが驚いた顔をしているので、「へ？」と場にそぐわない間抜けな声がこぼれる。

「恋人があの炎が出ている飛行機を操縦しているんだよ。普通は気が動転して、泣いてもおかしくないと思うんだけど」

　この状態のどこが落ち着いているっていうの？

　他人から見えている自分の姿に驚きつつ、そういえば虹輝さんも私が凛としているとか言っていたなあと思い出す。

　ただ、紺野さんの言う〝泣く〟というのは違うと思ったので、祈りを込めているポーズのまま隣に目線を送る。

「虹輝さんならこの危機を乗り越えられるって、紺野さんも思っていますよね？　私も同じです。彼なら大丈夫だと、信じて待つしかありません。どうしようと泣き喚くくらいなら、皆を助けてくださいと神様に一回でも多く願い倒します」

　紺野さんはキョトンとしたかと思ったら、「アハハッ」と破顔した。

　彼の方が場違いな態度だけれど、周りは飛行機に集中していて私たちを気にも留めていない。

「確かにそうだね。さすが新川さんだ。椎名さんを信頼しているんだね」

　そんな大それたものじゃないはず。だけど、私は虹輝さんの言動のすべてに信頼を置いているのだと、紺野さんの発言で気付かされた。

「ふたりの関係が羨ましいよ。……いや、違うな。眩しいが妥当かな」

　紺野さんは目元を優しく和らげて私を見た。

　過去交際した相手にここまで強い想いを持ったことはなかった。

「来たよ」

　表情を引きしめ、硬い声で言った紺野さんに大きく頷き返し、胸の前で両手を強く組み直す。

　お願い。無事でいて。

　生温い風が微かに吹く中、機体は大きな揺れもなくゆっくりと滑走路に下りてくる。まるで風に乗って泳ぐ大きな白い鳥だ。

　辺りに轟くエンジン音が徐々に大きくなっていく。

　タイヤが地面と接触した。いつもと変わらないスムーズな動きで、バウンドすら一度もしなかった。

「カッコよすぎるだろ……」

　紺野さんが、ようやく聞き取れるくらいの声量でジェット機の帰還を褒めたたえる。

　エンジン部分さえ見なければ重大な事故が起きているとはわからない。

　それくらい美しいランディングで、辺り一帯から盛大な拍手と歓声が沸き起こった。

　感動して胸がいっぱいになる。すごいよ、虹輝さん。

「火災も鎮火しているみたいだな」

　紺野さんの言葉を受けて機体に目を凝らす。もくもくと上がる煙が視界を遮っていくけれど、赤く燃える炎は目視できない。

　ゆっくりと動く機体はやがて滑走路で停止した。すぐに放水作業が始まったが、念のためという感じにすら見える。

「俺、椎名さんに憧れているんだけど」

　ぽつりと落とされた声に横を向く。紺野さんは燃えるような熱い眼差しで機体を見据えていた。

「追いつける気がしない」

「そう言いながら、瞳の奥に野望を感じるのは気のせいですか？」

　ふふふっと笑うと、紺野さんは決まり悪そうに、だけど嬉しそうに表情を緩める。

「気のせいじゃないな……。ふたりが結婚したら、最強の夫婦になるだろうね」

　唐突に話題転換されて面食らう。夫婦って、またタイムリーな言葉……。

「気が早いですよ」

　わずかに動揺した心をごまかそうと笑い飛ばしたのだが、紺野さんは不思議そうな顔を作って首を捻る。

「あれ？　まだ聞いてないの？」

　どういう意味だろう、と返事ができずにいると紺野さんが踵を返した。

「そろそろ行くよ。今頃オフィスは大騒ぎだろうから」

「私も戻ります」

　気にはなったが、きっと深い意味はないのだと自己解決する。

　いまだぱらぱらと歓声があがる中、紺野さんとふたり、青みのある闇が広がり始めた展望デッキを後にした。




　フロアに戻ってからは目まぐるしい忙しさだった。

　ＮＡＬ925便から降りた乗客への対応や、着陸や離陸を待っていた他の飛行機の誘導、騒動を聞きつけたテレビ関係者からの問い合わせなど、グランドスタッフだけでなく空港関係者総出の勢いで対応にあたった。

　乗客乗員誰ひとり怪我をすることなく、賢明な判断をした虹輝さんを賛辞する声は場所を選ばずどこからも飛んでいた。

　紺野さんの読み通り、火災が広がる可能性を避けた最善の選択だと評価されたらしい。

　明日、虹輝さんは国土交通省事故調査委員会からの聴取を受ける予定で、その前に上層部からの聞き取り調査が入るそうだ。

　オフィスへ向かう前に、虹輝さんと二階堂さんが私たちグランドスタッフの前に姿を現した。まるで凱旋パレードでも行われているのかのように、スタッフたちから歓喜の声が飛び交い拍手は鳴りやまない。

　その騒ぎに気付いた時私は離れた場所にいたので、作業をきりのいいところで片付けて急いで足を向けた。ひと通りの挨拶を終えたところだったのか、虹輝さんがこちらへ歩いてくる。

　これまで気丈に振る舞っていたけれど、視線が交わった瞬間心がぐしゃりと音を立てて壊れるような感覚に陥り、目の奥が熱くなって涙が溢れそうになった。

　込み上げる感情を抑えようと、歩みを止めて唇をきつく結ぶ。

「菜乃」

　虹輝さんは私の前まで来てごく自然に両手を広げた。周りの目があるとわかっていても、この瞬間はなにも考えられず大好きな人の胸に飛び込む。

「お帰りなさい」

　言葉と共に、こらえきれなかった涙が目の縁に滲んで洟を啜る。

「ただいま」

　制服越しに彼の熱が伝わってきて無事に生きているのだと体感する。

　よかった。本当によかった……。

　すぐに距離を取った私たちは気が抜けたように笑い合う。

「心配かけて悪かった」

　口を開けばまた涙が込み上げそうでただ首を横に振ることしかできない。

　虹輝さんがさりげなく親指で涙を拭き取り、そんな優しさに胸が震えてまた抱きつきたくなった。

「行ってくるよ。また後で」

「はい」と、口の中で小さく返す。虹輝さんはふわっとやわらかく微笑んで、私の頬を右手のひらで包んでからするりとひと撫でした。

　今この瞬間を大切なものだと強く感じながら、別れを惜しみつつオフィスへ向かう逞しい背中を見送った。




　時間はあっという間に過ぎ、珍しく少しの残業を経て帰路に就く。

　終電はもうないのでタクシーに乗り込み、自宅マンションの住所を伝えようとして口を噤んだ。

　虹輝さんの帰りを待っていてはダメだろうか。いくらなんでもそんなに遅い時間まで拘束されたりはしないだろうし。

「お客さん？　どうされます？」

　タクシーの運転手の声に急かされ、咄嗟に口から出たのは虹輝さんのマンションへ向かう道の説明だった。

　バッグの中に忍ばせてある電子キーに触れ、ドキドキと高鳴る胸で何度も深呼吸を繰り返した。

　私がマンションに着いてから三十分もせずに虹輝さんは帰宅した。

　飛び跳ねるようにリビングから出て玄関で出迎えると、ビジネスバッグを床に置いた虹輝さんが覆い被さるように抱きついてきた。

　虹輝さんのマンションで待っているとメッセージを送り、それに対して短く【わかった】とだけしか返信がなかったので胸を撫で下ろす。

　よかった、迷惑ではなさそう。

「やっと今日一日が終わったんだって、菜乃の顔を見たら力が抜けた」

「大変でしたね……」

　想像を絶するほどの精神的負担がかかっただろう。大きな背中を労るように撫でる。

「風呂には入ったか？」

「まだです」

　答えると、私を抱きしめる腕に一層力が込められた。

「一緒にシャワーを浴びないか？　このまま菜乃にくっついていたい」

「それだと身体が洗えませんよ」

　真面目に返してみたが、虹輝さんの声は真剣そのもの。

「菜乃の身体を俺が洗えば離れなくて済む」

「い、いいですけど、身体は自分で洗います」

　一分一秒でも離れたくないのは一緒だ。ドギマギしながら答えると、頭の上にふっと空気を含んだ笑い声が落ちた。

　手を引かれて洗面所に入り、並んで衣類を脱ぎ捨てる。

　この一カ月何度も身体を重ねてきたが、一緒にお風呂に入るのはこれが初めてで心臓が壊れそうなほど大きく鼓動を打つ。

　シャワーヘッドから噴き出す熱いお湯をかけ合って、髪を洗い流し、それからボディソープを泡立てる。

　目のやり場に困るし、あまりに恥ずかしい状況なのでさっさと身体を洗って退散しようと、もこもこの泡を首筋にのせた時。

「ひゃっ！」

　いきなり背中を触られて叫んだ。

「洗うよ」

「自分でやるって言ったじゃないですか！」

　強めに訴えても彼の手は構わず背中を滑っていく。

　もうっ、と口を尖らせて、仕方なく虹輝さんの好きにさせた。最初は優しく撫でるように洗っていた手がだんだん怪しい動きになり、脇腹を行ったり来たりした後、わりと強引に胸の膨らみに移動してきた。

「んっ」

　不意打ちをくらって思いがけず声がこぼれ落ちる。

「やわらかくて、ずっと触っていたくなる」

　優しく丁寧に揉まれると、途端に脳が溶け始めたように思考がぼんやりする。胸の先端を指先で摘まれて、きゅうっと身体の奥が疼いた。

　筋肉質な腕をやんわりと掴んで胸から引きはがす。簡単に離れた腕から手をどけて、様子をうかがいながら訴えた。

「お湯を張っていないし、ここで遊んでいたら風邪を引きます」

「それもそうだな。つい、触りたくなった」

　正直に本音を吐露する虹輝さんをかわいいと思いながらも、危うく流されかけた自分を叱咤する。

　妊娠初期は身体を大切にしなくちゃいけないのに、快楽に負けそうになってどうするの。

　お腹の子を守れるのは私しかいないんだから、もっと責任感を持たなければいけない。

　手早く身体を洗ってパジャマに着替えた後は、冷凍食品を調理してテーブルに並べた。

　たまにはこういうのもいい。飾らない日常のひとコマが気を許し合っている者同士のようで、うまく言えないけど幸せな気持ちになる。

　虹輝さんの明日の予定は変更となり、聴取を受けた後はフリータイムになるそうだ。

　心身共に疲れているだろうからゆっくりできると聞いてホッとした。

「紺野から聞いたよ。展望デッキで着陸を見守ってくれていたらしいな」

　口の中に食べ物が入っているので、もぐもぐと咀嚼しながら相槌を打つ。

「紺野が絶賛していたよ。菜乃は肝が据わっていて、強くてカッコいい女性だと」

　ご飯が喉に詰まりかけてゲホッと大きな咳をする。

　なにそれ？

「狼狽えなかったんだって？」

　ごくん、と最後のご飯を飲み込んで「まったくというわけではないですけど」と微妙な顔を作る。

「俺を信頼している様子だったとも聞いたんだけど、本当か？」

「虹輝さんなら絶対に大丈夫だと信じていましたから」

「ありがとう。最高の褒め言葉だ」

　嬉しそうに、子供のように歯を見せて笑う虹輝さんがこの上なく愛おしい。

　こんな日じゃなくても、と否定的な考えも少しあるが、話をするなら今がいい気がした。

　手を合わせて食事を終わらせ、先に食べ終わっていた虹輝さんと一緒に食器をシンクへ運んだところで切り出す。

「お話があるんですけど、ソファに移動してもいいですか？」

　不思議そうに瞬きをする虹輝さんからついと顔を逸らし、そそくさとソファへ行く。

　私が腰かけた横に寄り添って座った虹輝さんからいい匂いがする。きっと私からも同じ香りがしているのだろう。

　虹輝さんにくるりと身体を向けて姿勢を正した。

　私の改まった態度に面食らっている顔を見据えながら、一度深呼吸をして口を開く。

「私、妊娠しています」

　虹輝さんは目を大きく見開き、動揺を逃がそうとしているのか喉元に手を触れた。

「避妊できていなかったのか」

　声音は意外にも落ち着いている。

「はい、失敗したみたいです。すみません。私の方でもピルを飲んで避妊するべきでした」

「……菜乃はどうしたいんだ？」

　あたり前だが、おめでとうや嬉しいなどの言葉はない。頭でわかっていても切なさで胸が張り裂けそうになった。

　それでも気をしっかり持つ。今はもう、私は大好きな人との間にできた子を、産むか産まないかで悩んだりしなかった。

　それが答えなのだと、はっきりとした声で伝える。

「私は産みたいです。たとえ虹輝さんが望まなくても、この子を育てていくことを許してもらえませんか？」

「ちょっと待って」

　虹輝さんが私の両手を取って力強く握る。なにを言われるのかと肩がビクッと揺れた。

「望まないわけがないだろう。俺はただ、菜乃の本音を聞きたかっただけだ」

　まだ彼の本心が伝わってこない。でも大丈夫。虹輝さんの決断がどっちでも、今の私なら受け止められる。もう自己嫌悪に浸って悩んだりしない。

　この子は私が絶対に幸せにするんだから。

　唇を結んで続きを待つ。虹輝さんは小さく息をついてから握る手の力を弱めた。

「俺と結婚してくれると受け取っていいんだな？」

　まさかここで結婚という台詞が出るとは予想していなかったので、口を半開きにして呆けた。

「まさか、ひとりで育てるつもりか？」

　矢継ぎ早に問われ、慌てて首を左右に振る。

「最悪の場合そのつもりでした。でも、一緒に育ててくれるんですよね……？」

「あたり前だ。俺たちふたりの子供なんだから」

「そっか、よかった」

　緊張で強張らせていた肩から力を抜く。

　責任を感じ無理して結婚しようとしているとか、自然とマイナスな考えは浮かばなかった。

　それもこれも彼を信頼しているのだと気付けたからなので、紺野さんには感謝しなければいけない。

「だからここ最近様子がおかしかったんだな。沖縄行きをやめたのも、妊娠していたから？」

「そうです」

「ひとりで悩ませて悪かった。いつから？　今何週目なんだ？　病院は行ったのか？」

　止まらない質問にひとつひとつ答えていき、おそらく初めて関係を持った日が排卵日で、そこで授かったのだと説明する。もちろんコンドームの避妊率についても言及した。すべて聞き終えた虹輝さんは、繋いでいる手を引き寄せて私を抱きしめた。

「すごいな。一回の行為で妊娠するなんて。授かりものだし、しかも避妊をしていたのに、俺たちのところに来てくれたんだな」

　虹輝さんは私の後頭部を撫でながら優しい声で語る。聞き心地のいい声に癒やされて、分厚い胸に体重を預けた。

「菜乃はさっき失敗したと言っていたけど、失敗じゃなくて成功だろう。これで菜乃は一生俺から逃げられない」

　穏やかな虹輝さんらしからぬ発言に驚く。

「逃げるつもりはなかったですよ」

「そう言いつつ、避けていただろう」

　これはもしかして拗ねているのかも。確かにここ数日の態度は悪かったもんね……。

「私は結婚するなら虹輝さんしかいないし、虹輝さんと結婚できなければ、誰とも添い遂げられないと考えていましたよ」

「それは俺も同じだ」

「え？　嘘」

　がばっと身体を起こして目と鼻の先にある綺麗な顔を覗き込む。

「本当だよ」

　私の頬を指でするりと撫でる仕草は、大切にしている、と刻みつけられているようだった。

「でも、皆はそう思わないですよね。付き合ってすぐに妊娠って、批判されないでしょうか」

「覚えたての猿でもあるまいし、この年齢になってそういう行為に至るのは、その人との間に子供ができてもいいという意味だろう。俺は付き合ったら、遅かれ早かれ結婚する心づもりでいた」

　初めて聞く虹輝さんの決意にさらに驚かされる。

　もしかして紺野さんが口走っていたのってこれ……？　そうだとしたら、近しい人間にも話していたということで信憑性がある。いや、口から出まかせを言っているとは少しも思っていないけれど。

「虹輝さんって私と同じように浮いた話がなかったですよね。それって、結婚したいと思える人がいなかったから、誰とも交際しなかったんですか？」

「そうだよ。将来を見据えて共に歩めない人間といて、なんの意味があるんだ」

　ストイックな虹輝さんらしいと言えばそうなのだが、あまりに極端な考え方で目を白黒させた。そして選んでもらえた私って、世界一幸せ者じゃない？

　自分から虹輝さんに抱きついて彼の胸の中で思う存分ニヤつく。

「ふたりの時間がもっと欲しかったとかはないですか？」

「なくはないけど、ふたりより三人の方が喜びも楽しみも倍増するし、それはそれでいいんじゃないか」

　常に前向きな思考でいる虹輝さんはやっぱり素敵だ。

「それに俺の実家はそう遠くない。両親に子供を預けてデートくらいできるだろう。菜乃はこれまで自分ひとりで抱えてきたかもしれないが、俺と結婚するのは、頼れる人間が一気にたくさん増えるという意味も持つと、覚えておいてくれ」

　そっか。結婚したら虹輝さんの家族の一員になるんだよね。一度にたくさんのプレゼントをもらった気分だ。

「つわりはあるのか？」

「なんとなく胃がムカムカする時もあるけど、とくに目立った症状はないです」

「それはなによりだが、これからどうなるかわからない。早く婚姻届けを提出して会社に報告しよう。その前に両家への挨拶か。でも菜乃は妊娠しているし沖縄へのフライトは……」

　次々に計画を口走る姿はなんて頼りがいがあるのだろうと笑い声をこぼすと、「ん？」と声が降ってきて顔を上げた。

「幸せを噛みしめていただけです」

　クスクス笑うと虹輝さんは目を細め、触れるだけの優しいキスをした。

「ずるいな。俺にも噛みしめさせてくれ」

　そう言ってもう一度口づける。考えないといけないことはひとまず置いておき、何度も唇を求め合いながら私たちは幸福感に酔いしれた。










彩雲の下でプロポーズ




　菜乃のつわりがひどくなる前に、休みが重なった日を利用して都内にある俺の実家へ行き両親へ挨拶をした。

　俺は三十四歳にもなって女性の気配が皆無で仕事に明け暮れていたから、菜乃が妊娠していると両親に伝えたら大袈裟なくらい喜ばれた。

　これまで好き勝手させてもらっていたが、内心孫の顔が見たいと願っていたのだと初めて気付かされた瞬間でもあり、いろいろと考えさせられた。今後は親孝行をしていきたい。

　菜乃は自身の母親に、『恋愛で失敗したからしばらく仕事に生きる』と宣言していたらしく、もう結婚は諦めていたから感謝しかないと拝み倒された。

　それぞれの親に妊娠の報告をするまで不安から浮かない顔をしていた菜乃は、皆が俺たちを祝福する姿を目の当たりにして安堵した様子だった。

　青天の霹靂とも言える妊娠報告から一カ月が経ち、お腹の子は十週に入ったところで順調に育っている。

　まだ妊娠三カ月なので安定期にはほど遠く、無理をさせたくないので、できれば早々に婚姻届を提出して会社に報告したい。しかしそれができない理由がひとつあった。

「虹輝さんと、姉と父を出迎えることになるなんて、人生なにがあるかわかりませんね」

　早番の勤務を終えたばかりの菜乃は、少し疲れた様子でゲートを眺めた。

　菜乃の父親と姉がどうしても俺に挨拶をしたいと言ったのが先月末で、ようやくそれが実現されようとしている。

　今日という日が無事に終わらなければ結婚できない。菜乃は構わず婚姻届を出そうと提案してきたのだが、そんな真似はできない。

　菜乃の父親に認めてもらわなければ、彼女の背景にある家族問題も永遠に解決しないはずだから。

　九月二十六日、日曜日。天候は晴れ。朝晩の気温が下がり秋の気配が感じられるようになった。

　菜乃は茶色のサテン生地ワンピースにヒールのない靴を合わせ、俺が贈ったネックレスをつけている。空調が効いている空港内が肌寒いのでアイボリーのカーディガンを羽織っており、可憐な雰囲気でとても似合っている。

　茶色が秋らしいと褒めたら、テラコッタという色なのだと説明を受けた。よくわからないが菜乃が着たらなんでもかわいい。

　俺は一応結婚の挨拶になるからと、白地のシャツにネイビーのスラックスとジャケットを合わせた。

　この時季はいつも半袖でいるので少し暑く、胸元のシャツを摘んでパタパタと風を起こして涼む。

「脱いでいいですよ？　お父さんは私服だろうし」

「第一印象が大事だから」

「虹輝さんはなにを着てもカッコいいから大丈夫なのに」

　口を尖らせる菜乃がかわいくて、その唇に口づけたくなる。

　しばらくして菜乃の父親と姉が、小さめのスーツケースを引きゲートがら出てきた。

　菜乃が大きく手を振り、気付いた姉がぱあっと顔を明るくする。

　姉の日菜香さんとは沖縄で一度会っているし、たまに菜乃と一緒にテレビ電話で話をしている。ただ父親に関しての情報はなにもない。

　ふたりと対面して、まずはきちんとお辞儀をした。

「菜乃さんとお付き合いをさせていただいています、椎名虹輝です。本日は遠いところ足をお運びいただきましてありがとうございます」

「虹輝さん、こんにちは～」

　日菜香さんのやわらかな雰囲気が今は助かる。

「菜乃の父、新川清きよ景かげです。今日はよろしくお願いします」

　父親は対照的に顔を引きしめて頭を下げた。

　菜乃の母親は離婚後、娘のためを思って名字を旧姓に戻さなかったそうだ。

　華奢で色白であった母親に対し、父親は適度に日焼けをした肌にがっしりした体格で、顔の作りが姉妹ふたりと似ている。姉は父親の顔そのまんまで、妹は少し母親の遺伝子の影響を受けているといったところか。

　俺たちは羽田空港第二ターミナルへと場所を移し、レストランへ足を踏み入れた。ここは個室があり人目を気にせず話ができる。

　ランチコースを注文してあるので、各自飲み物を頼んで乾杯をすると早速本題に入った。

「虹輝くん、菜乃との生活はどう？」

　緊張をほぐすためか、早々にビールグラスを空にした父親が尋ねる。

「問題なくやれていると思います。菜乃さんは料理が上手なので、食べすぎて太らないようにだけ気を付けています」

「菜乃が作るものは美味しいよな」

　嬉しそうに相槌を打つ姿からは娘を大切にしているのが伝わってきた。

「虹輝さんはひとり暮らししていたし、なんでもできるからいろいろ助けてもらっているんだよ」

　菜乃が口を挟み、俺の株を上げてくれる。

「式の予定は？」

「安定期に入ってお腹が目立たないうちにと考えています」

「菜乃は、バージンロードは……その、誰と歩く予定なんだ？」

　途中ケホッと咳払いを挟みながら言う父親に、菜乃が信じられないものを見る目つきになった。

「え？　お父さん、結婚式に出てくれないの？」

「いやいや、そうじゃない」

　慌てた様子で否定して、新しく届いたばかりのビールをひと口飲む。

「母さんと歩きたいんじゃないかと思って」

「お父さんがいるのに、お母さんと歩いたらおかしいじゃない」

「そ、そうか」

　目を泳がせてまたビールをあおった父親を見て、不器用な人なのかもしれないと瞬きをする。

　なるべく早めに会いたいと言われていたのは、もしかしてこの話をしたかったからじゃないか？

「母さんはなにか言っていたか？」

「うーん……お父さん、手と足が同時に出ないといいねとは言ってたけど……」

「やりかねないね」

　菜乃の言葉に姉が苦笑する。父親は「それはないだろう」と蚊の鳴くような声で呟いた。

　父親とはあまり仲がよくないと聞いていたが、特段そんな印象は受けない。むしろ仲睦まじい家族として目に映る。

　今菜乃が口にした通り、俺が挨拶にうかがった際に母親はそう話していた。ふたりは離婚後も子供を通して繋がっており、関係は良好だそうだ。

「いろいろ式場を探してみたけど、空港でしようかなって思ってる」

「空港で結婚式を挙げられるのか？」

　父親が目を丸くする。

「びっくりするよね。普通じゃない雰囲気になるから皆にも楽しんでもらえるだろうし、なにより私たちの大好きな空港っていうのが、ね？」

　隣に座る菜乃に共感を求められて大きく頷いた。

「パイロットもいっぱい参列するんだよね？　楽しみ～！」

「航空関係者が多いし、パイロットかどうか見分けるのは難しいんじゃないかな」

「じゃあパイロットは制服で参列してもらおうよ」

　なにそれ、と菜乃は肩を揺らして楽しそうに笑う。

「日菜香。菜乃の結婚式で相手を見つけるのはいいが、そうしたら東京に引っ越さないといけなくなるぞ」

「それは迷うなあ」

　父親と姉のやり取りに穏やかな眼差しを送る菜乃を見つめる。幼少期から離れて暮らしていた家族を優しく見守れる菜乃なら、間違いなく俺とお腹の子と三人で温かな家庭を築けるだろう。

　父親は明日には沖縄へ戻り、姉は母親のところでもう一泊していくそうだ。

　食事を終えてふたりをホテルに送り届け、俺たちはマンションへ帰宅する。

　いろいろと忙しいので、ひとまず俺が暮らしているマンションに菜乃が移り住む形になった。俺の気配がする部屋の方が安心するからここがいいと、菜乃がかわいい発言をするものだから喜んでそれに従った。

　ソファの背もたれに体重を預けてひと休みしている菜乃の前に、冷えた麦茶を入れたグラスを置く。

「ありがとう、虹輝さん」

　たまに敬語が抜けるようになった菜乃を愛おしく感じながら、横に座って頭を撫で、髪に指を通して遊ぶ。

「疲れただろう。今日はもうなにもしなくていいから」

「でも……」

「俺も緊張したし一緒に休む。それならいいだろう？」

　つわりがひどくないからと、菜乃は積極的に家事をこなそうとする。でも明らかに食が細くなっているし、疲労を顔に滲ませるようになった。

　自分でわかっていないのだろうか。

「虹輝さん緊張していたんですか？　そんなふうに見えなかった」

「好きな子の前ではカッコつけたいのが男だよ」

　肩を揺らして笑う菜乃の頬を指でするりと撫でる。夏でもまったく日焼けをしない肌は青白く、やはり心配だ。

「菜乃のお父さんにもご挨拶できたし、婚姻届はいつ出そうか。こだわりはあるか？」

「とくにないです。お任せします」

「それなら次の休みに役所へ提出しに行こう」

　菜乃は「いよいよかあ……」と嬉しそうに身体を左右に揺らす。その仕草がかわいらしくて抱き寄せた。

　髪から甘い香りがする。スンッと鼻を寄せて嗅ぐと、菜乃が腕の中でくすぐったそうに身じろぎした。

　肩を掴んでやんわり身体を引き離す。俺を見上げた瞳が揺らいでいて、それだけで情欲を煽られた。

　口を塞ぎ、やわらかな唇をついばむ。角度を変えて何度も繰り返すと、菜乃もだんだんと積極的になってキスを求めるようになる。

　舌先で菜乃の唇をこじ開けて、探しあてた舌の表面をざらりと舐める。菜乃の肩が上下して俺の背中に手を回してきた。

　舌を絡めながら菜乃の頬を手のひらで包み込み、指の先にある耳たぶを触る。本音を言えばもっと先まで進めたい。しかし安定期に入るまではそういう行為はしないと自分で決めた。

　妊娠すると性欲がなくなる場合もあるらしいのだが、菜乃は早く安定期に入って自分に触れてもらいたいし、俺に触れたいと言っていたからあと数カ月の我慢だ。

「んぅ……」

　菜乃の口から甘ったるい声がこぼれた。羞恥心から声を抑えがちな菜乃がこうして漏らすのは限界の合図。名残惜しさを抱きながら唇を解放すると、菜乃は恥ずかしそうに目を伏せ、手の甲で口の周りを拭った。

「虹輝さんのキスってエロいですよね……」

　菜乃は首まで真っ赤に染めている。

「そうか？」

「私だけ余裕なくて恥ずかしいな」

「その照れている姿がたまらないんだけど」

　顔の周りに落ちている髪をかき上げて耳にかけ、菜乃の顔をまじまじと見つめた。

　ギャップがすごい。綺麗な容姿の彼女が、こんな少女のようにかわいらしくなるなんて誰も想像できないだろう。

　紺野が『新川さんはクールビューティーですよね』と話していたが、なにもわかっていない。いや、永遠に知らなくていいのだけれど。

「菜乃は無意識に俺を煽ってばかりだ」

「いつも涼しい顔しているじゃないですか」

　嘘だろうとでも言いたいのか、むうっと頬を膨らます。ほら、それが俺を煽っているんだよ。

　素早くチュッとキスをして、鼻先を触れ合わせたまま囁く。

「俺が毎日菜乃にどれほど欲情しているか、一生かけてこの身体に刻み込むから覚悟しておくんだな」

　自分の余裕のなさにふっと笑いがこぼれ落ちる。菜乃はずるずると頭を沈みこませ、俺の胸にしなだれかかりながら「もう、好き……」と呟く。

　その反応に身体の奥からこらえがたい激情が駆け上がってくる。

　まいった。菜乃がかわいすぎる。

　俺たちはこうして毎日いたちごっこをして、互いの愛情にどっぷり浸かっている。




　休み明けの月曜日、菜乃は遅番で俺は出社スタンバイだった。

　菜乃の顔を見てから休憩に入ろうと出発ロビーに立ち寄る。姿を見つけて足早に近付くと菜乃も俺を視界に捉えた。

　彼女がこちらに一歩踏み出した時、ふらっとその華奢な身体が傾いた。そばにいた真鍋さんが咄嗟に手を伸ばして支える。

　慌てて駆けつけ、菜乃の顔を覗き込んだ。

「大丈夫か？　顔色が悪いな」

「菜乃さんずっと気持ち悪そうにしていて」

　真鍋さんは眉尻を下げて心配そうに菜乃の背中を擦っている。

　結婚と同じタイミングで妊娠の報告をする予定なのでまだ周りの人間は知らないのだが、仲のいい真鍋さんには話してある。

「無理しないで今日は休んだ方がいい。上には俺から報告を入れるから、ひとまず更衣室まで付き添う……」

「ただのめまいです。もう大丈夫です」

　俺の言葉を遮って菜乃が上体を起こす。

「菜乃」

　諭すように名前を呼んでも、菜乃は射るように真っ直ぐ俺を見つめるだけ。

　たまに頑固なんだよな。

「菜乃が努力を惜しまず、いつも全力で仕事にあたっているのは、俺も真鍋さんも、ここにいるスタッフ全員わかっている。そんな菜乃のピンチに、嫌な顔をする人間がいると思うか？」

　菜乃は瞳を揺らして口を引き結んだ。

「弱い部分や不安をさらけ出したっていいんだ」

「そうですよ。頼りないかもしれないけど、たまには私のことも頼ってください」

　真鍋さんがしっかりとした声で俺の援護射撃をする。彼女には妊娠の事実を伝えた時に、強がりの菜乃をフォローして、時にストップをかけてほしいとお願いしていた。

　いまだ首を縦に振らない菜乃に痺れを切らした真鍋さんが、「それじゃあ後はお願いします！」と俺たちから離れていく。

「えっ」

　真鍋さんを引き留めようと伸びた菜乃の手を掴み、やんわりと下ろした。

「いい加減、俺を頼れ」

　強めに言うと菜乃はようやく首を縦に振る。

「歩けそうか？」

「はい。でも、本当にもう平気なのに」

　愚痴る菜乃の手を掴んだまま方向転換をして歩き出す。

「どこに行くんですか？」

「オフィス」

　念のため体調不良について上司に報告するためだと判断したのだろう。しおらしくなった菜乃は黙ったまま俺の横で歩みを進めた。

　オフィスに入り、菜乃の上司でコントローラー業務をしていた女性スタッフに近付き挨拶をする。それから横に立つ菜乃を見下ろして口を開いた。

「菜乃」

　呼ぶと、菜乃はものすごい速さで振り向いて目を鋭く細める。こんな場所で名前を呼ぶなとでも言いたげに。

「俺が今から言うことは、ここにいるスタッフ全員が証人だ。いいか？」

　菜乃が目をぱちくりとさせる。それは周りにいるスタッフも同じで、好奇の眼差しが注がれた。

「新川菜乃さん、俺と結婚してください」

「えっ！」

　一番初めに声をあげたのは離れた場所で静観していた紺野だった。シンガポールから戻りデブリーフィングを終えたところだろう。

　その声を皮切りに周りがざわつき始める。

「返事は？」

「……なんで、このタイミングで」

「こんなところでプロポーズなんて、迷惑もはなはだしいだろう。それでも俺は菜乃に愛を伝えたかったし、ここにいる全員に、俺が菜乃を本気で愛しているのを知ってもらいたい」

　俺たちが授かり婚だといずれ知れ渡る。菜乃が前に吐露していたように心ない言葉を浴びるかもしれない。

　その時、今日俺が取った行動が盾となり彼女を守れたらいいと願う。

「それで、菜乃の返事は？」

　菜乃はこくん、と頷いた。

「よろしくお願いします」

　菜乃の返事を今か今かと待ち侘びていたスタッフたちが途端に歓喜する。盛大な拍手を送られてさすがの俺も苦笑した。

　喧騒に溶け込ませるように菜乃の上司にこそっと耳打ちする。

「彼女は妊娠三カ月です。今日の貧血もそのせいでしょう。こちらの都合で大変申し訳ないのですが、コントローラー業務など、体調がかんばしくない時は配置換えをお願いします」

　女性スタッフは目を丸くしてから、すぐに微笑んで白い歯を見せた。

「わかりました。お任せください。ダブルでおめでとうございます」

「ありがとうございます」

　お礼を伝える横で菜乃も深々と頭を下げた。

　この期に及んでも長めの休憩をもらえれば持ち場に戻れると主張する菜乃を、上司はもう別の人間に向かわせたからと言って強制的に早退させた。

　それからオフィスを後にするまで、菜乃は俺の横で耳まで真っ赤に染めながらひたすら恐縮していた。

　腕時計でまだ休憩時間が残っているのを確認し、菜乃を引き連れて展望デッキに向かう。

「体調が悪いのに連れ回してすまない。すぐ終わるから、少しだけ今後の話をさせてほしい」

「もう平気ですよ。でも虹輝さんの休憩時間がなくなっちゃう」

「それはいい」

　もうすぐ十月を迎える外の空気にはまだ熱気が含まれているけれど、爽やかな風が吹くと心地よさが感じられる。

　平日の昼下がり。人がまばらな中、水色の空を背負って菜乃と向き合う。

「菜乃はきっと幸せな家庭に憧れていると思う」

　突然始まった俺の話に菜乃は耳を傾けた。

「俺はその夢を叶え、夢ではなく現実にすると約束する」

　菜乃が唇を噛み、両手を胸の前で握り合わせた。一歩近付き、きつく握りしめている彼女の手を掴んでそっと広げる。

　オフィスに寄った際にこっそりポケットに忍ばせておいた指輪を取り出し、菜乃の薬指にはめた。

「これ……」

　菜乃の瞳がゆらゆらと揺れる。

「順番がちぐはぐになってすまない」

「綺麗……ありがとうございます」

　菜乃の瞳からポロッと涙の粒がこぼれ落ちた。

「俺を好きになってくれてありがとう。菜乃も、お腹の子も、もしかしたら空の上で順番待ちをしているふたり目の子も、俺の人生をかけて幸せにするよ」

　指の腹で菜乃の涙を拭き取る。

「三人目もいるかも」

　菜乃は泣き笑いをしながら、俺の指を掴んですりすりと頬を擦り寄せた。

　かわいすぎる行動に、互いに制服姿だがキスをしていいだろうかと苦悩する。

　煩悩を退散させようと空を見上げたら、太陽のすぐそばにある雲が虹色に輝いていた。天体望遠鏡で何度か見たことがある彩雲だ。

　そこへ空の遠くかなたからジャンボ機が近付いてくるのが見え、すごいコラボレーションだなと目を見張る。

　菜乃に教えてあげようと視線を戻すと、薬指にある指輪を優しい手つきで撫でていて、もう少しこのまま愛しい彼女を眺めていたくなった。

「菜乃、愛してる」

　口をついて出た言葉にぴたりと動きを止めた菜乃が顔をゆっくりと上げる。

　空に浮かぶ雲のように、ふわふわした優しい笑みを浮かべて俺の胸に飛び込んできた。

「私も愛しています」

　菜乃をしっかりと胸に受け止め、頭から下へ手を滑らせて顎を持ち上げた。

　菜乃の表情を確認する余裕もなく、綺麗に口紅が引かれた唇を塞ぐ。

　俺の忍耐はいつも持たないな。

　そんな俺たちを見守っているかのように、清々しい風が肌を滑っていった。










光が彩るウエディング




　婚姻届を提出した二カ月後の十二月頭。私たちは大急ぎで準備をして挙式披露宴の日を迎えた。

　これほどタイトなスケジュールになったのにはいくつか理由がある。

　本来であれば日程に余裕を持たせたいから、お腹が目立たないギリギリの妊娠七カ月くらいまでひっぱりたかった。しかしその時期はちょうど年末年始にあたり、パイロットとグランドスタッフの私たちはのんびり式を挙げている場合ではなかった。

　かといってこの時期を逃せばお腹はもっと大きくなり母子ともに負担がかかるので、妊娠六カ月目の十二月頭に式を挙げることにしたのだ。

　お腹はぽっこりしてきたけれど、ここ最近マタニティウエディングドレスを多く扱うようになったブランド『HOSHホウショウアンO&COドカンパニー』には着られるものがたくさんあり、Ａラインの気品があるドレスを着られて大満足している。

　この後に予定している披露宴ではカラードレスを着用する予定でいて、それは虹輝さんが『これを着ている菜乃が見たい』と言ったものに即決した。

　羽田空港第一ターミナルビル中央の吹き抜けロビーで挙式は執り行われる。

　今私たちが立っている五階からは一階までの光景が眼下に広がっている。こちらに目を留めて指をさしていたり、手を大きく振ったり、スマートフォンをかざして撮影している列席者たちを代わる代わる眺めた。

　白い歯を見せて笑う皆の姿がとても楽しそうに瞳に映り、祝福をしてもらえているのだと思ったら鼻の奥がツンとした。感動と緊張でいっぱいに膨らんだ胸を落ち着かせようと、一度大きな深呼吸をする。

「すごい光景ですね」

　ガラス張りのエレベーターに乗り込み、隣に立つダークグレーのタキシードを着た虹輝さんを見上げた。

　ネイビーとブラックも捨てがたかったのだが、私の一存で普段見られない色味にしてもらった。光沢のある生地は光があたるとキラキラ輝き、清潔感のある彼にとても似合っている。

「これは目に焼きついて一生忘れないだろうな」

　下降していくエレベーターの中で、虹輝さんは緊張した様子もなく微笑んでいる。

「下で待ってる」

　二階に到着し、私にそう優しく囁いて螺旋になっている大階段をひとり先に下りていく虹輝さんを、ドキドキと胸を高鳴らせながら見送った。

　盛大な拍手と歓声が沸き起こる。なかには「カッコいい！」と叫ぶ声も聞こえて頬が緩む。

　そう、私の旦那さまはカッコいいのだ。

　中央の吹き抜けロビーで行う挙式は、列席者以外に一般客からも丸見えだ。今日初めて私たちを目にした人々からも温かな拍手をもらい、幸福感でいっぱいになった胸が熱くなる。

「お父さん、ワガママ聞いてくれてありがとう」

　虹輝さんとは対照的に、緊張した面持ちの父親に声をかける。

「菜乃が父さんになにかをお願いしてきたのは、これが初めてだな」

「そんなわけないでしょ？」

　首を傾げても、父親は「いや、そうだ」と真面目な顔をする。

　人前に出るのが得意なタイプではないのは知っている。でも父親はこのロビー挙式で私と一緒にバージンロードを歩きたいと言ってくれた。

　二十七年間隔たりを感じていた父親とはこの数カ月間でぐっと距離が縮まり、思い出話や世間話に花を咲かせるほどになった。

　そして時間を共有する過程で、私はずっと大切にされていたのだとようやく気付けた。

　虹輝さんが二階から一階までの階段を下りきると次は私と父親の番だ。

　足を踏み外さないようしっかりと階段を踏みしめる。椅子に座って拍手をする人の輪に朱莉ちゃんの姿を見つけた。顔を右に動かすと紺野さんの姿もある。

　オフィスでの公開プロポーズに始まり、貧血症状が改善されるまでの配置換えなど周りにたくさん迷惑をかけてきた。

　そして極めつきがこのロビー挙式だ。

　多忙な航空関係者たちがなんとか予定を調整し、私たちを祝うために集まった。都合がつかなかった同僚たちは、休憩時間などを利用して持ち場からここへ猛ダッシュしてきてくれている。

　だからドレスやスーツ姿の中に制服姿がちらほら見える。それもまた私たちらしい結婚式でいいじゃないかと思う。

　最初は、迷惑がかかるから親族だけで行おうと吐露したのだが、虹輝さんは『祝いたい人間がたくさんいるんだから、祝ってもらおう』と、私の不安を笑い飛ばした。

　遠慮して、なんでもひとりでやってしまおうとする気質はまだ直らないけれど、少しは甘えることを覚えた気がしている。

　虹輝さんのおかげで周りを頼っていいのだと肩の力を抜けるようになった。

　父親と腕を組みながら階段を下り、一階に到着してバージンロードの前で母親にベールを下ろしてもらう。

「お母さんありがとう」

「菜乃、すごく綺麗」

　早くも瞳に涙を滲ませている母親の顔を見たら、もらい泣きしそうだった。

　再び父と腕を組み虹輝さんのもとへ向かう。

　バージンロードのカーペットは空を思わせる深い青色。歩きながら皆に視線を巡らす。中には涙してハンカチを目元にあてている同僚もいた。

　グランドスタッフは決して楽な仕事ではない。つらい時期も楽しい時間も共にした大切な仲間たち。

　最前列には大好きな姉が、涙で顔をぐちゃぐちゃにしてハンカチを握りしめている。その背中に優しく手を添えているのは、慣れない飛行機に乗り沖縄から来てくれた祖母。

　ダメだ。綺麗な顔のままで皆の前に立ちたいのに涙腺が崩壊しそう。

　目の前が涙の膜でぼやけ、祭壇の奥で挙式に華を添えるクリスマスツリーのイルミネーションが霞んで見える。

　大事な人たちに見守られて大好きな人のそばに立つ。

「虹輝くん、菜乃をよろしくお願いします」

　父親が頭を下げ、娘の私を夫である虹輝さんへと託す。

「はい。菜乃さんを一生かけて守り、幸せにします」

　緊張感に包まれたこの場でサラリとそんな台詞を返す虹輝さんは、やっぱり肝が据わっていて頼りがいがある。

　私のいいところだけじゃなくダメなところも丸ごと受け止め、共に成長しようと言ってくれる彼となら幸せになる未来しかない。

　人前式なので虹輝さんと手を繋いで列席者たちの方を向き、何度もふたりで練習した誓いの言葉を一緒に読み上げる。

「――未熟なふたりではありますが、どうか今後とも末永く見守っていただければ幸いです。新郎、椎名虹輝、新婦、菜乃」

　姉が飛行機のフィギュアを両手に持ち、バージンロードを歩いて私たちの元へやって来る。

　両方の翼には結婚指輪が引っかかっていて、航空関係者ならではの演出に辺りから愉快げな声が飛び交う。

　これはプランナーのアイデアで、皆の反応が思っていた通りおもしろくて私たちは小さく笑った。

　父親とバージンロードを共に歩き、母親にベールダウンをしてもらい、そして姉にもどうしても挙式に関わってほしいという想いでリングガールを頼んだのだ。

「菜乃おめでとう。世界で一番幸せになってね」

　リングを受け取る際に姉が添えた台詞に涙が込み上げる。唇を引き結んで泣くのを必死に堪え、しっかりと頷いた。

　指輪の交換をして彼に純白のベールを上げてもらう。

　そっと唇を合わせたら、今日一番の沸くような歓声にロビー全体が包まれた。

　唇を離して見つめ合う。そして同時に口を開き、「愛してる」と囁き合った。
















特別書き下ろし番外編










俺のかわいい妻




　長なが崎さきから羽田空港へ到着後デブリーフィングを行い、勤務を終えていつもとは違う方角へ向かった。

　第二旅客ターミナル内にあるバルへ入ると、すでに紺野と結ゆう城きがカウンター席についていた。

　大学から一緒で同期の結城がこのたび定期運送用操縦士の実地試験に合格し、晴れて機長となった。今日はその祝いの席で、男三人集まることになっている。

「お疲れさま」

　右に紺野、左に結城の背中を眺めながら声をかける。

　同時に振り向いたふたりは愉快げに笑って挨拶を返した。

「結城は明日休みなんだよな」

　結城の左隣に腰かけ、手元のビールを眺めながら尋ねる。

「ああ、椎名もだよな？　紺野はシカゴだから飲めないけど」

「おふたりと飲めなくて残念です」

　酒が好きな紺野が眉根を寄せて不満を吐露するのを聞きながら、俺はロングカクテルのモヒートを注文する。

「俺は飲めなくてもいいから、次は紺野がオフの日に集まるか」

「えっ。椎名さんがそんなこと言うなんて珍しいですね」

　紺野はあからさまに驚いて身を反らし、結城も目を丸くした。

「いいのか？　奥さんもうすぐ臨月だろう」

　来週で三十六週に入る菜乃は現在産休中だ。

　目の前にモヒートが入ったグラスを置かれてそれを手に取り、ひと口飲んで喉を潤した。

「逆に菜乃に言われているんだ。俺は普段から飲みの席に参加しないから、子供が生まれたらもっと付き合いが悪くなるだろうし、生まれるまでに今日を含めて三回は外に出かけろと」

「新川さん寛大ですね」

　紺野が感心した様子で呟く。

「俺が自分の予定を後回しにして、家庭を優先するんじゃないかと心配しているんだと思う」

「実際、椎名はそうするだろうしな」

「まあな」

　相槌を打つと結城はふっと笑った。実地試験の重圧から解放された顔は清々しい。

「改めて、試験合格おめでとう。機長不足だから助かる」

「ありがとう。俺ひとり機長になったからといって、椎名の多忙は変わらないけどな」

「じゃあさっさと紺野にも機長になってもらわないと」

　紺野は苦い笑いを浮かべる。

「簡単に言いますけど、おふたりが凄いだけなんですからね。そちらを基準にされたら困ります」

「俺と同じ最年少機長を目指すと言っていただろう」

「いやまあ、そうなんですけど」

　からかっているわけではなく、紺野ならきっと有言実行するだろうと思っての発言だ。

「でもまだ若いんだし、仕事だけじゃなくプライベートも充実させた方がいいぞ。椎名はサラッと高嶺の花を捕まえたけど、俺はこの通りまだ独身だし」

　結城が自嘲気味に笑ったのでふと尋ねる。

「あまりそういう話をしないけど、いい人はいないのか？」

　俺の質問を結城は笑ってごまかす。

　三人の平均身長は百八十センチほどだろうか。俺たちが揃うと、パイロットって身長が高くなければなれないのかと誤解されるかもしれない。

　俺はどちらかといえば濃い顔で、紺野は爽やかで甘いマスク、結城はハーフ顔ではあるがパーツのひとつひとつが柔らかく人あたりのいい優しい印象を受ける。

　同性の俺から見てもカッコよく、ＣＡからの人気も高いと周りから聞いている。

　あの沖縄の夜偶然会ったのが結城や紺野だったら……。なにも起こらなかっただろうが、それでも居合わせたのが俺でよかったと心底思う。

「大方、結城がその気になっていないだけだろう」

「あー……まあ」

　眉尻を下げてギムレットを口に運ぶ姿は、モテないなんて言葉はまったく似合わない。

「結城さんはこれからですよね。椎名さんだって、機長になってから新川さんを捕まえたわけですし」

　猪突猛進な紺野の思考はなかなか変えられそうにないなと苦笑する。

「菜乃の話をしていたら早く会いたくなってきた」

「いきなり惚気ですか」

「まさか椎名がこんなふうになるとはなあ」

　ふたりからなんとも言えない視線を送られても気にもならない。

「どうせあと一時間もしたら会えるんでしょう？　それまでは付き合ってもらいますよ」

「もちろんだ。今日は俺のおごりだから、ふたりとも好きなだけ飲むといい」

「それ、俺が飲める日にも言ってくださいよ」

　不服そうにした紺野は、飲めない代わりに料理を頼み始める。

「ありがとう椎名」

　結城は穏やかな表情で言い軽々とギムレットを飲み干すと、今度はマティーニを注文する。

　俺ももう少しだけ飲もうと、お代わりをすべくモヒートを喉に流し込んだ。




　ふたりと別れたその足で空港近くの高級ホテルに向かう。

　飛行機が見えるエアポートビュータイプの部屋のドアを開けると、先にチェックインしていた菜乃がソファの窓際で目を閉じてすやすやと眠っていた。

　当初はスイートルームを予約しようとしていたのだが、そちらは東京湾を見渡す間取りとなっていて、飛行機を眺めたいという菜乃の要望に沿ってこの部屋にした。

　……ちょっと薄着じゃないか？

　マタニティドレス姿の菜乃の横に腰かけ、露わになった二の腕に触れて体温を確認すると意外に温かくて目を丸くした。

　ふと、彼女の背中とソファの間に厚手の大判ストールが落ちているのを見つける。

　これを羽織っていたのか。

　数日前から姉の日菜香さんが東京に来ていて、俺がフライトの間一緒に過ごしていたらしい。姉を見送って直接ここに来ているから疲れが出たのだろう。

　暖かそうなカシミヤ素材のストールを手に取り、菜乃の身体を覆うようにかけた。

「うーん……」

　菜乃が身じろぎをして、ゆっくりと瞼を持ち上げた。

「悪い。起こした」

　俺の姿を目に留めた菜乃が驚きを瞳に滲ませる。

「あれ？　そんなに寝てた？」

「いつから寝ていたのかは知らないけど、十六時を過ぎたところだ」

「嘘っ！」

　目を見開いた菜乃が身を起こそうとしたので、身体を密着させながら抱き起こす。

　すると菜乃は鼻をスンッと鳴らして不思議そうにした。

「飲んでない？」

「二杯だけ飲んだ」

　妊婦の前で酒の臭いをさせるのはどうかと思い、途中歯磨きを済ませてきたのだ。

　答えると菜乃が甘えるように肩に頭をのせてきた。

「そうなんだ。楽しかった？」

「楽しかったよ。結城が今度菜乃を紹介しろと言っていた」

「虹輝さんの友だちなんだよね。私も話してみたい」

　軽やかに笑う菜乃の吐息が首筋にかかる。温もりを心地よく感じながら、鬱々とした感情が胸に渦巻いていく。

「結城となにを話すんだ？」

「なにって、虹輝さんの学生時代の話とか聞きたい」

「おもしろい話なんてひとつもないよ」

　息をつくと、菜乃が頭を反らして俺を見上げた。

「……どうしたの？」

「ん？」

　質問の意図がわからず瞬きをする。

「結城さんと会ってほしくない？」

　そう言われて、自分の子供じみた振る舞いを恥じた。

「すまない。久しぶりに結城とゆっくり顔を突き合わせて、改めていい男だと思ったから、なんというか……菜乃も結城をカッコいいと思ったら嫌だな、と」

　いつもより本音がスラスラと口から飛び出すのはきっと酒のせいだ。

　菜乃は元々大きい瞳を更に丸くしてキョトンとしている。

「なんだ、よかった。てっきり学生時代に、聞かれたくない恋愛遍歴があるのかと思った」

「それはない」

「……じゃあ、今のって嫉妬？」

　菜乃の瞳が半信半疑といった様子で揺れる。

「そうだよ」

　情けなく笑って赤い唇を塞ぐと、菜乃から甘い吐息がこぼれ落ちた。

　その声を聞いただけで血が沸騰したかのように身体が熱くなり、酔いも手伝って思考が溶けていく。

「一緒に風呂に入らないか」

「……それはもちろんいいけど。普通に入るだけだよね？」

　俺の秘めた情欲がどうやら伝わったらしい。

「妊婦じゃなければ、それだけでは終わらなかっただろうな」

　俺の胸に寄りかかったまま肩を揺らして笑う菜乃が愛おしくてたまらない。

「温まって、美味しい料理を食べよう。こうして外で気兼ねなく過ごせるのも今のうちだからな」

「そうだね」

　これまで揃って休みの日はそう多くなく、結婚式の準備やベビー用品の買い出しなどに時間を取られ、なかなかふたりの時間が取れないでいた。

　菜乃が産休に入りようやく時間が確保でき、最近ではこうして近場のホテルで過ごしたりしてデート気分を味わっている。

　菜乃は大きくなったお腹を優しい手つきで撫でた。

「あっ、動いた」

「本当か？」

　チャンスを逃がすものかと急いで菜乃のお腹に手を置く。なぜだか俺が触れると胎動がやむことが多いのだ。

　トンッと、表面を蹴るような振動が確かに伝わって目を見開いた。

「今のだよな？」

「足で蹴ったかな」

　菜乃が楽しそうに笑う。

「元気に育っているんだな」

　お腹が張らないように丁寧に撫でると、俺の手に菜乃が自身の手を重ねる。

「ご飯の話をしたから反応したのかもね」

「菜乃に似て食いしん坊かもしれないな」

「お風呂が先だから、もうちょっと待っててね」

　菜乃がクスクスと笑いながらお腹の子供に優しく話しかける。

「風呂の前にもうひとつ」

　菜乃の頭をかき抱いて唇を押し当てた。突然の抱擁に「んっ」と声を漏らした菜乃の息さえも奪うように、もっと深いものへと変化させた。

　口内に舌を侵入させると華奢な肩からは力がすっと抜ける。

　申し訳ないが今ばかりは菜乃を独占させてもらうよ。

　お腹の子供に心でそう語りかけて、菜乃の髪なのか肌なのかわからないが、どこからともなく漂う甘い香りに酔いしれた。










パイロットの旦那様




　虹輝さんと過ごす二度目の夏も去り、十月に入った最近は過ごしやすい気候が続いている。

　予定日四月二十三日の二日前に陣痛がきて、そこから丸一日かけて虹輝さんによく似たかわいい女の子が生まれた。

　四月は菜の花が見頃を迎える時期なので、『菜』の漢字を赤ちゃんに使ったらどうかと虹輝さんに提案されたけれど、私とは違った雰囲気を持った子に育ってほしかったので丁重にお断りをした。

　それなら春を代表する桜の漢字を変えて、花が咲くようによく笑い、桜のように皆から愛される子になりますようにと願いを込めようと、虹輝さんが名付けたのが『咲さ良ら』だ。

　最初は〝サクラ〟と呼んでいたのだが、パイロットの娘だから海外に行く機会も増えるかもしれないし、それなら外国で受け入れやすい発音にしようと〝サラ〟になった。

　様々な想いや願いが込められている咲良の名前を、私たちはとても気に入っている。

　離乳食と授乳を終えたばかりの穏やかな昼下がり。部屋を明るく照らす秋の日射しを心地よく感じながら、ベビーベッドで眠る咲良の顔に耳をそっと近付けた。

　息してるよね？

　生後六カ月を迎えた咲良はよく飲みはするが離乳食を完全拒否している。母乳だからすぐお腹が空くのか睡眠は細切れだが、一度眠るとびくともしない。こうやって静かに眠っている姿を見た母親が、『背中スイッチついてないの？』と目を丸くしていたほどだ。

　背中スイッチという言葉をそこで初めて知ったくらいだし、咲良はお腹をトントンしていたらすぐに寝付く。

　これまで乳幼児と関わる機会すらほとんどなかったので、毎日が学びと発見の連続だ。

　咲良が小さな寝息を立てているのを確認し、スマートフォンを手にして【咲良が寝たから静かにお願い】と虹輝さんにメッセージを送る。

　四日に及ぶロサンゼルスのフライトを終え、もう少しで帰ってくる予定だ。

　やっと会えるかと思うとソワソワして落ち着かない。

　化粧くらいした方がいいかな。でも咲良にファンデーションがついたら嫌だしなあ。

　いつもなら咲良の横でうたた寝をしてしまうのだが、今日ばかりは眠気なんて微塵も感じず、むしろ血気盛んになっている。

　虹輝さんが数日間家を空ける時は、母親や義母が家事育児の手伝いに来てくれるのでそこまで負担を感じていない。しかし虹輝さんの不在はやっぱり不安で、心に穴が空いたような感覚に陥る時もある。

　でも私には咲良がいるから、もっと強くならないといけないね。

　愛しい我が子を眺め、心で囁きかけていたら玄関の方で微かな物音がした。

　駆け出したい衝動をなんとか抑えて忍び足で廊下へ出る。虹輝さんはすでに靴を脱いで玄関を上がり、ジャケットを脱いだところだった。

　私を視界に捉えて微笑んだのを見た瞬間、たとえようのない感情がぶわっと込み上げて、胸が張り裂けそうなほど熱いものでいっぱいになった。

　パイロットの制服は社内で管理されていて、着たまま帰宅することはまずない。だからいつも着替えてから帰宅するのに、今日はパイロットの白い半袖シャツにジャケットを羽織っただけ。きっと急いで帰ってきたのだろう。

　パイロットは真冬でも半袖シャツを着ている人が多い。それは飛行機の中が常に一定の温度を保っているからなのと、無数のスイッチがある操縦室では長袖シャツだと袖口が引っかかる可能性があるからだ。

　さすがに寒そうだなと思いながら近寄って、肩に入った四本線に手を置いて背伸びをしてキスをせがむと、虹輝さんはなにもかも包み込むような優しい口づけを落とした。

「ただいま」

「お帰り」

　小さな声で囁き合うのは、咲良を絶対に起こしてはいけないという意思の疎通が図れているから。夫婦としてだけではなく家族としても私たちは日々成長している。

　電話越しではない大好きな声を耳にして、大袈裟かもしれないけれど胸に迫るものがあり、感慨深い気持ちになりながら四日ぶりに見る顔を眺めた。

　穴が空きそうなほど見つめていると彼が不思議そうに首を傾げたので、もう一度虹輝さんに抱きついた。

「寂しかった」

　本音を漏らすと私を抱きしめる腕に力がこもる。

　仕事だから仕方がないし、こんな発言をして困らせるのはわかっている。それでも吐き出さずにはいられないのは心が弱いからだ。

　しかしながら依存体質の私にしてはよくやっている方だと思う。それもこれも、仕事の合間を縫って頻繁に連絡をくれる虹輝さんのおかげ。

「ごめんね。反応に困るよね」

　自嘲気味に笑うと虹輝さんは私の身体をそっと引き剥がし、もう一度丁寧にキスをした。

「俺の前では素直になる菜乃が好きだから、我慢せずこうして本音をぶつけてほしい」

　真剣な眼差しを送られて、これは大おお事ごとにしすぎていると慌てる。

「ちょっとだよ。ほんのちょっとだけ、寂しいなあって思う時があっただけだから」

「わかった」

　本当にわかっているのか疑わしくなるような熱い抱擁をされ、戸惑いながらも大切にされているのを実感して渇いていた心が潤っていった。

「咲良はよく寝てる？」

「うん。多少の物音なら起きないはず。でもさすがにご飯を作ったら起きちゃうかな。お昼まだだよね？　なにか買ってこようか？」

　抱きしめたまま私の肩に顎をのせて虹輝さんはなにやら考え込む。てっきりご飯のメニューで悩んでいるのかと思ったのに、開いた口から飛び出したのは想定外の言葉だった。

「久しぶりに菜乃を抱きたいんだけど、いい？」

「へ？」

　呆気に取られて、脳が状況を整理するまでに時間がかかった。

　しばらくご無沙汰なのは事実だ。でもロサンゼルスから帰ってきたばかりだよ？

　熱を孕んだ瞳に捕らえられて喉をごくりと鳴らす。

「疲れてないの？」

「まったく」

　さすがにそれは嘘だろう。

　身体を休めるどころか私を求める虹輝さんに心をさらわれて、一ミリもそんな気がなかった身体が熱を帯び始める。

「でも咲良がリビングで寝ているから……」

「声を抑えてリビングでする？　それとも寝室で思う存分するか？」

「ええ……」

　どちらも困る二択を迫られて答えに窮する。

「寝室のモニターをリビングに移動させよう。それなら咲良が起きたらすぐに対応できるし、菜乃も気にせず声を出せる」

　最初からその考えが頭にあったのにわざと選ばせようとした？

　じとりとした視線を投げつけると、虹輝さんはおかしそうにクックッと笑った。

　ムッとしたのも束の間、手早くモニターを移動させ天使の寝顔を確認した虹輝さんが私を寝室へ押しやる。

　性急なキスをしながら私をベッドに押し倒した虹輝さんは、着ている服を一瞬にして脱がした。それなのに自身は服を着たまま行為を続行する。

　こんなシチュエーション……たまらない。

　私を見下ろす整った顔から下へ目線をずらしていくと、パイロットの制服が目に飛び込んでくる。

　確かにパイロットの制服姿はカッコいいけれど、虹輝さんと付き合うまではどちらかというと崇拝する気持ちで眺めていた。

　しかし彼と交際を始めて、空港で颯爽と歩く姿を何度も目にしているうちに、推しを愛でるような性的嗜好が目覚めてしまったのだ。

　尊いものとして崇めるはずの制服姿で乱されて、背徳感のようなものを抱き心臓がけたたましい音を立てて鼓動する。

「緊張してる？　久しぶりだからか？」

　余裕のある顔が不思議そうに首を傾げたので、限界に近いのは自分だけだと目の当たりにして無性に恥ずかしくなる。

「だって、制服姿だし……」

「制服が好きなのか。知らなかった」

　声フェチをカミングアウトした時と同じくらい恥ずかしい。

「そうなんだけど、虹輝さんがカッコよすぎるからでしょ」

　目元を手で隠しながら訴えると、胸の膨らみや脚の付け根の奥を弄っていた手の動きが急に荒々しくなった。

「やっ、それ」

　急き立てるように快楽の淵に追いやられて全身を震わせる。

「ここ？」

　弱い部分なんてとっくの昔に把握しているのに、たまにこうして意地悪をする。

　普段は硬派で紳士的な彼だからこそ、情事の最中だけ覗かせる顔が情欲を煽り、もっと夢中にさせるのだ。

「あ、ん……っ」

　自分の身体なのに勝手に腰が浮いてしまう。

　手をどけて涙の膜が張った瞳を向けると、ぼやけた視界の中で虹輝さんが愉快げに笑った。

「菜乃の声かわいい」

　ぞくぞくと背中に得体の知れないものが走り抜ける。

「泣きそうな顔もかわいい」

　言葉と行為で刺激され、抗えない波に襲われて身体を弓なりに反らせた。

　乱れた呼吸をしてくたりとベッドに横たわる私を跨いだまま、虹輝さんは制服を脱ぎ捨てる。いつ見ても引きしまった惚れ惚れする身体つきで、キュンッと心臓がまた違う動きをした。

「先に言っておく。俺、おかしいくらい余裕ないから」

　まだドクンドクンと脈打っているような余韻を引きずっている中に、グッと熱いものを押し込まれて思わず目を瞑る。

「あっ……」

　すると大きな手のひらが私の瞼を撫でて甘い囁きを落とした。

「俺を見て」

　懇願されては従うしかない。緩急をつけながら繰り返される刺激に翻弄されながら目を開けると、珍しく余裕のない表情が見下ろしていた。

　時間をかけて丁寧にほぐしてもらったし、余裕がないようには見えなかったのに。

　いつもなら身体が繋がってからもじれったいほどゆっくり行為に及ぶ虹輝さんが、今日は最初から激しく、まるで獲物をむさぼる獣のよう。

　久しぶりで熱望しているのは虹輝さんもなの？

「虹輝さん」

　手を伸ばすと、要望に応えるようにキスが降ってきた。

「菜乃、好きだよ」

「私も」

　私を安心させるためなのか、それとも本質がそうなのかわからないが、虹輝さんは毎日こうして想いを口にする。

　だから私も彼の隣に立っても恥ずかしくない妻でいようと、日々努力を重ねていけるのだ。いつまでも高め合える関係でいたいし、互いに心の拠りどころとして支え合っていきたい。そう思える人と結婚できて幸せだ。

「もっと、キスしたい……」

　呼吸を乱しながら再び求めると、虹輝さんは困ったような笑みを浮かべてから唇をひしと触れ合わせる。そしてそのまま口内に息を吹き込む形で囁いた。

「煽る菜乃が悪いからな。もっとしていたいのに……後でもう一回付き合って」

　なにそれ、と思ったのが最後、激しさを増した律動に思考を吹き飛ばされた。

　全身で虹輝さんの愛情を受け入れながら、甘くてまろやかなもので包まれるような幸福感にどっぷりと浸かった。




　余韻に浸る暇もなく二回戦に挑もうとした虹輝さんにストップをかけたのは、モニターの必要がないくらい元気な声で泣く咲良だった。

　眠ってから一時間半といったところなのでいつも通りの睡眠サイクル。

　私がもたもたとショーツを穿いてブラジャーを装着している間に、虹輝さんは「ゆっくりしてていい」と言って、素早く着替えリビングへ向かった。

　遅れてふたりのもとへ行くと、虹輝さんが咲良のオムツを交換した後だった。

「ありがとう」

「いっぱい飲んだんだな。オムツがパンパンだった」

「そうなの。飲みはするけど、今日も離乳食はひと口食べただけで全部吐き出した」

　話しながら眉間に深い皺を刻んでいる自覚はある。それでも不満を口にせずにはいられない。手がかからない子だと思っていたが、ここに来て八方塞がりになった。

「俺もいろいろ調べてみたんだけど、手作りよりベビーフードを好む子もいるらしい。試してみるか？」

「そうなの？　試してみたい！　今から買ってきてもいい？」

　気になることは徹底的に調べて知識を得ようとする性格ではあるが、睡眠がまともに取れず、ずっと集中力が欠けているような状態に陥っているため、基本的な情報収集すらできていない。

「咲良を連れて散歩がてら買ってくるよ。菜乃は休んでいて」

「でも虹輝さんの方が疲れているでしょ」

「疲れていないから大丈夫」

　虹輝さんは左手で咲良を抱っこしながら、右手で私の頭をするりと撫でた。

　甘えていいのかと揺れる心で虹輝さんを見つめると、陽だまりのような微笑みを注がれて反射的に頷いていた。




　ふたりが出ていってからソファに横になったところまでは覚えている。

　水中から地上へ唐突に引きあげられたような感覚にパチッと目を開けた。急に覚醒したばかりなのだが意識ははっきりしている。

　声のする方に視線を走らせると、ダイニングテーブルで虹輝さんが咲良の口にスプーンを運んでおり、驚いてソファから下りる。

　駆け寄ると虹輝さんはスプーンをお椀へ置いて私を見上げた。

「うるさかったか」

「ううん。頭がスッキリした。ありがとう」

　時計で確認すると四十分ほど経過していた。スーパーまで十分もかからないので、わざと時間をかけて出かけてくれたのだろう。

「ちょうど今あげ始めたところだ。さっきはまったく食べなかったと言っていたから、いいかなと思ったんだが……」

「それはもちろんいいんだけど」

　瞬きを繰り返しながら咲良の顔を眺める。

「すごい食べてるね？」

　テーブルに置かれたベビーフードの瓶には、かつお節入りと書かれている。私も出だ汁しを入れたりして試行錯誤したけど食べてもらえなかった。

「菜乃もあげてみるか？」

「うん……」

　半信半疑でスプーンを口元に持っていくと、自然と口を開けた咲良がそれを飲み込んだ。

「えー……」

　五カ月を迎えてから一カ月、なにをあげても拒否していた咲良がすんなりと食べる姿に感動して言葉にならない。

「よかれと思ったんだが、菜乃の努力が水の泡になったよな」

　私の反応をマイナスと受けとったらしく、虹輝さんが深刻な表情を浮かべる。

「えっ、それはどうでもいいよ。咲良がご飯を食べたってことが大事だから。なんか感動しちゃって……」

　私たちが会話をする横で咲良は口を開けて催促している。嬉しくてスプーンからこぼれ落ちるほどお粥をすくった私を、虹輝さんが「それは多い」と冷静に止めた。

　月齢的にはそれなりの量をあげていいはずだが、まともに食べたのはこれが初めてなのでスプーン数杯でストップする。

「もっとあげたくなっちゃうね」

「そうだな」

「でもこれで離乳食をスタートさせられる。ありがとう虹輝さん」

　この一カ月の悩みの種が解決しそうで胸のつかえがスッと下りた。安堵して椅子の背もたれに体重を預けると、虹輝さんが複雑な顔をして視線を落とす。

「どうしたの？」

「いや……改めて、咲良を菜乃に任せきりだと思って」

　虹輝さんは咲良が新生児の頃から沐浴をしていたし、オムツ換えも率先してやるし、どこが任せきりなのかがわからなくて首を傾げる。

「ずっと考えていたんだけど、国内線だけの勤務にしてもらおうか」

　衝撃的な発言に息を呑む。

「そうしたら家を空ける頻度は下がるし、菜乃の負担は減るだろう。俺がなにかをした時、菜乃はあたり前のようにありがとうと言うよな。父親としてやるべきことをしているだけなのに」

　優しい虹輝さんらしいと言えばそうなのだが、これまで血の滲むような努力を重ねて最年少機長となったのに、そのキャリアを家庭のために捨てようとしているのは簡単に受け入れられない。

「ごめん。他人行儀だったね。虹輝さんは協力的だよ。さっきだって咲良を連れて買い物に行ってくれたじゃない」

「だからそれが……」

　不満げな虹輝さんの声を遮った。

「それで十分なの。ありがたいくらいだよ。私はパイロットという職業がどういうものなのか理解しているし、飛行機を操縦する虹輝さんを誇りに思っている。だから気持ちだけ受け取るね」

　まだなにか言いたげな表情を浮かべていたが、虹輝さんは渋々頷いた。

　そこまで悩ませていたなんて私のせいだ。もっと気丈でいられたら余計な心労をかけなくて済んだはず。

　鬱屈した感情が胸の中に充満してきたので、打ち消すように咲良を抱き上げてとびきりの笑顔を向けた。

「満足？　飲まなくていい？」

　前の授乳から二時間以上経過しているので、咲良の唇を胸元へ引き寄せる。こうすると母乳の匂いに反応して、欲しい時は口をパクパクさせるのだ。

　咲良は黒目がちの瞳をキョロキョロさせるだけで欲しがる様子は見られない。

「離乳食パワーすごい」

　もう何度目かの感動を露わにしたところで、虹輝さんがまだ昼食を済ませていない事実に気付いて叫びそうになった。

「ごめん。ご飯食べてないよね」

　おろおろしている私を見て虹輝さんはふっと笑う。

「弁当買って、帰ってきてから食べたよ」

　国際線のような長時間フライトの場合や、国内線でも早朝、昼間、夜間の便では乗客同様にパイロットにも機内食が提供される。巡航中に機長とコーパイが交互で食事をとり、食べている際も計器類や飛行に異常がないかモニターしながら早く食べるので、料理を味わっている余裕などない。

　だからこそ家に帰ってきた時くらいはゆっくり過ごしてほしかった。きっと私を起こさぬよう、咲良の相手をしながらかき込むように食べたに違いない。

　なんとも言えない気持ちでいたら虹輝さんの手が頭にポンッとのり、綺麗な顔が急に近付いた。

「さっきの約束覚えてるか？」

　いったいなんの話だろうとキョトンとする。

「もう一回するって話」

　返事ができずにいたら虹輝さんがベッドでの会話を持ち出したので、咲良を抱き直して後退りをした。

　もちろん咲良が意味を理解しているはずがないのだけれど、秘密の会話を聞かれてしまった気がして羞恥心を覚える。

「夕飯は作るし、咲良の風呂も俺が入れる。菜乃はこのままゆっくり過ごして夜まで体力温存しといてくれ」

　とんでもない提案をされて口をパクパクとさせる。嬉しいのか恥ずかしいのか困惑しているのか、自分でも感情に名前を付けられない。

「今日はもうなにもするな」

　距離をもう一度縮めた虹輝さんは風のように唇をさらい、私を宥めるように何度かついばんで離れた。

「咲良おいで」

　それから私の腕から咲良を抱き上げて慣れた手つきであやし始めた。咲良は嬉しそうに笑い声をあげる。

　仲睦まじい父子の姿を眺めながら宣告された台詞を頭の中で反芻した。

　なにもするなと言われても……。

　どうしていいのかわからず棒立ちになり、そんな私を見て虹輝さんは苦笑した。

「また寝てもいいし、ひとりで本を読んでもテレビを見てもいいんだ」

「でも、せっかく虹輝さんがいるんだから、ひとりでいたくない」

　本心を伝えると虹輝さんはわずかに目を見開いてから、空気を震わすような吐息を漏らす。

「めちゃくちゃかわいいな。夜まで我慢できそうにない」

　露骨な態度を取られ、全身に血液がドクドクと駆け巡っていく感覚に襲われた。

「子供をあやしながら言う台詞じゃない」

　強く言いながらも忙しなくなった鼓動が呼吸を乱して声量が小さくなり、まったく説得力がない。

「そうだな。咲良が言葉の意味を理解し始めたら、こんなふうにはできない。菜乃をところかまわず口説けるのもあと少しか」

　どうしたのだろう。いつも以上に糖度が増している気がする。

　答えを求めてジッと見つめていたら、私の視線が刺さったらしい虹輝さんがやわらかな笑みを浮かべた。

「寂しかったのは菜乃だけじゃない。俺だって二十四時間ずっと菜乃を想っていた」

「虹輝さんでもそんなふうに思うの？」

「もちろんだ。国内線をメインにするという話、菜乃の負担を減らしたいというのもそうだが、俺が菜乃と咲良ともっと一緒にいたいというのもある」

　虹輝さんの気持ちが真っ直ぐ胸に届き、じんと温かくなった。

「今すぐというわけではなく長い目で見ていこう。ふたり目ができたらまた状況が変わるだろうし」

「うん。わかった」

「本当にわかったのか？」

　真剣さを帯びた瞳で問われて急に自信がなくなる。

　あれっ。私なにか変な言動したかな。

　困惑していたら虹輝さんが楽しげに口元を緩めて、耳たぶに吐息を吹きかけながら囁いた。

「夜は手加減なしでいくから、今のうちに休んでおくんだよ」

「まだその話続いていたの!?」

「もちろんだ」

　やっぱり今日の虹輝さんはどこかおかしい。でも嫌じゃないし、むしろ翻弄されているのが心地よかったりする。

　顔が赤く染まっているのを自覚しながら頷くと、虹輝さんは満足げに目を細めた。

　いったいどんな情熱的な夜になるのか、実はワクワクしているのはさすがに内緒にしておこう。

　子供が生まれても、変わらずひとりの女性として見てくれる虹輝さんが好きだと改めて思った。

「虹輝さん好き」

　この想いはもちろん隠さずそのまま伝える。

「俺も菜乃が好きだよ。好きというより、心の底から愛してる。ずっと一緒にいよう」

　何倍にもなって返ってきた想いが雨のように降り注ぎ、全然敵わないなあ……と、心地よさに包まれながら虹輝さんにギュッと抱きついた。

　虹輝さんは優しく微笑み、咲良を抱いたまま器用に私の唇にキスをした。










あとがき




　突然ですが私は沖縄で生まれ、三歳から愛知で育ちました。初めて飛行機にひとりで搭乗したのは六歳で、乗り物酔いが酷くてＣＡさんに優しくしてもらったり、最終便で夜景を見るために座席を移動したエピソードは自身の体験談です。夜景は本当に感動したので、自分の子供にもいつか経験させてあげたいなと思っています。

　子供の頃から飽きるほどひとりで飛行機に乗っていた私にとって、飛行機は常に身近にありました。このご時世であたり前だったことが特別になり、今という瞬間を大切にしなければならないと改めて感じています。

　コロナが落ち着いたら真っ先に沖縄に行き、祖母と子供ふたりを対面させたいです。まだ小さい娘はギャン泣き確定ですけどね（笑）。




　今作を書こう！と思い立ったのが去年の冬で、苦悩しながらプロットを作成したのが春、ようやく書き終えてサイトに公開したのが夏でした。とにかく調べることが多く着手するまでに時間がかかってしまい、制作に関わってくださった方も多く、大変恩を感じています。

　プロットのご相談に乗ってくださった篠原様、編集でお世話になりました内田様、丸井様、鈴木様、主人公ふたりを艶やかで大人の色気のある雰囲気に描いてくださった茉莉花先生、本書の制作にご尽力いただいたすべての皆様にお礼申し上げます。

　そしていつも応援してくださっている読者様、本当にありがとうございました。

　サイトでは温かなお言葉をいただきましてとても嬉しかったです。その後のふたりを読みたいというお声が多かったので、本編ではサラッとした書けなかった濃厚なシーンも含めてたっぷり書いてみました。

　番外編『俺のかわいい妻』は、茉莉花先生にラフを貰った時にぱっと思い浮かんだ話なので、表紙イラストを思い浮かべながら楽しんでいただけたら幸いです。




　三作目のベリーズ文庫となりました。胸がきゅんとして、甘くて幸せに浸れるようなお話をいつかまた読者様にお届けできるようこれからも頑張ります。
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凄腕パイロットの極上愛で懐妊いたしました


～臆病な彼女を溶かす溺愛初夜～
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